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はじめに

本書の目的

本書は WebSAM Storage Protection Manager（以降，Protection Manager）の拡張コマンド，基

本コマンドの文法規則および注意事項に関して記載したものです。iStorage の基本的な操作

方法を理解している方を対象としています。

輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は，外国為替及び外国貿易法で規定される規制貨物（または

役務）に該当することがあります。その場合，日本国外へ輸出する場合には日本国政府の輸

出許可が必要です。なお，輸出許可申請手続にあたり資料等が必要な場合には，お買い上げ

の販売店またはお近くの当社営業拠点にご相談ください。

免責事項

本書の内容は，予告なしに変更されることがあります。日本電気株式会社は，本書の技術的

もしくは編集上の間違い，欠落について，一切責任をおいません。また，お客様が期待され

る効果を得るために，本書にしたがった導入，使用および使用効果につきましては，お客様

の責任とさせていただきます。本書に記載されている内容の著作権は，日本電気株式会社に

帰属します。本書の内容の一部または全部を日本電気株式会社の許諾なしに複製，改変，お

よび翻訳することは禁止されています。

商標情報

• Active Directory は，米国 Microsoft Corporation の，米国およびその他の国における登録

商標または商標です。

• Itanium は，アメリカ合衆国および他の国におけるインテルコーポレーション またはそ

の子会社の登録商標です。

• Microsoft は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標また

は商標です。

• Microsoft Exchange Server は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ

る登録商標または商標です。

• Microsoft SQL Server は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登

録商標または商標です。

• MS-DOS は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標また

は商標です。

• Arcserve は，米国 Computer Associates International, Inc. の登録商標です。
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• Windows は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標また

は商標です。

• Windows Server は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商

標または商標です。

• その他、記載されている製品名、会社名等は各社の商標または登録商標です。

本書で使用する表記

本書では，製品の名称を次のように表記しています。

表記 製品名称

iStorageManager WebSAM iStorageManager

Protection Manager WebSAM Storage Protection Manager

ControlCommand iStorage ControlCommand

DynamicDataReplication iStorage DynamicDataReplication

RemoteDataReplication iStorage RemoteDataReplication

DynamicSnapVolume iStorage DynamicSnapVolume

本書で使用する略語

本書では，次に示す略語を使用します。

略語 意味

API Application Programming Interface

BV Base Volume

CCR Cluster Continuous Replication

CLI Command Line Interface

DAG Database Availability Group

DBMS Database Management System

DDR DynamicDataReplication

DSV DynamicSnapVolume

GUI Graphical User Interface

GUID Global Unique Identifier

IIS Microsoft(R) Internet Information Services

iSM iStorageManager

IPF Itanium Processor Family

IV Isolated Volume

LAN Local Area Network

LCR Local Continuous Replication

LD Logical Disk
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略語 意味

LDM Logical Disk Manager

LU Logical Unit

LV Link Volume

MSFC Microsoft(R) Failover Cluster

NTFS NT File System

MV Master Volume

OS Operating System

RDR RemoteDataReplication

RV Replication Volume

SAN Storage Area Network

SCC Single Copy Cluster

SV Snapshot Volume

VDI Virtual Device Interface

VSS Volume Shadow Copy Service

本書で使用する記号

本書では，次に示す記号を使用します。

記号 説明

［ ］ ボタン，メニュー，キーなどを示します。

（例）

［OK］ボタン

［ENTER］キー

［ ］+［ ］ + の前のキーを押したまま，後のキーを押すことを意味します。

コマンドの書式の説明では，次に示す記号を使用します。

記号 説明

|
ストローク

複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示します。

（例）log number | all
「log number」または「all」を指定します。

[ ]
角括弧

この記号で囲まれている項目は，省略してもよいことを示します。複数の項目
がストロークで区切られている場合，すべてを省略するか，どれか一つを指定
します。

（例）[ -a | -b ]
「何も指定しない」か，「-a または-b を指定する」ことを意味します。

{ }
波括弧

この記号で囲まれている項目は，必ず指定することを示します。複数の項目が
ストロークで区切られている場合，どれか一つを指定します。

（例）{ lock | unlock }
「lock を指定する」か，「unlock を指定する」ことを意味します。
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参考情報

ディレクトリとフォルダの表記について

このマニュアルでは，Windows のフォルダを総称して，「ディレクトリ」と表記してい

ます。Windows 環境では，「ディレクトリ」を「フォルダ」に置き換えてお読みくださ

い。

パス名の表記について

Protection Manager が使用するパスの説明で記載している Windows 環境の「絶対パス」

は，特に記載のないかぎり，UNC（Universal Naming Convention）パスを含みません。

KB（キロバイト）などの単位表記について

1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそ

れぞれ 1,024 バイト，1,0242 バイト，1,0243 バイト，1,0244 バイトです。

関連マニュアル

本書の関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

• 「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）

• 「Protection Manager メッセージ」（IS318）

OS，仮想化ソフトウェア，連携ソフトウェアなどのサポートについて

OS，仮想化ソフトウェア，連携ソフトウェアなどの最新のサポート状況は，「ソフトウェ

ア製品 OS サポート情報」を参照してください。 サポートが終了したソフトウェアに関

するマニュアル中の記載は無視してください。新しいバージョンをサポートしたソフ

トウェアについては，特に記載がないかぎり，従来サポートしているバージョンと同等

のものとしてサポ ートします。

Exchange Server のバックアップ機能について

Exchange Server のバックアップ機能をご利用の場合，このマニュアルで “ストレージグ

ループ” について記載している部分は “インフォメーションストア” または “Exchange
データベース” と読み替えてください。

このマニュアルでのコマンド実行例について

このマニュアルに掲載するコマンド実行例は Protection Manager，バックアップ対象アプ

リケーションおよび Windows のバージョンにより出力内容 の一部が異なる場合があり

ます。ご使用になる各ソフトウェアに合わせて読み替えてください。
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第 1 章   
拡張コマンド
この章では，Protection Manager で提供する拡張コマンドについて説明します。

「1.1   拡張コマンドの概要（1 ページ）」

「1.2   拡張コマンドの説明を読む前に（3 ページ）」

「1.3   拡張コマンド（バックアップ対象がファイルシステムの場合）（4 ページ）」

「1.4   拡張コマンド（共通系コマンド）（16 ページ）」

「1.5   拡張コマンド（テープ系コマンド）（32 ページ）」

「1.6   拡張コマンド（バックアップ対象が SQL Server データベースの場合）（47 ページ）」

「1.7   拡張コマンド（バックアップ対象が Exchange データベースの場合）（65 ページ）」

1.1   拡張コマンドの概要
拡張コマンドは，バックアップやリストアなどのデータ保護運用の負荷を軽減するためのコ

マンドです。拡張コマンドを使用することで，複雑な処理を構築することなく，バックアッ

プやリストアを自動的に実行できます。

例えば，Protection Manager のコマンドを使用してデータをテープにバックアップするとしま

す。この場合，次のような機能を持つコマンドを対話的に実行していく必要があります。

1. 複製ボリュームのロック解除

2. 複製ボリュームのマウント

3. 複製ボリュームのアンマウント

4. 複製ボリュームのロック

5. データの複製ボリュームへのバックアップ

6. バックアップ実行結果の確認

7. バックアップ情報の一時ファイルへのエクスポート

8. 業務ボリュームのロック

9. 一時ファイル，メタファイルまたは制御ファイルのバックアップサーバへの転送

10. 一時ファイルのバックアップ情報のインポート

11. インポート実行結果の確認

12. 複製ボリュームのデータのテープバックアップ

13. テープバックアップ実行結果の確認

14. 業務ボリュームのロック解除
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これらのコマンドすべてについて，処理の対象となるリソース情報やバックアップに関連す

る情報を指定するのは煩雑です。拡張コマンドには，このような情報があらかじめ定義され

ています。拡張コマンドは，運用管理ソフトウェアなどを使用して自動的に実行できるた

め，複雑な処理を構築することなくバックアップが実行できます。拡張コマンドを使用する

ことで，データ保護運用の負荷を軽減できます。

1.1.1   拡張コマンド一覧

拡張コマンドのインストール先

　　拡張コマンドは，次の場所に格納されています。

　　<Protection Manager のインストール先 >¥script¥bin

Protection Manager で提供する拡張コマンドと機能の概要を次の表に示します。

表 1-1   拡張コマンド一覧（バックアップ対象がファイルシステムの場合）

拡張コマンド名 機能の概要

EX_DRM_FS_BACKUP ファイルシステムをバックアップします。

EX_DRM_FS_DEF_CHECK オペレーション定義ファイルの内容チェック，および一時ディレクト
リの自動生成をします。

EX_DRM_FS_RESTORE バックアップしたファイルシステムを業務ボリュームにリストアし
ます。

表 1-2   拡張コマンド一覧（共通系コマンド）

拡張コマンド名 機能の概要

EX_DRM_BACKUPID_SET バックアップ ID 記録ファイルを生成します。

EX_DRM_CG_DEF_CHECK コピーグループ一括定義ファイルの内容をチェックします。

EX_DRM_DB_EXPORT バックアップ情報をファイルにエクスポートします。

EX_DRM_DB_IMPORT ファイルからバックアップ情報をインポートします。

EX_DRM_FTP_GET バックアップサーバからバックアップ情報のファイルを取得します。
バックアップ対象が SQL Server データベースの場合は VDI メタファ
イルも取得します。

EX_DRM_FTP_PUT バックアップ情報のファイルをバックアップサーバへ転送します。
バックアップ対象が SQL Server データベースの場合は VDI メタファ
イルも転送します。

EX_DRM_HOST_DEF_CHECK ホスト環境設定ファイルの内容をチェックします。

EX_DRM_RESYNC コピーグループを再同期します。

表 1-3   拡張コマンド一覧（テープ系コマンド）

拡張コマンド名 機能の概要

EX_DRM_CACHE_PURGE 複製ボリュームのキャッシュをクリアします。

EX_DRM_MOUNT 複製ボリュームをマウントします。

EX_DRM_TAPE_BACKUP 複製ボリュームのデータをテープにバックアップします。バック
アップ対象が SQL Server データベースの場合は VDI メタファイルも
バックアップします。
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拡張コマンド名 機能の概要

EX_DRM_TAPE_RESTORE テープから複製ボリュームにリストアします。バックアップ対象が
SQL Server データベースの場合は VDI メタファイルもリストアしま
す。

EX_DRM_UMOUNT 複製ボリュームをアンマウントします。

表 1-4   拡張コマンド一覧（バックアップ対象が SQL Server データベースの場合）

拡張コマンド名 機能の概要

EX_DRM_SQL_BACKUP SQL Server データベースをバックアップします。

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK オペレーション定義ファイルの内容チェック，および一時ディレクト
リの自動生成をします。

EX_DRM_SQL_RESTORE バックアップした SQL Server データベースを業務ボリュームにリス
トアします。

EX_DRM_SQL_TLOG_BACKUP SQL Server のトランザクションログをバックアップします。

EX_DRM_SQLFILE_EXTRACT SQL Server の VDI メタファイルをテープバックアップの対象となる
ディレクトリに展開します。

EX_DRM_SQLFILE_PACK SQL Server の VDI メタファイルを退避します。

表 1-5   拡張コマンド一覧（バックアップ対象が Exchange データベースの場合）

拡張コマンド名 機能の概要

EX_DRM_EXG_BACKUP Exchange データベースをバックアップします。

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK オペレーション定義ファイルの内容チェック，および一時ディレクト
リの自動生成をします。

EX_DRM_EXG_RESTORE バックアップした Exchange データベースを業務ボリュームにリスト
アします。

EX_DRM_EXG_VERIFY Exchange データベースの整合性を検証します。

1.2   拡張コマンドの説明を読む前に
各拡張コマンドの説明を読む前に，知っておく必要がある事項について説明します。

実行中の拡張コマンドを強制終了しないでください。強制終了すると，コピーグループのペ

ア状態やバックアップカタログが予期しない状態となります。

なお，Protection Manager のコマンドを実行するときは，OS の管理者権限，および データ

ベースへのアクセス権限が必要です。詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI
ユーザーズガイド」（IS315）の，コマンドを実行するユーザーに必要な権限についての記述

を参照してください。

1.2.1   拡張コマンドパス

拡張コマンドのインストール先

　　拡張コマンドは，次の場所に格納されています。
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　　<Protection Manager のインストール先 >¥script¥bin

1.2.2   拡張コマンドの書式

拡張コマンドの書式では，指定できるすべての引数を記載しています。引数の条件が複数あ

る場合には，条件ごとに書式を場合分けして記載しています。場合分けした書式を混在して

使用しないでください。

（1） 引数の記述規則

拡張コマンドの引数は，次の記述規則に従っています。

表 1-6   引数の記述規則

記号 説明

|
ストローク

複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示します。

（例）log number | all
「log number」または「all」を指定します。

[　 ]
角括弧

この記号で囲まれている項目は，省略してもよいことを示します。複数の項目がス
トロークで区切られている場合，すべてを省略するか，どれか一つを指定します。

（例）[ -a | -b ]
「何も指定しない」か，「-a または-b を指定する」ことを意味します。

{　 }
波括弧

この記号で囲まれている項目は，必ず指定することを示します。複数の項目がスト
ロークで区切られている場合，どれか一つを指定します。

（例）{ lock | unlock }
「lock を選択する」か，「unlock を選択する」ことを意味します。

（2） 書式を参照する

拡張コマンドの書式を参照するには，コマンド名のあとに -h オプションを指定して拡張コ

マンドを実行します。-h オプションを指定できるコマンドを次に示します。

• EX_DRM_FS_DEF_CHECK

• EX_DRM_CG_DEF_CHECK

• EX_DRM_HOST_DEF_CHECK

• EX_DRM_SQL_DEF_CHECK

• EX_DRM_EXG_DEF_CHECK

1.3   拡張コマンド（バックアップ対象がファイルシス
テムの場合）

ここでは，バックアップ対象がファイルシステムの場合の拡張コマンドについて説明しま

す。

「1.3.1   EX_DRM_FS_BACKUP（ファイルシステムをバックアップする）（5 ページ）」
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「1.3.2   EX_DRM_FS_DEF_CHECK（オペレーション定義ファイルの内容チェック，および

一時ディレクトリの自動生成をする）（11 ページ）」

「1.3.3   EX_DRM_FS_RESTORE（バックアップしたファイルシステムを業務ボリュームにリ

ストアする）（14 ページ）」

1.3.1   EX_DRM_FS_BACKUP（ファイルシステムをバックアップ
する）

書式

オンラインバックアップする場合

EX_DRM_FS_BACKUP オペレーション ID
                 [ -mode online ] [ -comment バックアップコメント ]
                 [ -rc [ 世代識別名 ]]
                 [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
                 [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
                 [ -s バックアップサーバ名
                   [ -auto_import
                     [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
                   ]
                   [ -svol_check ]
                 ]

コールドバックアップする場合

EX_DRM_FS_BACKUP オペレーション ID
                 -mode cold [ -comment バックアップコメント ]
                 [ -rc [ 世代識別名 ]]
                 [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
                 [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
                 [ -s バックアップサーバ名
                   [ -auto_import
                     [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
                   ]
                   [ -svol_check ]
                 ]

VSS バックアップする場合

EX_DRM_FS_BACKUP オペレーション ID
                 -mode vss [ -comment バックアップコメント ]
                 [ -rc [ 世代識別名 ]]
                 [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
                 [ -vf VSS定義ファイル名 ]
                 [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
                 [ -s バックアップサーバ名
                   [ -auto_import
                     [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
                   ]
                   [ -svol_check ]
                 ]
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説明

drmfsbackup コマンドを実行し，オペレーション ID で指定されたファイルシステムを業務

ボリュームから複製ボリュームにバックアップします。このとき，バックアップ ID を生成

します。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-mode online

オンラインバックアップをする場合に指定します。オンラインバックアップでは，ファイル

システムをアンマウントしないで，バックアップを実行します。

オンラインバックアップの前にファイルシステムの同期処理だけを実行します。バック

アップしたデータの整合性を保つには，バックアップ処理の前にデータの更新を抑止する必

要があります。

このオプションを省略しても，オンラインバックアップを指定したことになります。

-mode cold

コールドバックアップする場合に指定します。

コールドバックアップは，マウント状態のファイルシステムに対して実行します。コマンド

を実行すると，ファイルシステムをアンマウントして，オフラインの状態でボリュームを

バックアップします。バックアップが終了すると，再びファイルシステムをマウントしま

す。アンマウントに失敗した場合は，エラーメッセージが表示され，バックアップ処理が中

止されます。バックアップ対象のボリュームがアンマウントされていた場合，バックアップ

処理は中止されます。

また，クラスタ構成のサーバでコマンドを実行すると，ファイルシステムをアンマウントす

る代わりにバックアップ対象のディスクリソースをオフラインにして，ボリュームをバック

アップします。バックアップが終了すると，再びバックアップ対象のディスクリソースをオ

ンラインにします。

次の場合，コマンドを実行してもバックアップ処理は中止されます。

• ディスクリソースのオフラインに失敗した場合
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• ディスクリソースがもともとオフラインだった場合

-mode vss

VSS を使用してファイルシステムをバックアップするときに指定します。

このオプションを指定する場合は，バックアップサーバで VSS インポートサーバが起動し

ている必要があります。

-comment バックアップコメント

バックアップカタログにバックアップコメントを登録する場合に指定します。

バックアップコメントには，64 バイトまでの任意の文字列（英数字，記号，半角スペース

およびマルチバイト文字）が指定できます。バックアップコメントは大文字と小文字を区別

します。記号，半角スペースを指定する場合は，バックアップコメントを引用符（"）で囲

みます。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコメントの

文字列として正しく解釈できません。

バックアップコメントに使用できない記号は次のとおりです。

「¥」，「/」，「`」，「|」，「<」，「>」，「"」，「*」，「?」，「&」，「;」，「(」，「)」，「$」

先頭文字には「-」は指定できません。-comment に「""」（引用符だけ）が指定された場合

は，バックアップカタログにバックアップコメントは登録しません。

-rc 世代識別名

バックアップするコピーグループの世代識別名を指定します。drmfsdisplay コマンドに

-cf オプションを付けて実行し，表示された「GEN-NAME」の値を指定してください。単体

ボリュームの場合は，「-」が表示されます。この場合，-rc オプションは指定できません。

リモート側の複製ボリュームへバックアップする場合，このオプションを必ず指定してくだ

さい。このオプションを省略すると，ローカル側の複製ボリュームにバックアップします。

世代識別名を省略した場合は，リモート側世代番号の中で，最小の値を持つ複製ボリューム

がバックアップ先となります。この場合，世代番号は remote_n（n は最小の世代番号）と

なります。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥raid
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-vf VSS 定義ファイル名

VSS バックアップで使用する設定をバックアップごとに切り替える場合に指定します。こ

のオプションは，VSS を使用してバックアップをするときにだけ使用できます。VSS 定義

ファイル名には，ファイル名だけを指定します。フォルダ名は指定しないでください。この

オプションで指定する VSS 定義ファイルは，下記のフォルダに格納しておく必要がありま

す。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥vss

このオプションを省略した場合，下記のファイルが VSS 定義ファイルとして使用されます。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥vsscom.conf

VSS 定義ファイルの詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイ

ド」（IS315）を参照してください。

-script ユーザースクリプトファイル名

ユーザースクリプトを実行する場合に指定します。ユーザースクリプトファイル名は絶対

パスで指定します。ユーザースクリプトファイル名を指定するときの条件は次のとおりで

す。

• 最大バイト数：255

• 使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字。空白を含む場合は

「""」で囲んで指定します。

ユーザースクリプトファイルの記述内容については，マニュアル「Protection Manager CLI
ユーザーズガイド」（IS315）の，ユーザースクリプトを作成する方法についての説明を参照

してください。

ユーザースクリプトファイルに「LOCATION=REMOTE」を指定した場合は，-s オプションを

あわせて指定する必要があります。

-s バックアップサーバ名

リモートのバックアップサーバに接続してバックアップを実行する場合に指定します。

バックアップサーバのホスト名または IP アドレスを，255 バイト以内の文字列で指定してく

ださい。IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定できます。

-s オプションでバックアップサーバを指定した場合，VSS 定義ファイル（vsscom.conf），
および -vf オプションで指定した VSS 定義ファイルのバックアップサーバ名は無効とな

り，-s オプションで指定したバックアップサーバ名が使用されます。

-auto_import

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップカタログをバックアップサーバに

自動転送する場合に指定します。このオプションは，-s オプションと同時に指定する必要

があります。

-auto_mount マウントポイントディレクトリ名
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ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップサーバで複製ボリュームを自動マ

ウントする場合に指定します。このオプションは，-s オプションおよび -auto_import オ
プションと同時に指定する必要があります。このオプションを指定すると，バックアップ対

象となる複製ボリュームをすべてマウントします。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。ドライブ文字から始まる絶対パスを指定

する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-auto_mount オプ

ションに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボ

リュームでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

マウントした複製ボリュームは，drmumount コマンドを使用してアンマウントしてくださ

い。drmumountコマンドの引数には，バックアップ ID を指定してください。

-svol_check

複製ボリュームのバックアップサーバでの状態をチェックしたい場合に指定します。この

オプションは，-sオプションと同時に指定する必要があります。複製ボリュームの状態を

チェックすることで，バックアップの失敗，またはリストアの失敗を防ぐことができます。

チェック内容（項目，対象，条件）は次のとおりです。

表 1-7   複製ボリュームの状態チェック

チェック項目 チェック対象のボ
リューム

チェックの条件

複製ボリュームが
バックアップサー
バから隠ぺいされ
ていること

バックアップ対象
の業務ボリューム
に対して定義され

業務ボリュームが複数世代の複製ボリュームとペア定義され
ている場合で，かつ，次のどれかに該当する場合にチェックさ
れる。

• 業務ボリュームがクラスタリソースである
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チェック項目 チェック対象のボ
リューム

チェックの条件

たすべての複製ボ
リューム

• VSS でのバックアップが実行される

複製ボリュームが
バックアップサー
バにマウントされ
ていないこと

今回，バックアップ
先 と な る 複 製 ボ
リューム

常にチェックされる。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

注意事項

バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理されてい

ます。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータがあって

も，リストアできなくなる場合があります。

詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バッ

クアップおよびリストア時の注意事項についての記述を参照してください。

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• この拡張コマンドのオプションとして指定できない Protection Manager のコマンドオプ

ションが指定された場合

• バックアップ ID 記録ファイルへのバックアップ ID の記録に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリが存在しない場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• オペレーション ID「operation01」で特定されるファイルシステムを複製ボリューム

にコールドバックアップする。
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EX_DRM_FS_BACKUP operation01 -mode cold

• オペレーション ID「operation01」で特定されるファイルシステムを複製ボリューム

に VSS バックアップする。

EX_DRM_FS_BACKUP operation01 -mode vss

1.3.2   EX_DRM_FS_DEF_CHECK（オペレーション定義ファイル
の内容チェック，および一時ディレクトリの自動生成をする）

書式

ファイルサーバのオペレーション定義ファイルの内容をチェックする場合

EX_DRM_FS_DEF_CHECK オペレーション ID -db

バックアップサーバのオペレーション定義ファイルの内容をチェックする場合

EX_DRM_FS_DEF_CHECK オペレーション ID -bk

説明

オペレーション定義ファイルの記述内容をチェックし，問題がなかった場合は拡張コマンド

の使用する一時ディレクトリを自動生成します。

なお，次の場合は，定義ファイルチェックツールの再実行が必要となります。

• ファイルサーバ上で対象とするディクショナリマップファイル格納ディレクトリの

ディレクトリパスを変更したとき

• バックアップサーバ上で「FTP_HOME_DIR」に設定したディレクトリパスを変更した

とき

オペレーション定義ファイルの記述内容のチェックでは，オペレーション定義ファイルが存

在することをチェックしてから，オペレーション定義ファイルのすべての指定項目につい

て，次のことをチェックします。

• 項目名と値が指定されていること ※

• 指定された項目は一つだけであること

• 文字数が項目の最大字数を超えていないこと

　注※

　　TARGET_NAME の値は，指定しないでください。

このほか，オペレーション定義ファイルの各指定項目について，次の表に示す指定内容を

チェックします。

第 1 章   拡張コマンド

11



表 1-8   オペレーション定義ファイルのチェック内容（EX_DRM_FS_DEF_CHECK）

項目名 チェック内容

BACKUP_OBJECT 「FILESYSTEM」が指定されていること

DB_SERVER_NAME 「SET_DRM_HOSTNAME」に 1 が指定されている場合は，「DB_SERVER_NAME」に指
定された値と，Protection Manager の構成定義ファイル「init.conf」の

「DRM_DB_PATH」に指定されたファイルサーバ名が一致していること

INSTANCE_NAME •「INSTANCE_NAME」に指定されたマウントポイントディレクトリが存在する
こと

• マウントポイントディレクトリ一括定義ファイルを指定した場合，ファイル
が存在することおよび定義されたマウントポイントが存在すること

TARGET_NAME この項目については値を入力しないで，「TARGET_NAME=」を指定すること

FTP_HOME_DIR • 指定されたディレクトリが存在すること ※1※2

• 絶対パスが指定されていること

FTP_SUB_DIR • 指定された文字列の中にディレクトリ区切り文字（¥）が含まれていないこ
と

• ピリオド一つ（.）または二つ（..）だけの指定でないこと

• ルートディレクトリを指定していないこと

SET_DRM_HOSTNAME 0 または 1 が指定されていること

注 ※1

ディレクトリの名称は，大文字と小文字が区別されません。

注 ※2

-bkオプションを指定したときだけチェックされます。

チェックツールで自動生成されるディレクトリは，次のとおりです。

表 1-9   EX_DRM_FS_DEF_CHECK で自動生成されるディレクトリ

EX_DRM_FS_DEF_CH
ECK の実行場所

拡張コマンド用一時ディレクトリ

ファイルサーバ ディクショナリマップファイル格納ディレクトリと同じ階層の script_work
ディレクトリ ¥オペレーション ID¥DB

（例）

ディクショナリマップファイル格納ディレクトリが「H:¥PTM」，オペレーショ
ン ID が「Operation_A」の場合，拡張コマンド用一時ディレクトリは，「H:
¥script_work¥Operation_A¥DB」となります。

バックアップサーバ FTP_HOME_DIR で指定したディレクトリ¥FTP_SUB_DIR で指定したディレ
クトリ ¥ オペレーション ID¥BK

前提条件

次の前提条件があります。

• チェック対象のファイルが格納されているサーバで実行すること

• ファイルサーバに格納されているオペレーション定義ファイルで指定されたマウント

ポイントディレクトリが同一ホストにあること
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引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-db

ファイルサーバのオペレーション定義ファイルの内容をチェックする場合に指定します。

-bk

バックアップサーバのオペレーション定義ファイルの内容をチェックする場合に指定しま

す。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション定義ファイルが存在しない，またはファイルにアクセスできない場合

• ファイルの内容チェックの結果，異常を発見した場合

• 一時ディレクトリの作成に失敗した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• フ ァ イ ル サ ー バ で ， 定 義 フ ァ イ ル 「 C:¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf
¥_OP0001.dat」をチェックする。

EX_DRM_FS_DEF_CHECK OP0001 -db

• バックアップサーバで，定義ファイル「 C:¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf
¥_OP0001.dat」をチェックする。

EX_DRM_FS_DEF_CHECK OP0001 -bk
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1.3.3   EX_DRM_FS_RESTORE（バックアップしたファイルシステ
ムを業務ボリュームにリストアする）

書式

業務ボリュームと複製ボリュームを再同期してリストアする場合

EX_DRM_FS_RESTORE オペレーション ID -resync [ -force ]
                  [ -target ディレクトリ名 | -f 一括定義ファイル名 ]
                  [ -pf コピーパラメーター定義ファイル]

説明

drmfsrestoreコマンドを実行し，指定したファイルシステムのバックアップデータを複製

ボリュームから業務ボリュームにリストアします。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• この拡張コマンドの実行前に，EX_DRM_BACKUPID_SETまたは EX_DRM_DB_IMPORTが実

行され，バックアップ ID がバックアップ ID 記録ファイルに格納されていること

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-resync

業務ボリュームと複製ボリュームを再同期して，リストアします。複製ボリュームのバック

アップデータは，業務ボリュームに同期されます。

-force

業務ボリュームと複製ボリュームを強制的に再同期して，リストアする場合に指定します。

このオプションを指定すると，ファイルサーバでバックアップを実行したときに取得した業

務ボリュームのコピーグループ名がファイルサーバの情報と一致していれば， LDEV 番号ま

たは SERIAL 番号がバックアップ時の番号と一致していない場合にも強制的に再同期しま

す。このオプションは，ボリュームを入れ替えて LDEV 番号が変わった場合など，-resync
オプションを指定しても再同期でリストアできないときにだけ指定してください。通常の

リストアでこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれがあります。
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-target ディレクトリ名

特定のディレクトリを含むファイルシステムをリストアする場合に指定します。ディレク

トリ名は，マウントポイントディレクトリ名，ドライブ文字，またはボリュームマウントポ

イント名を表します。コンマで区切って複数指定できます。ディレクトリ名は，絶対パスで

指定してください。

ディレクトリ名は，バックアップカタログに登録されている必要があります。ただし，バッ

クアップ済みのディレクトリ名を指定した場合は，バックアップカタログに登録されていな

くてもリストアできます。

このオプションおよび -f オプションの両方を省略した場合は，ファイルシステム全体がリ

ストアされます。

-f 一括定義ファイル名

複数のファイルまたはディレクトリを含むファイルシステムをリストアする場合に，ファイ

ルまたはディレクトリの絶対パスの一覧を記述したファイル名を指定します。一括定義

ファイル名は絶対パスで指定します。

このオプションおよび -target オプションの両方を省略した場合は，ファイルシステム全

体がリストアされます。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥raid

注意事項

• バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理され

ています。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータが

あっても，リストアできなくなる場合があります。 詳細については，マニュアル

「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バックアップおよびリストア

時の注意事項についての記述を参照してください。

• Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）で CLU_MSCS_RESTOREに ONLINE
が設定されている場合，Windows Server Failover Clustering 環境のクラスタグループ内の

ボリュームに対してクラスタリソースがオンライン状態でリストアできます。
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戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• この拡張コマンドのオプションとして指定できない Protection Manager のコマンドオプ

ションが指定された場合

• バックアップ ID 記録ファイルからの情報取得に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• 内部で実行するコマンドの実行結果の取得に失敗した場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリが存在しない場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション定義ファイル「operation01」で特定されるファイルシステムを再同期して

リストアする。

EX_DRM_FS_RESTORE operation01 -resync

1.4   拡張コマンド（共通系コマンド）
ここでは，バックアップ対象に関係なく，共通で使用する拡張コマンドについて説明しま

す。

「1.4.1   EX_DRM_BACKUPID_SET（バックアップ ID 記録ファイルを生成する）（17 ペー

ジ）」

「1.4.2   EX_DRM_CG_DEF_CHECK（コピーグループ一括定義ファイルの内容をチェックす

る）（19 ページ）」

「1.4.3   EX_DRM_DB_EXPORT（バックアップ情報をファイルにエクスポートする）（20
ページ）」
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「1.4.4   EX_DRM_DB_IMPORT（ファイルからバックアップ情報をインポートする）（21
ページ）」

「1.4.5   EX_DRM_FTP_GET（バックアップサーバからバックアップ情報のファイルなどを取

得する）（23 ページ）」

「1.4.6   EX_DRM_FTP_PUT（バックアップ情報のファイルなどをバックアップサーバへ転送

する）（25 ページ）」

「1.4.7   EX_DRM_HOST_DEF_CHECK（ホスト環境設定ファイルの内容をチェックする）

（27 ページ）」

「1.4.8   EX_DRM_RESYNC（コピーグループを再同期する）（29 ページ）」

1.4.1   EX_DRM_BACKUPID_SET（バックアップ ID 記録ファイル
を生成する）

書式

EX_DRM_BACKUPID_SET オペレーション ID -backup_id バックアップ ID

説明

指定したバックアップ ID を記録したバックアップ ID 記録ファイルを生成し，拡張コマンド

用一時ディレクトリに格納します。

この拡張コマンドは，バックアップしたファイルシステムまたはデータベースを業務ボ

リュームにリストアする前の準備として実行します。リストアに使用する（ファイルシステ

ムまたはデータベースを複製ボリュームにバックアップしたときに生成された）バックアッ

プ ID を指定して実行します。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが作成されている

こと

• この拡張コマンドを実行する前に，次のコマンドを実行してバックアップカタログの情

報を参照し，この拡張コマンドで指定するバックアップ ID を確認しておくこと

- バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscatコマンド

- バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcatコマンド

- バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcatコマンド
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引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。

-backup_id バックアップ ID

バックアップしたファイルシステムまたはデータベースを業務ボリュームにリストアする

ときに使用するバックアップ ID を指定します。バックアップ ID とは，バックアップデータ

を一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バックアップカタログに登録されます。

なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略

しないでください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• バックアップ ID 記録ファイルへのバックアップ ID の記録に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

リが存在しない場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

バックアップ ID「0000000001」を記録したバックアップ ID 記録ファイルを作成する。

EX_DRM_BACKUPID_SET operation01 -backup_id 0000000001
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1.4.2   EX_DRM_CG_DEF_CHECK（コピーグループ一括定義ファ
イルの内容をチェックする）

書式

コピーグループ一括定義ファイルの内容をチェックする場合

EX_DRM_CG_DEF_CHECK -cg_file コピーグループ一括定義ファイル名

説明

コピーグループ一括定義ファイルの記述内容をチェックします。引数で指定されたファイ

ルが存在することをチェックしてから，コピーグループ一括定義ファイルに設定されている

すべてのコピーグループについて，次のことをチェックします。

• コピーグループ名が 1 行に一つずつ記述されていること

• ファイルに記述されたコピーグループ名に重複がないこと

• ファイルに記述されたコピーグループ名が，drmcgctl コマンドで表示されるコピーグ

ループ一覧に含まれていること

コピーグループ名は，大文字と小文字が区別されます。

前提条件

次の前提条件があります。

• チェック対象のコピーグループ一括定義ファイルが置かれているマシンで実行するこ

と

引数

-cg_file コピーグループ一括定義ファイル名

チェックするコピーグループ一括定義ファイルのファイル名を絶対パスで指定します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合
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• 引数で指定されたファイルが存在しない，またはファイルにアクセスできない場合

• コピーグループ一括定義ファイルの内容チェックの結果，異常を発見した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

使用例

• コピーグループ一括定義ファイル「C:¥WORK¥CGDEF.txt」をチェックする場合

EX_DRM_CG_DEF_CHECK -cg_file C:¥WORK¥CGDEF.txt

1.4.3   EX_DRM_DB_EXPORT（バックアップ情報をファイルにエ
クスポートする）

書式

EX_DRM_DB_EXPORT オペレーション ID

説明

drmdbexport コマンドを実行し，指定したオペレーション ID に対応するバックアップ情報

をエクスポートします。エクスポートされたバックアップ情報は，拡張コマンド用一時ディ

レクトリ中のバックアップ情報のファイルに記録されます。

drmdbexport コマンド実行時にエクスポート対象を特定するバックアップ ID は，拡張コマ

ンド用一時ディレクトリ中のバックアップ ID 記録ファイルから取得します。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• この拡張コマンドの実行前に，次の拡張コマンドが実行され，この拡張コマンドで参照

するバックアップ ID がバックアップ ID 記録ファイルに格納されていること

- バックアップ対象がファイルシステムの場合：EX_DRM_FS_BACKUP または

EX_DRM_TAPE_RESTORE

- バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：EX_DRM_SQL_BACKUP または

EX_DRM_TAPE_RESTORE

- バックアップ対象がストレージグループの場合：EX_DRM_EXG_BACKUP または

EX_DRM_TAPE_RESTORE
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引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリが存在しない場合

• バックアップ ID 記録ファイルからの情報取得に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• 内部で実行するコマンドの実行結果の取得に失敗した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション ID「operation01」で特定されるバックアップ情報をエクスポートする。

EX_DRM_DB_EXPORT operation01

1.4.4   EX_DRM_DB_IMPORT（ファイルからバックアップ情報をイ
ンポートする）

書式

EX_DRM_DB_IMPORT オペレーション ID
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説明

drmdbimport コマンドを実行し，指定したオペレーション ID に対応するバックアップ情報

をインポートします。また，バックアップ ID を生成し，拡張コマンド用一時ディレクトリ

中のバックアップ ID 記録ファイルに記録します。

drmdbimport コマンド実行時にインポートするバックアップ情報は，拡張コマンド用一時

ディレクトリ中のバックアップ情報のファイルから取得します。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• この拡張コマンドの実行前に，EX_DRM_FTP_PUT または EX_DRM_FTP_GET が実行され，

この拡張コマンドでインポートするバックアップ情報のファイルが生成されているこ

と

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• 対象ファイルのコピー元ディレクトリが存在しなかった場合

• バックアップ ID 記録ファイルへのバックアップ ID の記録に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリが存在しない場合
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• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション ID「operation01」で特定されるバックアップ情報をインポートする。

EX_DRM_DB_IMPORT operation01

1.4.5   EX_DRM_FTP_GET（バックアップサーバからバックアップ
情報のファイルなどを取得する）

書式

EX_DRM_FTP_GET オペレーション ID -server FTPサーバ名
                       -user FTPユーザー名 -password FTPパスワード

説明

引数で指定したオペレーション ID に対応するバックアップ情報のファイルを，FTP サーバ

の拡張コマンド用一時ディレクトリから FTP クライアントの拡張コマンド用一時ディレク

トリに転送します。このとき，FTP クライアントのディレクトリ中に格納されている古い

バックアップ情報のファイルは，新しいファイルを転送する前に削除されます。なお，バッ

クアップ対象が SQL Server データベースの場合は VDI メタファイルも同時に転送します。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• FTP クライアント側でこの拡張コマンドを実行すること

• この拡張コマンドの実行前に，EX_DRM_DB_EXPORT が実行され，この拡張コマンドで

転送するバックアップ情報のファイルが生成されていること

• この拡張コマンドの実行前に，EX_DRM_FS_DEF_CHECK コマンドを実行して，FTP サー

バのファイル転送元ディレクトリが生成されていること

引数

この拡張コマンドの引数は，オペレーション ID，-server FTP サーバ名，-user FTP ユー

ザー名，-password FTP パスワードの順に指定します。

オペレーション ID
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処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-server FTP サーバ名

ファイルの取得元となる FTP サーバのホスト名または IP アドレスを指定します。IP アド

レスは IPv4 形式または IPv6 形式で指定できます。IPv6 形式をサポートする OS について

は，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）を参照してください。

-user FTP ユーザー名

FTP サーバへの接続に使用する FTP ユーザー名を指定します。

-password FTP パスワード

FTP サーバへの接続に使用するユーザーの FTP パスワードを指定します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• FTP サーバへの接続，ファイルの転送に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• この拡張コマンドで転送するバックアップ情報のファイルが存在しない場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリがファイルサーバ上またはデータベースサーバ上に存在しない場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション ID「operation01」で特定されるリソースについて，FTP サーバから FTP
クライアントへファイルを転送する。FTP ユーザー名「ftp_user」，FTP パスワード

「ftp_passwd」を使用して，FTP クライアントから FTP サーバ「serverA」に接続するもの

とする。
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EX_DRM_FTP_GET operation01 -server serverA -user ftp_user -password ftp_pas
swd

1.4.6   EX_DRM_FTP_PUT（バックアップ情報のファイルなどを
バックアップサーバへ転送する）

書式

EX_DRM_FTP_PUT オペレーション ID -server FTPサーバ名
                       -user FTPユーザー名 -password FTPパスワード

説明

引数で指定したオペレーション ID に対応するバックアップ情報のファイルを，FTP クライ

アントの拡張コマンド用一時ディレクトリから FTP サーバの拡張コマンド用一時ディレク

トリに転送します。FTP サーバのディレクトリ中に格納されている古いバックアップ情報

のファイルは，新しいファイルを転送する前に削除されます。なお，バックアップ対象が

SQL Server データベースの場合は VDI メタファイルも同時に転送します。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• FTP クライアント側でこの拡張コマンドを実行すること

• この拡張コマンドの実行前に，EX_DRM_DB_EXPORT が実行され，この拡張コマンドで

転送するバックアップ情報のファイルが生成されていること

• この拡張コマンドの実行前に，EX_DRM_FS_DEF_CHECK コマンドを実行して，FTP サー

バのファイル転送先ディレクトリが生成されていること

引数

この拡張コマンドの引数は，オペレーション ID，-server FTP サーバ名，-user FTP ユー

ザー名，-password FTP パスワードの順に指定します。

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-server FTP サーバ名
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ファイルの転送元となる FTP サーバのホスト名または IP アドレスを指定します。IP アド

レスは IPv4 形式または IPv6 形式で指定できます。IPv6 形式をサポートする OS について

は，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）を参照してください。

-user FTP ユーザー名

FTP サーバへの接続に使用する FTP ユーザー名を指定します。

-password FTP パスワード

FTP サーバへの接続に使用するユーザーの FTP パスワードを指定します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• FTP サーバへの接続，ファイルの転送に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• この拡張コマンドで転送するバックアップ情報のファイルが存在しない場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリがファイルサーバ上またはデータベースサーバ上に存在しない場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション ID「operation01」で特定されるリソースについて，FTP クライアントか

ら FTP サーバへファイルを転送する。FTP ユーザー名「ftp_user」，FTP パスワード

「ftp_passwd」を使用して，FTP クライアントから FTP サーバ「serverA」へ接続するもの

とする。

EX_DRM_FTP_PUT operation01 -server serverA -user ftp_user -password ftp_pas
swd
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1.4.7   EX_DRM_HOST_DEF_CHECK（ホスト環境設定ファイルの
内容をチェックする）

書式

ファイルサーバまたはデータベースサーバのホスト環境設定ファイルの内容をチェックす

る場合

EX_DRM_HOST_DEF_CHECK -db -f 環境設定ファイル名

バックアップサーバのホスト環境設定ファイルの内容をチェックする場合

EX_DRM_HOST_DEF_CHECK -bk -f 環境設定ファイル名

説明

ホスト環境設定ファイルの記述内容をチェックします。引数で指定されたファイルが存在

することをチェックしてから，ホスト環境設定ファイルの指定項目「HOST_ROLE」および

「MAX_LOG_LINES」について，次の表に示す指定内容をチェックします。

表 1-10   ホスト環境設定ファイルのチェック内容

項目名 チェック内容

HOST_ROLE • 項目名と値が指定されていること

• 指定された項目は一つだけであること

• 字数が項目の最大字数を超えていないこと

• 拡張コマンドの引数に「-db」が指定された場合，項目に「DB」が指定され
ていること

• 拡張コマンドの引数に「-bk」が指定された場合，項目に「BK」が指定され
ていること

MAX_LOG_LINES • 項目名と値が指定されていること

• 指定された項目は一つだけであること

• 字数が項目の最大字数を超えていないこと

• 1,000 ～ 100,000 の整数が指定されていること

MSG_OUTPUT※ • 指定された項目は一つだけであること

• 字数が項目の最大字数を超えていないこと

•「NORMAL」または「DETAIL」が指定されていること

注※

項目名と値が指定されていない場合，デフォルト値（NORMAL）で動作します。

前提条件

次の前提条件があります。

• チェック対象のホスト環境設定ファイルが置かれるマシン上で実行すること
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引数

-db

ファイルサーバ上またはデータベースサーバ上に置かれるホスト環境設定ファイルの内容

をチェックする場合に指定します。

-bk

バックアップサーバ上に置かれるホスト環境設定ファイルの内容をチェックする場合に指

定します。

-f 環境設定ファイル名

チェックするホスト環境設定ファイルのファイル名を絶対パスで指定します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• 引数で指定されたファイルが存在しない，またはファイルにアクセスできない場合

• ホスト環境設定ファイルの内容チェックの結果，異常を発見した場合

使用例

• ファイルサーバ上またはデータベースサーバ上に置かれるホスト環境設定ファイル「C:
¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf¥host.dat」の内容をチェックする。

EX_DRM_HOST_DEF_CHECK -db -f "C:¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf¥host.dat
"

• バックアップサーバ上に置かれるホスト環境設定ファイル「C:¥Program Files¥drm
¥SCRIPT¥conf¥host.dat」の内容をチェックする。

EX_DRM_HOST_DEF_CHECK -bk -f "C:¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf¥host.dat
"
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1.4.8   EX_DRM_RESYNC（コピーグループを再同期する）

書式

常時レプリケート運用時にコピーグループを再同期する場合

EX_DRM_RESYNC オペレーション ID
    [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
    [ -s バックアップサーバ名 -svol_check ]

常時セパレート運用時にコピーグループを再同期する場合

EX_DRM_RESYNC オペレーション ID
    { -cg コピーグループ名 | -cg_file コピーグループ一括定義ファイル名 }
    [ -copy_size コピートラックサイズ ]
    [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
    [ -s バックアップサーバ名 -svol_check ]

説明

drmresync コマンドを実行して，コピーグループを再同期します。ファイルシステムまた

はデータベースを複製ボリュームにバックアップする前にこの拡張コマンドを実行するこ

とで，バックアップを高速化できます。

常時レプリケート運用の場合，業務ボリュームから複製ボリュームへバックアップしたとき

のバックアップ ID を基に，該当するコピーグループを再同期します。常時セパレート運用

の場合，バックアップする前にコピーグループを指定して再同期する必要があります。再同

期するコピーグループは，drmcgctl コマンドまたは drmfscat コマンドの実行結果から選

択します。

ただし，バックアップに使用されていないコピーグループがある場合は，そのコピーグルー

プが自動的に指定されます。すべてのコピーグループが使用されていない場合は，ペア定義

された最初の順番のコピーグループが指定されます。

すべてのコピーグループがバックアップに使用されている場合は，バックアップに使用した

時間が最も古いコピーグループが指定されます。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが作成されている

こと

• コピーグループ一括定義ファイルを指定して再同期する場合は，コピーグループ一括定

義ファイルが用意されていること

第 1 章   拡張コマンド

29



• 常時レプリケート運用の場合，あらかじめ次のコマンドによってファイルシステムまた

はデータベースが複製ボリュームにバックアップされ，バックアップ ID 記録ファイル

が生成されていること

- バックアップ対象がファイルシステムの場合：EX_DRM_FS_BACKUP

- バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：EX_DRM_SQL_BACKUP

- バックアップ対象がストレージグループの場合：EX_DRM_EXG_BACKUP

引数

この拡張コマンドで複数の引数を指定する場合は，オペレーション ID，-cg コピーグルー

プ名または -cg_file コピーグループ一括定義ファイル名の順に指定します。

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-cg コピーグループ名

常時セパレート運用のときに，再同期するコピーグループ名を指定します。次のバックアッ

プに使われるコピーグループを指定します。

-cg_file コピーグループ一括定義ファイル名

常時セパレート運用のときに，再同期するコピーグループを記述したコピーグループ一括定

義ファイル名を絶対パスで指定します。対象とするコピーグループ数が多い場合に，コピー

グループを一括して再同期するときに指定します。次のバックアップに使われるコピーグ

ループを指定します。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。 この

オプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）の値

が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメーターに

ついても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥raid

-s バックアップサーバ名

リモートのバックアップサーバに接続してバックアップを実行する場合に指定します。

バックアップサーバのホスト名または IP アドレスを，255 バイト以内の文字列で指定してく

ださい。IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定できます。

第 1 章   拡張コマンド

30



-svol_check

複製ボリュームのバックアップサーバでの状態をチェックしたい場合に指定します。 この

オプションは，-s オプションと同時に指定する必要があります。複製ボリュームの状態を

チェックすることで，バックアップの失敗を防ぐことができます。

チェック内容（項目，対象，条件）は次のとおりです。

表 1-11   複製ボリュームの状態チェック

チェック項目 チェック対象のボリュー
ム

チェックの条件

複製ボリュームがバック
アップサーバにマウント
されていないこと

今回，バックアップ先と
なる複製ボリューム

常にチェックされる。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• バックアップ ID 記録ファイルからの情報取得に失敗した場合（コピーグループ省略時）

• コピーグループ一括定義ファイルの記述情報取得に失敗した場合（ファイル指定時）

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• 内部で実行するコマンドの実行結果の取得に失敗した場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリが存在しない場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• コピーグループ「mv01,rv01」のペアボリュームを再同期する。

EX_DRM_RESYNC operation01 -cg mv01,rv01

• 一括定義ファイル「C:¥temp¥CGLIST.txt」で指定されたコピーグループのペアボ

リュームを一括して再同期する。
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EX_DRM_RESYNC operation01 -cg_file C:¥temp¥CGLIST.txt

• バックアップ ID 記録ファイルに記録されているバックアップ ID に対応するコピーグ

ループのペアボリュームを再同期する。

EX_DRM_RESYNC operation01

1.5   拡張コマンド（テープ系コマンド）
ここでは，テープ装置を使用する場合の拡張コマンドについて説明します。

「1.5.1   EX_DRM_CACHE_PURGE（複製ボリュームのキャッシュをクリアする）（32 ペー

ジ）」

「1.5.2   EX_DRM_MOUNT（複製ボリュームをマウントする）（35 ページ）」

「1.5.3   EX_DRM_TAPE_BACKUP（複製ボリュームのデータなどをテープにバックアップす

る）（37 ページ）」

「1.5.4   EX_DRM_TAPE_RESTORE（テープから複製ボリュームにリストアする）（41 ペー

ジ）」

「1.5.5   EX_DRM_UMOUNT（複製ボリュームをアンマウントする）（45 ページ）」

1.5.1   EX_DRM_CACHE_PURGE（複製ボリュームのキャッシュを
クリアする）

書式

常時レプリケート運用時に複製ボリュームのキャッシュをクリアする場合

EX_DRM_CACHE_PURGE オペレーション ID

常時セパレート運用時に複製ボリュームのキャッシュをクリアする場合

EX_DRM_CACHE_PURGE オペレーション ID
          -cg コピーグループ名 | -cg_file コピーグループ一括定義ファイル名

説明

drmmount コマンドおよび drmumount コマンドを連続して実行し，複製ボリュームの

キャッシュをクリアします。

常時レプリケート運用の場合，業務ボリュームから複製ボリュームへバックアップしたとき

のバックアップ ID を基に，該当するコピーグループの複製ボリュームのキャッシュをクリ

アします。常時セパレート運用の場合，バックアップする前にキャッシュをクリアするの

で，キャッシュをクリアする複製ボリュームのコピーグループを指定する必要があります。
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前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• 常時レプリケート運用の場合，あらかじめ次の拡張コマンドによってファイルシステム

またはデータベースが複製ボリュームへバックアップされ，バックアップ ID 記録ファ

イルが生成されていること

- バックアップ対象がファイルシステムの場合：EX_DRM_FS_BACKUP

- バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：EX_DRM_SQL_BACKUP

- バックアップ対象がストレージグループの場合：EX_DRM_EXG_BACKUP

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-cg コピーグループ名

常時セパレート運用のときに，キャッシュをクリアする複製ボリュームのコピーグループ名

を指定します。次のバックアップに使われるコピーグループが特定できる場合は， そのコ

ピーグループを指定します。次に使われるコピーグループが特定できない場合は，すべての

コピーグループを指定してください。

-cg_file コピーグループ一括定義ファイル名

常時セパレート運用のときに，複製ボリュームのキャッシュをクリアするコピーグループを

記述したコピーグループ一括定義ファイル名を絶対パスで指定します。対象とするコピー

グループ数が多い場合に，キャッシュを一括してクリアするときに指定します。 次のバッ

クアップに使われるコピーグループが特定できる場合は，そのコピーグループを指定しま

す。次に使われるコピーグループが特定できない場合は，すべてのコピーグループを指定し

てください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合
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注意事項

Protection Manager のコマンドでは，複製ボリュームを自動マウントを抑止してアンマウント

しています。この為，通常の運用ではキャッシュをクリアする処理を行う必要はありませ

ん。複製ボリュームを ProtectionManager のコマンド以外で，自動マウントを抑止せずにアン

マウントした場合は，キャッシュのクリアが必要となります。なお， DynamicSnapVolume
のコピーグループにバックアップが取得されていない場合，キャッシュのクリアは不要であ

り，実施する事もできません。

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• バックアップ ID 記録ファイルからの情報取得に失敗した場合（コピーグループ省略時）

• コピーグループ一括定義ファイルの記述情報取得に失敗した場合（ファイル指定時）

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリが存在しない場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• 内部で実行するコマンドの実行結果の取得に失敗した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• コピーグループ「mv01,rv01」に属する複製ボリュームのキャッシュをクリアする。

EX_DRM_CACHE_PURGE operation01 -cg mv01,rv01

• 一括定義ファイル名「C:¥temp¥CGLIST.txt」で指定されたコピーグループ一覧の複製

ボリュームのキャッシュをクリアする。

EX_DRM_CACHE_PURGE operation01 -cg_file C:¥temp¥CGLIST.txt

• バックアップ ID 記録ファイルに記録されているバックアップ ID が対象とするコピー

グループの複製ボリュームのキャッシュをクリアする。

EX_DRM_CACHE_PURGE operation01
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1.5.2   EX_DRM_MOUNT（複製ボリュームをマウントする）

書式

オペレーション定義ファイルがある場合

EX_DRM_MOUNT オペレーション ID [ -copy_group コピーグループ名 | -force ]
         [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名 ]

オペレーション定義ファイルがない場合

EX_DRM_MOUNT -ignore_opid -copy_group コピーグループ名
         [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名 ]

説明

複製ボリュームをマウントし，該当するコピーグループをロックします。次のような場合に

使用します。

• バックアップ，リストアの対象となる複製ボリュームをマウントする。

• バックアップする前に，システムキャッシュをクリアする。

• バックアップやリストアした後で，アンマウント状態になった複製ボリュームをマウン

トする。

EX_DRM_MOUNT でロックしたコピーグループは EX_DRM_UMOUNT コマンドでロックが解除

されますので，EX_DRM_MOUNT コマンドで複製ボリュームをマウントしたら，必ず

EX_DRM_UMOUNT コマンドで複製ボリュームをアンマウントしてください。

ファイルシステムとしてフォーマットされていない複製ボリュームや同期状態の複製ボ

リュームはマウントできません。

次のような場合，複製ボリュームをマウントしないで，メッセージを出力してエラーになり

ます。

• 複製ボリュームが参照できないホスト上でこのコマンドを実行した場合

• バックアップを実行したときに取得した業務ボリュームのコピーグループ名，LDEV 番
号および DKC シリアル番号が，現在のバックアップサーバの情報と一致していない場

合

• 同期状態の複製ボリュームに，このコマンドを実行した場合

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。

-copy_group コピーグループ名
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マウントするコピーグループの名称を指定します。データをバックアップする前に，システ

ムキャッシュのクリアが必要な場合があります。このとき，バックアップサーバからコピー

グループを指定して複製ボリュームをマウントします。そのあと， EX_DRM_UMOUNT コマン

ドでアンマウントすることでシステムキャッシュがクリアされます。

-mount_pt マウントポイントディレクトリ名

複製ボリュームをマウントするマウントポイントディレクトリの名称を，ドライブ文字また

はドライブ文字から始まる絶対パスで指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレク

トリ名に指定できる文字で，パスの末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してくださ

い。ただし，半角スペース，マルチバイト文字，および半角カタカナは使用できません。ド

ライブ文字から始まる絶対パスを指定する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定すると，マウント先は次の

ようになります。

• コピーグループ名を指定してマウントする場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ

指定したドライブがすでに使用されている場合は，指定したドライブからアルファベッ

ト順に検索した未使用のドライブにマウントします。

• コピーグループ名を指定しないでマウントする場合（バックアップした複製ボリューム

をすべてマウントする場合）

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字から始まる絶対パスを指定すると，マ

ウント先は次のようになります。

• コピーグループ名を指定してマウントする場合

マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス

• コピーグループ名を指定しないでマウントする場合（バックアップした複製ボリューム

をすべてマウントする場合）

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-mount_pt オプショ

ンに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボリュー

ムでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

このオプションを省略した場合は，使用されていないドライブにマウントします。
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-force

強制的にマウントするときに指定します。指定したバックアップ ID に対して，マウントボ

リュームのコピーグループ名が一致している場合は，LDEV 番号または DKC シリアル番号

が一致していないときでも強制的にマウントします。

注意事項

-forceオプションを指定すると，複製ボリュームの LDEV 番号および DKC シリアル番

号をチェックしないでマウントするので，データが破壊される可能性があります。

-ignore_opid

オペレーション定義ファイルがない状態で複製ボリュームをマウントする場合に指定しま

す。DynamicSnapVolume の場合はリンク処理も同時に実行されます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

1.5.3   EX_DRM_TAPE_BACKUP（複製ボリュームのデータなどを
テープにバックアップする）

書式

EX_DRM_TAPE_BACKUP オペレーション ID
                   [ -exopt [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名 ]
                   [ -raw ][ -force ] [ -bup_env 構成定義ファイル名 ] ]

次の書式でもコマンドを実行できます。

EX_DRM_TAPE_BACKUP オペレーション ID
                   [ [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名 ][ -raw ]]

説明

drmmount コマンド，drmmediabackup コマンドおよび drmumount コマンドを実行し，バッ

クアップサーバ上の特定のマウントポイントに複製ボリュームをマウントし，バックアップ

したデータをテープへバックアップします。テープへのバックアップが完了すると，マウン

トされた複製ボリュームは自動的にアンマウントされます。なお，バックアップ対象が SQL
Server データベースの場合は VDI メタファイルもテープにバックアップします。

drmmount コマンドが正常に終了した場合，drmmediabackup コマンドの実行結果に関係な

く，drmumount コマンドが実行されます。
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前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• バックアップ管理製品と連携していること

• この拡張コマンドを実行する前に，EX_DRM_DB_IMPORT が実行され，バックアップ ID
がバックアップ ID 記録ファイルに格納されていること

• マウントポイントディレクトリが作成されていること

複数の EX_DRM_TAPE_BACKUP を同時に実行する場合は，コマンドのリトライ時間に注意し

てください。コマンドの並列実行については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザー

ズガイド」（IS315）を参照してください。

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-exopt

このオプションは，拡張された機能を使用するために指定します。ほかのオプションを指定

するときは，このオプションも指定する必要があります。ただし，-force オプションと -
bup_env オプションを指定しないときには，このオプションを省略できます。

-mount_pt マウントポイントディレクトリ名

複製ボリュームをマウントするマウントポイントディレクトリの名称を指定します。複製

ボリュームは，指定したマウントポイントにマウントされ，複製ボリュームのデータがテー

プへバックアップされます。このオプションを指定すると，バックアップ対象となる複製ボ

リュームをすべてマウントします。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。ドライブ文字から始まる絶対パスを指定

する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合
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マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-mount_pt オプショ

ンに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボリュー

ムでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

-raw

このオプションは，複製ボリュームを RAW デバイスとしてバックアップする場合に指定し

ます。RAW デバイスとしてバックアップする場合，複製ボリュームはマウントされないで，

論理ボリューム単位でバックアップされます。

このオプションを省略した場合，複製ボリュームはファイルシステムまたはデータベースと

してバックアップされます。

-force

このオプションは，強制的にマウントを実行する場合に指定します。このオプションを指定

すると，ファイルサーバまたはデータベースサーバでバックアップを実行したときに取得し

た業務ボリュームのコピーグループ名がファイルサーバまたはデータベースサーバの情報

と一致していれば，LDEV 番号または SERIAL 番号が一致していない場合にも強制的にマウ

ントされます。

このオプションを省略すると，ファイルサーバまたはデータベースサーバでバックアップを

実行したときに取得した業務ボリュームのコピーグループ名，LDEV 番号および SERIAL 番
号がファイルサーバまたはデータベースサーバの情報と一致していない場合には，マウント

されないで拡張コマンドにエラーが発生します。

このオプションは，複製ボリュームが障害などの理由で交換され，LDEV 番号または SERIAL
番号が変更された場合など，業務ボリュームのコピーグループ名だけをキーとして強制的に

複製ボリュームにマウントする必要があるときに指定してください。通常のバックアップ

でこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれがあります。

-bup_env 構成定義ファイル名

テープにバックアップ，または，テープからリストアをする場合に，ユーザーが作成した構

成定義ファイルの起動パラメーターを指定したいときに指定します。

このオプションを省略した場合は，デフォルトの構成定義ファイルを使用します。このた

め，デフォルトの構成定義ファイルを作成しておく必要があります。
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構成定義ファイルは，デフォルト構成定義ファイルと同じディレクトリの下に作成してくだ

さい。詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）
の，テープバックアップ用構成定義ファイルの作成についての記述を参照してください。

構成定義ファイル名を指定するときの条件は次のとおりです。

最大文字数（ディレクトリ長とファイル名の合計）：255 バイト

使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• この拡張コマンドのオプションとして指定できない Protection Manager のコマンドオプ

ションが指定された場合

• バックアップ ID 記録ファイルからの情報取得に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• 内部で実行するコマンドの実行結果の取得に失敗した場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリが存在しない場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• オペレーション ID「operation01」で特定される複製ボリュームを RAW デバイスとし

てバックアップする。

EX_DRM_TAPE_BACKUP operation01 -exopt -raw

• オペレーション ID「operation01」で特定される複製ボリュームに強制的にマウント

してテープバックアップを実行する。

EX_DRM_TAPE_BACKUP operation01 -exopt -force
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1.5.4   EX_DRM_TAPE_RESTORE（テープから複製ボリュームに
リストアする）

書式

EX_DRM_TAPE_RESTORE オペレーション ID -backup_id バックアップ ID
                [ -exopt [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名]
                [ -raw ] [ -force ] [ -bup_env 構成定義ファイル名 ] ]

次の書式でもコマンドを実行できます。

EX_DRM_TAPE_RESTORE オペレーション ID -backup_id バックアップ ID
                [ [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名 ][ -raw ] ]

説明

drmmount コマンド，drmmediarestore コマンドおよび drmumount コマンドを実行し，

テープのバックアップデータを複製ボリュームにリストアします。このとき，バックアップ

ID を記録したバックアップ ID 記録ファイルが生成されます。バックアップ対象が SQL
Server データベースの場合は VDI メタファイルもリストアします。

EX_DRM_TAPE_RESTORE を実行すると，drmmediarestore コマンドが実行され，ウィンド

ウが表示されます。このとき，拡張コマンドを実行したウィンドウは WAIT 状態となりま

す。

Arcserve Backup を使用している場合は，drmmediarestore コマンドが実行されたウィンド

ウで次に示すメッセージが表示されるので，メッセージに従ってリストアしてください。

リストア操作が終了したあと，次のどれかのキーワードを入力してください。

• YES（正常終了した）

• NO（エラーが発生した）

• CANCEL（操作をキャンセル）

Arcserve Backup を使用してリストア操作を完了したあと，正しいキーワードを入力してくだ

さい。

NetBackup を使用している場合は，drmmediarestore コマンドの実行が終了すると，ウィ

ンドウが閉じます。

これ以降の操作は，拡張コマンドを実行したウィンドウで実行してください。

drmmount コマンドが正常に終了した場合，drmmediarestore コマンドの実行結果に関係

なく，drmumount コマンドが実行されます。

前提条件

次の前提条件があります。
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• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• バックアップ管理製品と連携していること

• この拡張コマンドの実行前に，drmtapecat コマンドが実行され，この拡張コマンドで

指定するバックアップ ID が特定されていること

• マウントポイントディレクトリが作成されていること

複数の EX_DRM_TAPE_RESTORE を並列実行する場合は，コマンドのリトライ時間に注意して

ください。コマンドの並列実行については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズ

ガイド」（IS315）を参照してください。

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-backup_id バックアップ ID

リストアするバックアップデータのバックアップ ID を指定します。バックアップ ID とは，

バックアップデータを一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バックアップカタ

ログに登録されます。バックアップ ID を確認するには，drmtapecat コマンドを実行しま

す。なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は
省略しないでください。

-exopt

このオプションは，-mount_pt オプション，-raw オプション，-force オプション，また

は -bup_env 構成定義ファイル名オプションを指定する場合に，これら４つのオプションの

前に指定します。

-mount_pt マウントポイントディレクトリ名

複製ボリュームをマウントするマウントポイントディレクトリの名称を指定します。複製

ボリュームは，指定したマウントポイントにマウントされ，テープのデータが複製ボリュー

ムへリストアされます。このオプションを指定すると，リストア対象となる複製ボリューム

をすべてマウントします。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。ドライブ文字から始まる絶対パスを指定

する場合，空のディレクトリを指定してください。
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パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-mount_pt オプショ

ンに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボリュー

ムでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

-raw

このオプションは，バックアップ対象のデータが RAW デバイスとしてテープにバックアッ

プされたデータである場合に指定します。

バックアップ対象のデータが EX_DRM_TAPE_RESTORE の -raw オプションを指定してバッ

クアップされたものである場合は，このオプションを省略してもリストアは正常に実行され

ます。バックアップ対象のデータが -raw オプションを指定しないでバックアップされた

ものである場合にこのオプションを指定すると，拡張コマンドにエラーが発生します。

-force

このオプションは，強制的にマウントを実行する場合に指定します。このオプションを指定

すると，ファイルサーバまたはデータベースサーバでバックアップを実行したときに取得し

た業務ボリュームのコピーグループ名がファイルサーバまたはデータベースサーバの情報

と一致していれば，LDEV 番号または SERIAL 番号が一致していない場合にも強制的にマウ

ントされます。

このオプションを省略すると，ファイルサーバまたはデータベースサーバでバックアップを

実行したときに取得した業務ボリュームのコピーグループ名，LDEV 番号および SERIAL 番
号がファイルサーバまたはデータベースサーバの情報と一致していない場合には，マウント

されないで拡張コマンドにエラーが発生します。

このオプションは，複製ボリュームが障害などの理由で交換され，LDEV 番号または SERIAL
番号が変更された場合など，業務ボリュームのコピーグループ名だけをキーとして強制的に

複製ボリュームにマウントする必要があるときに指定してください。通常のバックアップ

でこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれがあります。
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-bup_env 構成定義ファイル名

テープにバックアップ，または，テープからリストアをする場合に，ユーザーが作成した構

成定義ファイルの起動パラメーターを指定したいときに指定します。

このオプションを省略した場合は，デフォルトの構成定義ファイルを使用します。このた

め，デフォルトの構成定義ファイルを作成しておく必要があります。

構成定義ファイルは，デフォルト構成定義ファイルと同じディレクトリの下に作成してくだ

さい。詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）
の，テープバックアップ用構成定義ファイルの作成についての記述を参照してください。

構成定義ファイル名を指定するときの条件は次のとおりです。

最大文字数（ディレクトリ長とファイル名の合計）：255 バイト

使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字

NetBackup の場合

構成定義ファイルの NBU_MASTER_SERVER パラメーターで NetBackup のマスターサーバを

指定してテープにバックアップを行った場合，テープからリストアする際に同じマスター

サーバを指定する必要があります。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• この拡張コマンドのオプションとして指定できない Protection Manager のコマンドオプ

ションが指定された場合

• バックアップ ID 記録ファイルへのバックアップ ID の記録に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• 内部で実行するコマンドの実行結果の取得に失敗した場合

• ホスト環境設定ファイルからの情報取得に失敗した場合

• オペレーション定義ファイルで指定された拡張コマンド用一時ファイル格納ディレク

トリが存在しない場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合
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使用例

• オペレーション ID「operation01」で特定されるバックアップデータをテープから複

製ボリュームへリストアする。 このデータがテープにバックアップされたときに生成

されたバックアップ ID は「0000000001」とする。複製ボリュームをマウントするドラ

イブは「E:」とする。

EX_DRM_TAPE_RESTORE operation01 -backup_id 0000000001 -exopt -mount_pt 
E:

• オペレーション ID「operation01」で特定されるバックアップデータを，指定したマ

ウントポイントに強制的にマウントしてテープから複製ボリュームへリストアする。

このデータがテープにバックアップされたときに生成されたバックアップ  ID は
「0000000001」とする。複製ボリュームをマウントするドライブは「E:」とする。

EX_DRM_TAPE_RESTORE operation01 -backup_id 0000000001 -exopt -mount_pt 
E: -force

1.5.5   EX_DRM_UMOUNT（複製ボリュームをアンマウントする）

書式

オペレーション定義ファイルがある場合

EX_DRM_UMOUNT オペレーション ID [ -copy_group コピーグループ名 ]

オペレーション定義ファイルがない場合

EX_DRM_UMOUNT -ignore_opid -copy_group コピーグループ名

ユーザスクリプトで実行する場合

EX_DRM_UMOUNT -ignore_opid -backup_id バックアップ ID

説明

EX_DRM_MOUNT コマンドでマウントした複製ボリュームをアンマウントし，該当するコピー

グループのロックを解除します。

指定したコピーグループ名に対応するボリュームがすでにアンマウントされている場合，対

象ボリュームがアンマウント済みである旨の警告を表示し，処理を続行します。

drmmediabackup コマンドおよび drmmediarestore コマンドを使用してバックアップま

たはリストアした場合は，必ずこのコマンドを使用して複製ボリュームをアンマウントする

必要があります。

このコマンドを実行する前に，アンマウント対象の複製ボリュームを使用するアプリケー

ションプログラムはすべて終了させておく必要があります。
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EX_DRM_MOUNT コマンドで複製ボリュームがマウントされているときに，次のコマンドを実

行すると，EX_DRM_UMOUNT コマンドで複製ボリュームがアンマウントできなくなります。

• EX_DRM_FS_BACKUP

• EX_DRM_RESYNC

• EX_DRM_TAPE_RESTORE

EX_DRM_UMOUNT コマンドでアンマウントできない場合は，drmcgctl コマンドでコピーグ

ループのロックを解除してから，次の方法で複製ボリュームをアンマウントしてください。

• ControlCommand で提供されるアンマウント機能

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。

-copy_group コピーグループ名

EX_DRM_MOUNT コマンドでマウントした，アンマウントするコピーグループの名称を指定し

ます。データをバックアップする前に，システムキャッシュのクリアが必要な場合がありま

す。このとき，バックアップサーバからコピーグループを指定して複製ボリュームを

EX_DRM_MOUNT コマンドでマウントします。その後，このコマンドでアンマウントすること

でシステムキャッシュがクリアされます。

コピーグループ名を確認するには，drmfscat コマンドまたは drmfsdisplay コマンドを実

行します。

-ignore_opid

オペレーション定義ファイルがない状態で複製ボリュームをアンマウントする場合に指定

します。DynamicSnapVolume の場合はアンリンク処理も同時に実行されます。

-backup_id バックアップ ID

バックアップコマンドの -auto_mount オプションでマウントした複製ボリュームを、ユーザ

スクリプトでアンマウントする場合に指定します。-ignore_opid オプションと同時に指定す

る必要があります。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合
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1.6   拡張コマンド（バックアップ対象が SQL Server
データベースの場合）

ここでは，バックアップ対象が SQL Server データベースの場合の拡張コマンドについて説

明します。

「1.6.1   EX_DRM_SQL_BACKUP（SQL Server データベースをバックアップする）（47 ペー

ジ）」

「1.6.2   EX_DRM_SQL_DEF_CHECK（オペレーション定義ファイルの内容チェック，および

一時ディレクトリの自動生成をする）（53 ページ）」

「1.6.3   EX_DRM_SQL_RESTORE（バックアップした SQL Server データベースを業務ボ

リュームにリストアする）（57 ページ）」

「1.6.4   EX_DRM_SQL_TLOG_BACKUP（SQL Server のトランザクションログをバックアッ

プする）（60 ページ）」

「1.6.5   EX_DRM_SQLFILE_EXTRACT（SQL Server の VDI メタファイルを展開する）（62
ページ）」

「1.6.6   EX_DRM_SQLFILE_PACK（SQL Server の VDI メタファイルを退避する）（64 ペー

ジ）」

1.6.1   EX_DRM_SQL_BACKUP（SQL Server データベースをバッ
クアップする）

書式

EX_DRM_SQL_BACKUP オペレーション ID
                  [ -system ] [ -comment バックアップコメント ]
                  [ -rc [ 世代識別名 ]]
                  [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
                  [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
                  [ -s バックアップサーバ名
                    [ -auto_import
                      [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
                    ]
                    [ -svol_check ]
                  ]

説明

drmsqlbackup コマンドを実行し，オペレーション ID で指定されたインスタンスの SQL
Server データベースを業務ボリュームから複製ボリュームにバックアップします。このと

き，バックアップ ID を生成します。
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指定したインスタンスのデータファイルや各種のデータベースなどのオブジェクトが，複数

のボリュームに格納されている場合，すべての業務ボリュームが複製ボリュームにバック

アップされます。SQL Server インスタンスをバックアップするときは，オンラインバック

アップになります。コマンドを実行するときに，起動していないインスタンスを指定する

と，コマンドにエラーが発生します。

バックアップの対象となるのは，次の表に示すファイルです。

表 1-12   SQL Server データベースのバックアップの対象となるファイル

EX_DRM_S
QL_

BACKUP コ
マンドで指定
するオプショ

ン

対象データ
ベース

対象となるファイルの
種類

バックアップファイル
名

バックアップファイル
格納先

-system master データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

model データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

msdb データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

ユーザーデー
タベース

データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

デ ィ ス ト リ
ビューション
データベース

データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

-system 指定
なし

ユーザーデー
タベース

データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム
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EX_DRM_S
QL_

BACKUP コ
マンドで指定
するオプショ

ン

対象データ
ベース

対象となるファイルの
種類

バックアップファイル
名

バックアップファイル
格納先

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

注 ※1

drmsqlbackupコマンド実行時に生成されます。

注 ※2

drmsqlinitコマンドで VDI メタファイル格納ディレクトリを登録した場合は，登録し

たディレクトリにファイル名「バックアップ ID_ データベース ID.dmp」で格納します。

drmsqlinit コマンドで VDI メタファイル格納ディレクトリを登録しなかった場合は，

データベースファイルの SQL Server での管理番号（file_id）が最小値のファイルと同一

ディレクトリにファイル名「META_ データベース ID.dmp」で格納します。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-system

バックアップの対象データベースとしてシステムデータベース（master，model， msdb）と

すべてのユーザデータベースを指定する場合に使用します。このオプションを使用した場

合，リストアするときに SQL Server が停止します。

指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルの「TARGET_NAME」 に
データベース名が指定されている場合にこのオプションを指定すると，拡張コマンドにエ

ラーが発生します。

-comment バックアップコメント
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バックアップカタログにバックアップコメントを登録する場合に指定します。

バックアップコメントには，64 バイトまでの任意の文字列（英数字，記号，半角スペース

およびマルチバイト文字）が指定できます。バックアップコメントは大文字と小文字を区別

します。記号，半角スペースを指定する場合は，バックアップコメントを引用符（"）で囲

みます。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコメントの

文字列として正しく解釈できません。

バックアップコメントに使用できない記号は次のとおりです。

「¥」，「/」，「`」，「|」，「<」，「>」，「"」，「*」，「?」，「&」，「;」，「(」，「)」

先頭文字には「-」は指定できません。-comment に「""」（引用符だけ）が指定された場合

は，バックアップカタログにバックアップコメントは登録しません。

-rc 世代識別名

バックアップするコピーグループの世代識別名を指定します。drmsqldisplay コマンドに

-cf オプションを付けて実行し，表示された「GEN-NAME」の値を指定してください。単体

ボリュームの場合は，「-」が表示されます。この場合，-rc オプションは指定できません。

リモート側の複製ボリュームへバックアップする場合，このオプションを必ず指定してくだ

さい。このオプションを省略すると，ローカル側の複製ボリュームにバックアップします。

世代識別名を省略した場合は，リモート側世代番号の中で，最小の値を持つ複製ボリューム

がバックアップ先となります。この場合，世代番号は remote_n（n は最小の世代番号）と

なります。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥raid

-script ユーザースクリプトファイル名

ユーザースクリプトを実行する場合に指定します。ユーザースクリプトファイル名は絶対

パスで指定します。ユーザースクリプトファイル名を指定するときの条件は次のとおりで

す。

• 最大バイト数：255

• 使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字。空白を含む場合は

「""」で囲んで指定します。
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ユーザースクリプトファイルに「LOCAL_BACKUP=NO」を指定した場合，コマンド実行時にエ

ラーになります。「LOCAL_BACKUP=YES」を指定してください。ユーザースクリプトファイル

の記述内容については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）
の，ユーザースクリプトを作成する方法についての説明を参照してください。

ユーザースクリプトファイルに「LOCATION=REMOTE」を指定した場合は，-s オプションをあ

わせて指定する必要があります。

-s バックアップサーバ名

リモートのバックアップサーバに接続してバックアップを実行する場合に指定します。

バックアップサーバのホスト名または IP アドレスを，255 バイト以内の文字列で指定してく

ださい。IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定できます。

-auto_import

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップカタログをバックアップサーバに

自動転送する場合に指定します。このオプションは，-s オプションと同時に指定する必要

があります。

-auto_mount マウントポイントディレクトリ名

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップサーバで複製ボリュームを自動マ

ウントする場合に指定します。このオプションは，-s オプションおよび -auto_import オ
プションと同時に指定する必要があります。このオプションを指定すると，バックアップ対

象となる複製ボリュームをすべてマウントします。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。ドライブ文字から始まる絶対パスを指定

する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>
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例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-auto_mount オプ

ションに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボ

リュームでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

マウントした複製ボリュームは，drmumount コマンドを使用してアンマウントしてくださ

い。drmumountコマンドの引数には，バックアップ ID を指定してください。

-svol_check

複製ボリュームのバックアップサーバでの状態をチェックしたい場合に指定します。この

オプションは，-s オプションと同時に指定する必要があります。複製ボリュームの状態を

チェックすることで，バックアップの失敗，またはリストアの失敗を防ぐことができます。

チェック内容（項目，対象，条件）は次のとおりです。

表 1-13   複製ボリュームの状態チェック

チェック項目 チェック対象のボリュー
ム

チェックの条件

複製ボリュームがバック
アップサーバから隠ぺい
されていること

バックアップ対象の業務
ボリュームに対して定義
されたすべての複製ボ
リューム

業務ボリュームが複数世代の複製ボリュームとペ
ア定義されている場合で，かつ，業務ボリュームが
クラスタリソースである場合にチェックされる。

複製ボリュームがバック
アップサーバにマウント
されていないこと

今回，バックアップ先と
なる複製ボリューム

常にチェックされる。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

注意事項

バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理されてい

ます。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータがあって

も，リストアできなくなる場合があります。

詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バッ

クアップおよびリストア時の注意事項についての記述を参照してください。

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合
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• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• この拡張コマンドのオプションとして指定できない Protection Manager のコマンドオプ

ションが指定された場合

• バックアップ ID 記録ファイルへのバックアップ ID の記録に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，システムデータベース

（master，model，msdb）を複製ボリュームにバックアップする。

EX_DRM_SQL_BACKUP operation01 -system

1.6.2   EX_DRM_SQL_DEF_CHECK（オペレーション定義ファイル
の内容チェック，および一時ディレクトリの自動生成をする）

書式

オペレーション ID を指定してデータベースサーバのオペレーション定義ファイルの内容を

チェックする場合

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK オペレーション ID -db

オペレーション ID を指定してバックアップサーバのオペレーション定義ファイルの内容を

チェックする場合

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK オペレーション ID -bk

定義ファイル名を指定してデータベースサーバのオペレーション定義ファイルの内容を

チェックする場合

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK -db -f 定義ファイル名 

定義ファイル名を指定してバックアップサーバのオペレーション定義ファイルの内容を

チェックする場合

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK -bk -f 定義ファイル名

説明

オペレーション定義ファイルの記述内容をチェックし，問題がなかった場合は拡張コマンド

の使用する一時ディレクトリを自動生成します。
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なお，次の場合は，定義ファイルチェックツールの再実行が必要となります。

• データベースサーバ上で対象とするディクショナリマップファイル格納ディレクトリ

のディレクトリパスを変更したとき

• バックアップサーバ上で「FTP_HOME_DIR」に設定したディレクトリパスを変更した

とき

オペレーション定義ファイルの記述内容のチェックでは，引数で指定されたファイルが存在

することをチェックしてから，オペレーション定義ファイルのすべての指定項目について，

次のことをチェックします。

• 項目名と値が指定されていること

• 指定された項目は一つだけであること

• 文字数が項目の最大字数を超えていないこと

このほか，オペレーション定義ファイルの各指定項目について，次の表に示す指定内容を

チェックします。

表 1-14   オペレーション定義ファイルのチェック内容（EX_DRM_SQL_DEF_CHECK）

項目名 チェック内容

BACKUP_OBJECT 「MSSQL」が指定されていること

DB_SERVER_NAME •「DB_SERVER_NAME」と「INSTANCE_NAME」の組み合わせでデータ
ベース接続できること

•「 SET_DRM_HOSTNAME 」 に  1 が 指 定 さ れ て い る 場 合 に ，
「DB_SERVER_NAME」の値が Protection Manager の構成定義ファイル
「init.conf」の「DRM_DB_PATH」に設定されているデータベース
サーバ名と一致していること

INSTANCE_NAME 「DB_SERVER_NAME」と「INSTANCE_NAME」の組み合わせでデータベー
ス接続できること

TARGET_NAME • データベース名が実在すること（データベースに接続して，master
データベースの sysdatabases テーブルの内容をチェックする）※1

• バックアップの対象外のデータベース「tempdb」が含まれていな
いこと

FTP_HOME_DIR • 指定されたディレクトリが存在すること ※1※2

• 絶対パスが指定されていること

FTP_SUB_DIR • 指定された文字列の中にディレクトリ区切り文字（¥）が含まれて
いないこと

• ピリオド一つ（.）または二つ（..）だけの指定でないこと

• ルートディレクトリを指定していないこと

SET_DRM_HOSTNAME 0 または 1 が指定されていること

注 ※1

データベースおよびディレクトリの名称は，大文字と小文字が区別されません。
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注 ※2

-bkオプションを指定したときだけチェックされます。チェックツールで自動生成され

るディレクトリは，次のとおりです。

表 1-15   EX_DRM_SQL_DEF_CHECK で自動生成されるディレクトリ

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK の
実行場所

拡張コマンド用一時ディレクトリ VDI メタファイル格納ディレクト
リ

データベースサーバ ディクショナリマップファイル格
納ディレクトリと同じ階層の
script_work ディレクトリ ¥オペ
レーション ID¥DB
（例）

ディクショナリマップファイル格
納ディレクトリが「H:¥PTM」，オ
ペレーション ID が「Operation_A」
の場合，拡張コマンド用一時ディ
レ ク ト リ は ，「 H:¥script_work
¥Operation_A¥DB」となります。

drmsqlinit コマンドで登録した
VDI メタファイル格納ディレクト
リ，またはバックアップ対象の
SQLServer データベースデータ
ファイルの file_id が最小のディ
レクトリ（drmsqlinit で指定し
ない場合）

バックアップサーバ FTP_HOME_DIR で指定したディ
レクトリ¥FTP_SUB_DIR で指定
したディレクトリ¥オペレーショ
ン ID¥BK

FTP_HOME_DIR で指定したディ
レクトリ¥ FTP_SUB_DIR で指定
したディレクトリ¥オペレーショ
ン ID¥AP

前提条件

次の前提条件があります。

• Windows にログイン中のユーザーアカウントでデータベースサーバに接続できること

• データベースサーバで SQL Server のサービスが起動していること

• データベースサーバで実行する場合，チェックするファイルに記述されている SQL
Server インスタンスが同一ホスト上にあること

• データベースサーバで実行する場合，同じ SQL Server インスタンス内のデータベース

に対してクエリーを発行できること

• あらかじめ drmsqlinit コマンドが実行され，「INSTANCE_NAME」に指定されたインス

タンスの初期設定がされていること

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-db

データベースサーバのオペレーション定義ファイルの内容をチェックする場合に指定しま

す。
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-bk

バックアップサーバのオペレーション定義ファイルの内容をチェックする場合に指定しま

す。

-f 定義ファイル名

チェックするオペレーション定義ファイルのファイル名を絶対パスで指定します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• 引数で指定されたファイルが存在しない，またはファイルにアクセスできない場合

• データベースサーバへのアクセスに失敗した場合（-db オプション指定時）

• ファイルの内容チェックの結果，異常を発見した場合

• 一時ディレクトリの作成に失敗した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• 定義ファイル「C:¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf¥_OP0001.dat」をデータベース

サーバ上でチェックする。

オペレーション ID を指定する場合

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK OP0001 -db

オペレーション定義ファイルのファイル名を指定する場合

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK -db -f "C:¥Program Files¥drm¥script¥conf¥_OP0001.d
at"

• 定義ファイル「C:¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf¥_OP0001.dat」をバックアップ

サーバ上でチェックする。

オペレーション ID を指定する場合

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK OP0001 -bk
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オペレーション定義ファイルのファイル名を指定する場合

EX_DRM_SQL_DEF_CHECK -bk -f "C:¥Program Files¥drm¥script¥conf¥_OP0001.d
at"

1.6.3   EX_DRM_SQL_RESTORE（バックアップした SQL Server
データベースを業務ボリュームにリストアする）

書式

業務ボリュームと複製ボリュームを再同期してリストアする場合

EX_DRM_SQL_RESTORE オペレーション ID -resync [ -force ] [ -undo ]
                      [ -nochk_host ]
                      [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]
                      [ -pf コピーパラメーター定義ファイル]

業務ボリュームのデータに VDI メタファイルだけを適用する場合

EX_DRM_SQL_RESTORE オペレーション ID -no_resync [ -undo ]
                      [ -nochk_host ]
                      [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]

説明

drmsqlrestore コマンドを実行し，指定したデータベースのバックアップデータを複製ボ

リュームから業務ボリュームにリストアします。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• この拡張コマンドの実行前に，EX_DRM_BACKUPID_SETまたは EX_DRM_DB_IMPORTが実

行され，バックアップ ID がバックアップ ID 記録ファイルに格納されていること

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-resync
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業務ボリュームと複製ボリュームを再同期して，リストアする場合に指定します。複製ボ

リュームのバックアップデータは，業務ボリュームに同期されます。

このオプションを指定してコマンドを実行する際，Windows パフォーマンスレジストリを参

照するプログラムのサービスを停止してください。

-no_resync

複製ボリュームから業務ボリュームへバックアップデータの回復処理をしないで，業務ボ

リューム上のデータに対して，VDI メタファイルだけ適用したい場合に指定します。ドライ

ブが壊れてテープから直接業務ボリュームにリストアする場合など， drmsqlrestore コマ

ンドでリストアできないときに使用します。

-force

業務ボリュームと複製ボリュームを強制的に再同期して，リストアする場合に指定します。

このオプションを指定すると，データベースサーバでバックアップを実行したときに取得し

た業務ボリュームのコピーグループ名がデータベースサーバの情報と一致していれば，

LDEV 番号または SERIAL 番号がバックアップ時の番号と一致していない場合にも強制的

に再同期します。このオプションは，ボリュームを入れ替えて LDEV 番号が変わった場合な

ど，-resync オプションを指定しても再同期でリストアできないときにだけ指定してくだ

さい。通常のリストアでこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれがあり

ます。

-undo

このオプションは，データベースをスタンバイモードとしてリストアする場合に指定しま

す。このオプションを指定すると，リストアしたあとに，データベースは読み取り専用で使

用できるようになります。drmsqlinit コマンドで登録した UNDO ファイル格納ディレク

トリにデータベースごとに一時ファイルを作成します。

このオプションを省略した場合は，通常のリストアを実施します。この場合，リストアした

あと，ローディング状態になり，データベースは使用できなくなります。

-nochk_host

ホスト名に変更があった場合や，SQL Server のログ配布機能を使用する場合など，

drmsqlbackup コマンド実行時のホストとは異なるホストにリストアする際に指定します。

システムデータベース（master，model，msdb，distribution）をリストアする場合は，このオ

プションを使用できません。

　注意事項

-nochk_hostオプションを指定した場合，リストアする際バックアップカタログでのホ

スト名の整合性がチェックされないため，誤ったホスト上でリストアしないように注意

してください。

-target データベース名
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特定のデータベースを含むインスタンス単位をリストアする場合に指定します。指定する

データベースは，バックアップ ID で指定したバックアップカタログの中に存在する必要が

あります。バックアップカタログの中に存在しないデータベースを指定した場合，そのデー

タベースに対するリストアは行われません。複数のデータベースを一度にリストアすると

きは，ファイル名またはディレクトリ名をコンマで区切って指定します。

このオプションおよび -f オプションの両方を省略した場合は，バックアップ ID で指定し

たインスタンス全体をリストアします。

-f 一括定義ファイル名

このオプションは，-target オプションと同様，特定のデータベースを含むインスタンス

単位をリストアする場合に指定します。-target オプションと異なり，リストアするデー

タベースの一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイルの名称を

指定することで，リストアするデータベースを一度に指定できます。一括定義ファイル名は

絶対パスで指定します。

このオプションおよび -target オプションの両方を省略した場合は，バックアップ ID で指

定したインスタンスに含まれるすべてのオブジェクトをリストアします。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥raid

注意事項

• バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理され

ています。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータが

あっても，リストアできなくなる場合があります。 詳細については，マニュアル

「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バックアップおよびリストア

時の注意事項についての記述を参照してください。

• Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）で CLU_MSCS_RESTORE に ONLINE
が設定されている場合，-resync オプションを指定してユーザーデータベースをクラ

スタリソースがオンライン状態でリストアできます。この場合，リストア対象となるイ

ンスタンスを管理するクラスタリソースはオフラインになりません。 ただし，リスト

ア対象がシステムデータベース，またはシステムデータベースを含むデータベースの場

合はオフラインになります。
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エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• この拡張コマンドのオプションとして指定できない Protection Manager のコマンドオプ

ションが指定された場合

• バックアップ ID 記録ファイルからの情報取得に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，業務ボリュームと複製ボ

リュームを再同期してリストアする。

EX_DRM_SQL_RESTORE operation01 -resync

1.6.4   EX_DRM_SQL_TLOG_BACKUP（SQL Server のトランザク
ションログをバックアップする）

書式

EX_DRM_SQL_TLOG_BACKUP オペレーション ID
                 [ -no_cat ]
                 [ -no_truncate ]
                 [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]

説明

drmsqllogbackup コマンドを実行し，引数で指定したオペレーション ID に対応する SQL
Server のトランザクションログをバックアップします。
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前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• SQL Server が提供しているトランザクションログをバックアップする機能（BACKUP
LOG やログ配布機能など）を使用していないこと

• 事前に EX_DRM_SQL_BACKUP コマンドを実行して，データベースのバックアップを取得

していること

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-no_cat

トランザクションログバックアップの起点となるバックアップが，バックアップカタログに

存在しない場合に指定します。このオプションを指定して取得したトランザクションログ

バックアップを，-v オプションで表示した場合は，ORIGINAL-ID および BACKUP-ID に「-
（ハイフン）」が表示されます。

-no_truncate

トランザクションログを切り捨てないでバックアップする場合に指定します。障害が発生

し，データベースのデータファイルが損傷を受けている状態でも，トランザクションログは

損傷を受けていない場合，このオプションを指定するとトランザクションログのバックアッ

プを取得できます。

-target データベース名

特定のデータベースに関する情報を表示する場合に指定します。複数のデータベースを表

示する場合は，１つのデータベース名ごとにコンマで区切って指定します。空白文字を含ん

だデータベース名を指定する場合，「"」で囲んで指定します。

このオプションを指定した場合，オペレーション定義ファイルの TARGET_NAME パラメー

ターの指定は無視されます。

-f 一括定義ファイル名

特定のデータベースに関する情報を表示する場合に指定します。-target オプションと異

なり，表示するデータベースの一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そ

のファイルの名称を指定することで，情報を表示するデータベースを一度に指定できます。
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一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。空白文字を含んだ一括定義ファイル名を指

定する場合，「"」で囲んで指定します。

このオプションを指定した場合，オペレーション定義ファイルの TARGET_NAME パラメー

ターの指定は無視されます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，トランザクションログを

バックアップする。

EX_DRM_SQL_TLOG_BACKUP operation01

1.6.5   EX_DRM_SQLFILE_EXTRACT（SQL Server の VDI メタ
ファイルを展開する）

書式

EX_DRM_SQLFILE_EXTRACT オペレーション ID

説明

EX_DRM_SQLFILE_PACK コマンドで退避した VDI メタファイルを，拡張コマンド用一時ディ

レクトリから次のディレクトリに展開します。

データベースサーバの場合

drmsqlinitコマンドで登録した VDI メタファイル格納ディレクトリ
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バックアップサーバの場合

<FTP_HOME_DIR で指定したディレクトリ >¥<FTP_SUB_DIR で指定したディレクトリ >
¥< オペレーション ID>¥AP

　　drmsqlinit コマンドで登録した VDI メタファイル格納ディレクトリ

バックアップサーバ上でこの拡張コマンドが実行された場合は，まずコピー先ディレクトリ

内にあるすべての VDI メタファイルが削除されます。その後，コピー元ディレクトリから

VDI メタファイルがコピー先ディレクトリにコピーされます。これによって，テープバック

アップ実行時に古い VDI メタファイルがテープバックアップされるのを防ぎます。

データベースサーバでは，データベースを複製ボリュームにバックアップしたときに生成さ

れた VDI メタファイルがすべて保護されます。このため，データベースサーバ上でこの拡

張コマンドが実行された場合は，VDI メタファイルは削除されません。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• この拡張コマンドを実行する前に，EX_DRM_BACKUPID_SET または EX_DRM_DB_IMPORT
が実行され，この拡張コマンドの情報の取得元となるバックアップ ID 記録ファイルが

生成されていること

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• 対象ファイルのコピー先ディレクトリが存在しなかった場合
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• バックアップ ID 記録ファイルからの情報取得に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，VDI メタファイルを展開す

る。

EX_DRM_SQLFILE_EXTRACT operation01

1.6.6   EX_DRM_SQLFILE_PACK（SQL Server の VDI メタファイ
ルを退避する）

書式

EX_DRM_SQLFILE_PACK オペレーション ID

説明

VDI メタファイルを，次のディレクトリから拡張コマンド用一時ディレクトリに退避しま

す。drmsqlinit コマンドでデータベース構成ファイルとは別のディレクトリに VDI メタ

ファイルを配置した場合にだけ実行します。

データベースサーバの場合

drmsqlinitコマンドで登録した VDI メタファイル格納ディレクトリ

バックアップサーバの場合

<FTP_HOME_DIR で指定したディレクトリ >¥<FTP_SUB_DIR で指定したディレクトリ >
¥< オペレーション ID>¥AP

データベースサーバ上でこの拡張コマンドが実行された場合は，まず退避先ディレクトリ内

にある VDI メタファイルがすべて削除されます。その後，退避元ディレクトリから，VDI
メタファイルが退避先ディレクトリに退避されます。

バックアップサーバ上でこの拡張コマンドが実行された場合は，拡張コマンド用一時ディレ

クトリ内の VDI メタファイルは削除されません。

前提条件

次の前提条件があります。
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• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• 拡張コマンド用一時ディレクトリが作成されていること

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• 対象ファイルのコピー先ディレクトリが存在しなかった場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，VDI メタファイルを退避す

る。

EX_DRM_SQLFILE_PACK operation01

1.7   拡張コマンド（バックアップ対象が Exchange
データベースの場合）

ここでは，バックアップ対象が Exchange データベースの場合の拡張コマンドについて説明

します。

「1.7.1   EX_DRM_EXG_BACKUP（Exchange データベースをバックアップする）（66 ペー

ジ）」
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「1.7.2   EX_DRM_EXG_DEF_CHECK（オペレーション定義ファイルの内容チェック，および

一時ディレクトリの自動生成をする）（72 ページ）」

「1.7.3   EX_DRM_EXG_RESTORE（バックアップした Exchange データベースを業務ボ

リュームにリストアする）（76 ページ）」

「1.7.4   EX_DRM_EXG_VERIFY（Exchange データベースの整合性を検証する）（81 ページ）」

1.7.1   EX_DRM_EXG_BACKUP（Exchange データベースをバック
アップする）

書式

EX_DRM_EXG_BACKUP オペレーション ID -mode vss
              [ -transact_log_del | -noverify | -noverify_log_del ]
              [ -hostname 仮想サーバ名 ]
              [ -event_check ] [ -comment バックアップコメント ]
              [ -rc [ 世代識別名 ]]
              [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
              [ -vf VSS定義ファイル名 ]
              [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
              [ -s バックアップサーバ名
                 [ -auto_import
                    [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
                 ]
                 [ -svol_check ]
              ]

説明

drmexgbackup コマンドを実行し，オペレーション ID で指定されたストレージグループま

たはインフォメーションストアの Exchange データベースを業務ボリュームから複製ボ

リュームにバックアップします。このとき，バックアップ ID を生成します。

Exchange Server でバックアップする単位を，次に示します。

Exchange Server 2007 の場合

データベース全体またはストレージグループ単位

Exchange Server 2010 以降の場合

データベース全体またはインフォメーションストア単位

バックアップの対象となるのは，次の表に示すファイルです。

表 1-16   Exchange Server ストレージグループのバックアップの対象となるファイル

オプション 対象データベース 対象ファイル

対象ファイル種別は固定 Exchange Server ストレー
ジグループ

データファイル *.edb
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オプション 対象データベース 対象ファイル

トランザクションログ
ファイル

*.log

チェックポイントファイ
ル

*.chk

対象ファイル種別は固定 Exchange Server インフォ
メーションストア

データファイル *.edb

トランザクションログ
ファイル

*.log

チェックポイントファイ
ル

*.chk

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-mode vss

VSS を使用して Exchange データベースをバックアップするときに指定します。

このオプションを指定する場合は，バックアップサーバで Protection Manager サービスが稼

働している必要があります。

-transact_log_del

コミット済みのトランザクションログファイルを削除する場合に指定します。トランザク

ションログファイルを削除することで，ドライブの空き容量を増やすことができます。

このオプションを指定してコマンドを実行すると，トランザクションログファイルが削除さ

れるので，以前に取得したバックアップを基に，-recovery オプションを指定してリスト

アできなくなります。このオプションは，最新のバックアップデータ以外のデータをリスト

アするときに -recovery オプションを指定しない場合に指定してください。

-noverify

VSS を使用したバックアップで，データベースの整合性を検証しない場合に指定します。

-noverify_log_del

第 1 章   拡張コマンド

67



VSS を使用したバックアップで，データベースの整合性を検証しないでバックアップしたあ

と，トランザクションログファイルを削除する場合に指定します。

-hostname 仮想サーバ名

バックアップする Exchange 仮想サーバ名を指定します。Exchange 仮想サーバ名は，オペ

レーション定義ファイルでも設定できます。オペレーション定義ファイルとオプションの

両方で Exchange 仮想サーバ名を指定した場合，-hostname オプションの指定が優先されま

す。このオプションはクラスタ環境の場合にだけ指定してください。このオプションの指

定は，オペレーション定義ファイルの「SET_DRM_HOSTNAME」に 1 が設定されているときに

だけ有効となります。0 が設定されているときは，このオプションの指定は無効となりま

す。

-event_check

データベースの破損を示すイベントが記録されていないかをチェックしたい場合に指定し

ます。

検索の対象となるのは，Exchange データベースの直前のバックアップの時間以後に記録され

たイベントログです。ただし，前回のバックアップの結果がなければ，記録されているすべ

てのイベントログが検索の対象となります。

イベントログの検索は，ペアの再同期をする前に実行されます。データベースの破損を示す

イベントが検出されたときは，コマンドがエラーメッセージを出力し，エラー終了します。

データベースが破損していると Protection Manager が判断するのは，次のイベントです。

• イベントカテゴリー：アプリケーション

• 種類：エラー

• ソース：ESE

• イベント ID：限定なし

• 含まれる文字列："-1018"，"-1019"，または "-1022"

-comment バックアップコメント

バックアップカタログにバックアップコメントを登録する場合に指定します。

バックアップコメントには，64 バイトまでの任意の文字列（英数字，記号，半角スペース

およびマルチバイト文字）が指定できます。バックアップコメントは大文字と小文字を区別

します。記号，半角スペースを指定する場合は，バックアップコメントを引用符（"）で囲

みます。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコメントの

文字列として正しく解釈できません。

バックアップコメントに使用できない記号は次のとおりです。

「¥」，「/」，「`」，「|」，「<」，「>」，「"」，「*」，「?」，「&」，「;」，「(」，「)」

先頭文字には「-」は指定できません。-comment に「""」（引用符だけ）が指定された場合

は，バックアップカタログにバックアップコメントは登録しません。
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-rc 世代識別名

バックアップするコピーグループの世代識別名を指定します。drmexgdisplay コマンドに

-cf オプションを付けて実行し，表示された「GEN-NAME」の値を指定してください。単体

ボリュームの場合は，「-」が表示されます。この場合，-rc オプションは指定できません。

リモート側の複製ボリュームへバックアップする場合，このオプションを必ず指定してくだ

さい。このオプションを省略すると，ローカル側の複製ボリュームにバックアップします。

世代識別名を省略した場合は，リモート側世代番号の中で，最小の値を持つ複製ボリューム

がバックアップ先となります。この場合，世代番号は remote_n（n は最小の世代番号）と

なります。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥raid

-vf VSS 定義ファイル名

VSS バックアップで使用する設定をバックアップごとに切り替える場合に指定します。こ

のオプションは，VSS を使用してバックアップをするときにだけ使用できます。

VSS 定義ファイル名には，ファイル名だけを指定します。フォルダ名は指定しないでくださ

い。このオプションで指定する VSS 定義ファイルは，下記のフォルダに格納しておく必要

があります。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vss

このオプションを省略した場合，下記のファイルが VSS 定義ファイルとして使用されます。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vsscom.conf

VSS 定義ファイルの詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイ

ド」（IS315）を参照してください。

-script ユーザースクリプトファイル名

ユーザースクリプトを実行する場合に指定します。ユーザースクリプトファイル名は絶対

パスで指定します。ユーザースクリプトファイル名を指定するときの条件は次のとおりで

す。

• 最大バイト数：255
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• 使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字。空白を含む場合は

「""」で囲んで指定します。

ユーザースクリプトファイルの記述内容については，マニュアル「Protection Manager CLI
ユーザーズガイド」（IS315）の，ユーザースクリプトを作成する方法についての説明を参照

してください。

ユーザースクリプトファイルに「LOCATION=REMOTE」を指定した場合は，-s オプションをあ

わせて指定する必要があります。

-s バックアップサーバ名

リモートのバックアップサーバに接続してバックアップを実行する場合に指定します。

バックアップサーバのホスト名または IP アドレスを，255 バイト以内の文字列で指定してく

ださい。IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定できます。

-s オプションでバックアップサーバを指定した場合，VSS 定義ファイル（vsscom.conf），
および -vf オプションで指定した VSS 定義ファイルのバックアップサーバ名は無効とな

り，-s オプションで指定したバックアップサーバ名が使用されます。

-auto_import

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップカタログをバックアップサーバに

自動転送する場合に指定します。このオプションは，-s オプションと同時に指定する必要

があります。

-auto_mount マウントポイントディレクトリ名

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップサーバで複製ボリュームを自動マ

ウントする場合に指定します。このオプションは，-s オプションおよび -auto_import オ
プションと同時に指定する必要があります。このオプションを指定すると，バックアップ対

象となる複製ボリュームをすべてマウントします。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。ドライブ文字から始まる絶対パスを指定

する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ
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• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-mount_pt オプショ

ンに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボリュー

ムでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

マウントした複製ボリュームは，drmumount コマンドを使用してアンマウントしてくださ

い。drmumountコマンドの引数には，バックアップ ID を指定してください。

-svol_check

複製ボリュームのバックアップサーバでの状態をチェックしたい場合に指定します。この

オプションは，-s オプションと同時に指定する必要があります。複製ボリュームの状態を

チェックすることで，バックアップの失敗，またはリストアの失敗を防ぐことができます。

チェック内容（項目，対象，条件）は次のとおりです。

表 1-17   複製ボリュームの状態チェック

チェック項目 チェック対象のボリュー
ム

チェックの条件

複製ボリュームがバック
アップサーバから隠ぺい
されていること

バックアップ対象の業務
ボリュームに対して定義
されたすべての複製ボ
リューム

業務ボリュームが複数世代の複製ボリュームとペ
ア定義されている場合で，かつ，次のどちらかに該
当する場合にチェックされる。

• 業務ボリュームがクラスタリソースである

• VSS でのバックアップが実行される

複製ボリュームがバック
アップサーバにマウント
されていないこと

今回，バックアップ先と
なる複製ボリューム

常にチェックされる。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

注意事項

• バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理され

ています。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータが

あっても，リストアできなくなる場合があります。詳細については，マニュアル

「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バックアップおよびリストア

時の注意事項についての記述を参照してください。

第 1 章   拡張コマンド

71



エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• この拡張コマンドのオプションとして指定できない Protection Manager のコマンドオプ

ションが指定された場合

• バックアップ ID 記録ファイルへのバックアップ ID の記録に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，トランザクションログ

ファイルを削除して，データベースを複製ボリュームに VSS バックアップする。

EX_DRM_EXG_BACKUP operation01 -mode vss -transact_log_del

• オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，トランザクションログ

ファイルを削除して，データベースを複製ボリュームにバックアップする。

EX_DRM_EXG_BACKUP operation01 -transact_log_del

1.7.2   EX_DRM_EXG_DEF_CHECK（オペレーション定義ファイル
の内容チェック，および一時ディレクトリの自動生成をする）

書式

オペレーション ID を指定してデータベースサーバのオペレーション定義ファイルの内容を

チェックする場合

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK オペレーション ID -db

オペレーション ID を指定してバックアップサーバのオペレーション定義ファイルの内容を

チェックする場合

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK オペレーション ID -bk 

定義ファイル名を指定してデータベースサーバのオペレーション定義ファイルの内容を

チェックする場合

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK -db -f 定義ファイル名 
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定義ファイル名を指定してバックアップサーバのオペレーション定義ファイルの内容を

チェックする場合

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK -bk -f 定義ファイル名

説明

オペレーション定義ファイルの記述内容をチェックし，問題がなかった場合は拡張コマンド

の使用する一時ディレクトリを自動生成します。

なお，次の場合は，定義ファイルチェックツールの再実行が必要となります。

• データベースサーバ上で対象とするディクショナリマップファイル格納ディレクトリ

のディレクトリパスを変更したとき

• バックアップサーバ上で「FTP_HOME_DIR」に設定したディレクトリパスを変更した

とき

オペレーション定義ファイルの記述内容のチェックでは，引数で指定されたファイルが存在

することをチェックしてから，オペレーション定義ファイルのすべての指定項目について，

次のことをチェックします。

• 項目名と値が指定されていること

• 指定された項目は一つだけであること

• 文字数が項目の最大字数を超えていないこと

このほか，オペレーション定義ファイルの各指定項目について，次の表に示す指定内容を

チェックします。

表 1-18   オペレーション定義ファイルのチェック内容（EX_DRM_EXG_DEF_CHECK）

項目名 チェック内容

BACKUP_OBJECT 「MSEXCHANGE」が指定されていること

DB_SERVER_NAME • Exchange サーバ名または仮想サーバ名が存在すること

•「 SET_DRM_HOSTNAME 」 に  1 が 指 定 さ れ て い る 場 合 に ，
「DB_SERVER_NAME」の値が Protection Manager の構成定義ファイル
「init.conf」の「DRM_DB_PATH」に設定されているデータベース
サーバ名と一致していること

INSTANCE_NAME 「-」が指定されていること

TARGET_NAME バックアップ対象のストレージグループ名およびインフォメーショ
ンストア名は確認しません

FTP_HOME_DIR • 指定されたディレクトリが存在すること ※1※2

• 絶対パスが指定されていること

FTP_SUB_DIR • 指定された文字列の中にディレクトリ区切り文字（¥）が含まれて
いないこと

• ピリオド一つ（.）または二つ（..）だけの指定でないこと

• ルートディレクトリを指定していないこと

SET_DRM_HOSTNAME 0 または 1 が指定されていること
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注 ※1

ディレクトリの名称は，大文字と小文字が区別されません。

注 ※2

-bkオプションを指定したときだけチェックされます。

チェックツールで自動生成されるディレクトリは，次のとおりです。

表 1-19   EX_DRM_EXG_DEF_CHECK で自動生成されるディレクトリ

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK の
実行場所

拡張コマンド用一時ディレクトリ

データベースサーバ ディクショナリマップファイル格納ディレクトリと同じ階層の
script_workディレクトリ¥オペレーション ID¥DB
（例）

ディクショナリマップファイル格納ディレクトリが「H:¥PTM」，オペ
レーション ID が「Operation_A」の場合，拡張コマンド用一時ディレ
クトリは，「H:¥script_work¥Operation_A¥DB」となります

バックアップサーバ FTP_HOME_DIR で指定したディレクトリ¥FTP_SUB_DIR で指定した
ディレクトリ¥オペレーション ID¥BK

前提条件

次の前提条件があります。

• Windows にログイン中のユーザーアカウントで Protection Manager のコマンドを実行で

きること

• データベースサーバで実行する場合，Exchange サーバを管理している Windows ドメイ

ンのドメインコントローラにアクセスできること。また，データベースサーバで DNS
サービスが起動していること

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-db

データベースサーバのオペレーション定義ファイルの内容をチェックする場合に指定しま

す。

-bk

バックアップサーバのオペレーション定義ファイルの内容をチェックする場合に指定しま

す。
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-f 定義ファイル名

チェックするオペレーション定義ファイルのファイル名を絶対パスで指定します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• 引数で指定されたファイルが存在しない，またはファイルにアクセスできない場合

• オペレーション定義ファイルの内容チェックの結果，異常を発見した場合

• 一時ディレクトリの作成に失敗した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• 定義ファイル「C:¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf¥_OP0001.dat」をデータベース

サーバ上でチェックする。

オペレーション ID を指定する場合

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK OP0001 -db

オペレーション定義ファイルのファイル名を指定する場合

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK -db -f "C:¥Program Files¥drm¥script¥conf¥_OP0001.d
at"

• 定義ファイル「C:¥Program Files¥drm¥SCRIPT¥conf¥_OP0001.dat」をバックアップ

サーバ上でチェックする。

オペレーション ID を指定する場合

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK OP0001 -bk

オペレーション定義ファイルのファイル名を指定する場合

EX_DRM_EXG_DEF_CHECK -bk -f "C:¥Program Files¥drm¥script¥conf¥_OP0001.d
at"
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1.7.3   EX_DRM_EXG_RESTORE（バックアップした Exchange
データベースを業務ボリュームにリストアする）

書式

ストレージグループ単位でリストアする場合（Exchange Server 2007）

EX_DRM_EXG_RESTORE オペレーション ID -resync
         [ -target ストレージグループ名 ] [ -f 一括定義ファイル名 ]
         [ -force ] [ -recovery ]
         [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
         [ -vf VSS 定義ファイル名 ]
         [ -ef Exchange 環境設定ファイル ]

インフォメーションストア単位でリストアする場合（Exchange Server 2007）

EX_DRM_EXG_RESTORE オペレーション ID -resync -recovery
         [ -target ストレージグループ名¥インフォメーションストア名 ]
         [ -f 一括定義ファイル名 ]
         [ -force ][ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
         [ -vf VSS 定義ファイル名 ]
         [ -ef Exchange 環境設定ファイル ]

インフォメーションストア単位でリストアする場合（Exchange Server 2010 以降）

EX_DRM_EXG_RESTORE オペレーション ID -resync
         [ -target インフォメーションストア名 ] [ -f 一括定義ファイル名 ]
         [ -force ] [ -recovery ]
         [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
         [ -vf VSS 定義ファイル名 ]
         [ -ef Exchange 環境設定ファイル ]

説明

drmexgrestore コマンドを実行し，指定したデータベースのバックアップデータを複製ボ

リュームから業務ボリュームにリストアします。

前提条件

次の前提条件があります。

• 指定したオペレーション ID に対応するオペレーション定義ファイルが用意されている

こと

• この拡張コマンドの実行前に，EX_DRM_BACKUPID_SET または EX_DRM_DB_IMPORT が
実行され，バックアップ ID がバックアップ ID 記録ファイルに格納されていること
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引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-resync

業務ボリュームと複製ボリュームを再同期して，リストアする場合に指定します。複製ボ

リュームのバックアップデータは，業務ボリュームに同期されます。

-target ストレージグループ名

特定のストレージグループに関するデータベースをリストアする場合に指定します。

複数のストレージグループ名を指定する場合は，コンマで区切って指定します。ストレージ

グループ名に空白が含まれている場合は，名称全体を引用符で囲みます。

このオプションを省略した場合は，コマンドを実行したサーバ上のすべてのストレージグ

ループがリストアされます。

-target インフォメーションストア名

特定のインフォメーションストアに関するデータベースをリストアする場合に指定します。

複数のインフォメーションストア名を指定する場合は，コンマで区切って指定します。イン

フォメーションストア名に空白が含まれている場合は，名称全体を引用符で囲みます。

このオプションを省略した場合は，コマンドを実行したサーバ上のすべてのインフォメー

ションストアがリストアされます。

-target ストレージグループ名 ¥ インフォメーションストア名

Exchange Server 2007 で，VSS を使用して取得したバックアップデータを，インフォメーショ

ンストア名を指定してリストアする場合に指定します。インフォメーションストア名は，ス

トレージグループ名のあとに区切り記号の「¥」を記述してから指定します。VSS を使用し

て取得したバックアップデータ以外のバックアップデータに対してこのインフォメーショ

ンストア名を指定した場合はエラーとなります。

複数のインフォメーションストア名を指定する場合は，コンマで区切って指定します。イン

フォメーションストア名に空白が含まれている場合は，名称全体を引用符で囲みます。指定

されたインフォメーションストア名は大文字と小文字を区別しません。

このオプションを省略した場合は，コマンドを実行したサーバ上のすべてのストレージグ

ループがリストアされます。

-f 一括定義ファイル名

-target オプションと同様，特定のストレージグループをリストアする場合に指定しま

す。-target オプションと異なり，リストアするストレージグループの一覧を記述した定

義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイルの名称を指定することで，リストアす
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るストレージグループを一度に指定できます。一括定義ファイル名は絶対パスで指定しま

す。

なお，VSS を使用して取得したバックアップデータをインフォメーションストア単位でリス

トアする場合は，-target オプションと同様に，ストレージグループ名のあとに「¥ イン

フォメーションストア名」と記述した一括定義ファイルを作成し，その一括定義ファイル名

を指定してください。

-force

業務ボリュームと複製ボリュームを強制的に再同期して，リストアを実行する場合に指定し

ます。このオプションを指定すると，データベースサーバでバックアップを実行したときに

取得した業務ボリュームのコピーグループ名がデータベースサーバの情報と一致していれ

ば，LDEV 番号または SERIAL 番号がバックアップ時の番号と一致していない場合にも強制

的に再同期します。このオプションは，ボリュームを入れ替えて LDEV 番号が変わった場合

など，-resync オプションを指定しても再同期でリストアできないときにだけ指定してく

ださい。通常のリストアでこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれがあ

ります。

-recovery

ロールフォワードによるリカバリを実行する場合に指定します。コマンドを実行すると，

バックアップしたあとのトランザクションが復元され，データベースは最新の状態に戻りま

す。ただし，バックアップした時からコマンドを実行する時までのトランザクションログ

が，すべて正常に Exchange Server に格納されていることが前提になります。このオプショ

ンを省略した場合，データベースはバックアップした時の状態に戻ります。

VSS を使用して取得したバックアップデータをインフォメーションストア単位でリストア

する場合，このオプションは必須です。-target オプションまたは -f オプションでイン

フォメーションストア名を指定している場合に -recovery オプションが指定されていない

と，この拡張コマンドはエラーで終了します。ただし，リストア対象となるストレージグ

ループ内のすべてのインフォメーションストア名が指定されていた場合，-recovery オプ

ションを指定しなくてもリストアできます。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に作成します。ファイル名は，64 バイト以

内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥raid
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-vf VSS 定義ファイル名

VSS バックアップ時に使用した VSS 定義ファイルを指定します。このオプションは， VSS
を使用して取得したバックアップデータをリストアするときにだけ使用できます。 VSS を
使用して取得したバックアップデータ以外をリストアするときにこのオプションを指定し

ても無視されます。

VSS 定義ファイル名には，ファイル名だけを指定します。フォルダ名は指定しないでくださ

い。このオプションで指定する VSS 定義ファイルは，下記のフォルダに格納しておく必要

があります。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vss

このオプションを省略した場合，下記のファイルが VSS 定義ファイルとして使用されます。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vsscom.conf

VSS 定義ファイルの詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイ

ド」（IS315）を参照してください。

-ef Exchange 環境設定ファイル

Exchange Server との連携に使用するパラメーターをコマンド実行ごとに切り替える場合に

指定します。

Exchange 環境設定ファイル名にはファイル名だけを指定します。フォルダ名は指定しない

でください。

指定する Exchange 環境設定ファイルは，次のフォルダに格納します。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥exchange

このオプションを省略した場合，デフォルト値が使用されます。

Exchange 環境設定ファイルの詳細についてはマニュアル「Protection Manager CLI ユーザー

ズガイド」（IS315）を参照してください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

注意事項

VSS を使用して取得したバックアップデータをインフォメーションストア単位でリストア

する場合の注意事項を次に示します。

• インフォメーションストア単位でリストアする場合，同時にインフォメーションストア

名およびストレージグループ名を指定すると，次のように動作します。
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- 同じストレージグループのストレージグループ名およびインフォメーションスト

ア名を指定したときはエラーとなります。

- 異なるストレージグループのストレージグループ名およびインフォメーションス

トア名を指定したときには，ストレージグループ単位とインフォメーションストア

単位でそれぞれリストアされます。

• VSS を使用したバックアップデータ以外のインフォメーションストア名を指定した場

合，エラーとなります。

• ストレージグループ名 ¥ という指定をした場合はエラーとなります。

• イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ス ト ア 名 を 指 定 す る 場 合 ， drmexgcat コ マ ン ド の

INFORMATIONSTORE の表示を確認し，完全に一致するインフォメーションストア名を

指定してください。

• リストア時には，該当するインフォメーションストアが所属するストレージグループ内

のインフォメーションストアが，すべてディスマウントされます。

• リストア対象となるディスクにリストア対象外となるインフォメーションストアの

ファイルがある場合はエラーとなります。

• リストア対象となるディスクに異なるストレージグループのデータがある場合はエ

ラーとなります。

• Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）で CLU_MSCS_RESTORE に ONLINE
が設定されている場合，クラスタリソースがオンライン状態でリストアできます。

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• この拡張コマンドのオプションとして指定できない Protection Manager のコマンドオプ

ションが指定された場合

• バックアップ ID 記録ファイルからの情報取得に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドが異常終了した場合

• ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名の取得に失敗した場合

使用例

• オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，業務ボリュームと複製

ボリュームを再同期してリストアする。

EX_DRM_EXG_RESTORE operation01 -resync
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• オペレーション定義ファイル「operation01」の設定に基づき，ストレージグループ

「SG1」のインフォメーションストア「IS12」をリストアする。

EX_DRM_EXG_RESTORE operation01 -resync -recovery -target SG1¥IS12

1.7.4   EX_DRM_EXG_VERIFY（Exchange データベースの整合性
を検証する）

書式

EX_DRM_EXG_VERIFY オペレーション ID
              [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名 ] [ -force ]

説明

drmmount コマンド，drmexgverify コマンドおよび drmumount コマンドを実行し，複製ボ

リュームにバックアップされた Exchange データベースの整合性を検証します。検証の対象

となるのは VSS を使用してバックアップされた Exchange データベースです。

EX_DRM_TAPE_BACKUP で Exchange データベースを複製ボリュームからテープにバックアッ

プする場合に，テープバックアップの前処理として実行します。

Exchange データベースの整合性に異常が検出された場合は，複製ボリュームへのバックアッ

プを再度実行する必要があります。

前提条件

次の前提条件があります。

• この拡張コマンドで検証する対象となるバックアップカタログがバックアップサーバ

にインポートされていること

• バックアップカタログのバックアップ  ID が， EX_DRM_DB_IMPORT または

EX_DRM_BACKUPID_SET によってバックアップ ID 記録ファイルに設定されていること

引数

オペレーション ID

処理の対象となるリソースを表す固有の文字列を指定します。指定したオペレーション ID
に対応したオペレーション定義ファイルの情報が，拡張コマンドの実行に使用されます。

-mount_pt マウントポイントディレクトリ名

複製ボリュームをマウントするマウントポイントディレクトリの名称を指定します。この

オプションと -force オプションを指定する場合は，-mount_pt，-force の順に指定しま
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す。このオプションを指定すると，検証対象となる複製ボリュームをすべてマウントしま

す。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。ドライブ文字から始まる絶対パスを指定

する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「M:¥MNT」にマウントされていて，-mount_pt オプション

に指定したマウントポイントディレクトリ名が「S:¥SVOLMNT」の場合，複製ボリュー

ムでのマウント先は「S:¥SVOLMNT¥M¥MNT」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

-force

このオプションは，強制的にマウントを実行する場合に指定します。このオプションと -
mount_pt オプションを指定する場合は，-mount_pt，-force の順に指定します。

データベースサーバでバックアップを実行したときに取得した業務ボリュームのコピーグ

ループ名がデータベースサーバの情報と一致していれば，LDEV 番号または SERIAL 番号が

バックアップ時の番号と一致していない場合にも強制的に再同期します。

このオプションは，複製ボリュームが障害などの理由で交換され，LDEV 番号または SERIAL
番号が変更された場合など，業務ボリュームのコピーグループ名だけをキーとして強制的に

複製ボリュームにマウントする必要があるときに指定してください。通常のバックアップ

でこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれがあります。

このオプションを省略すると，データベースサーバでバックアップを実行したときに取得し

た業務ボリュームのコピーグループ名，LDEV 番号および SERIAL 番号がバックアップサー

バの情報と一致していない場合には，マウントされないで拡張コマンドにエラーが発生しま

す。
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戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

エラーの発生条件

次の場合には，この拡張コマンドはエラーとなります。

• 不正なオプションが指定された場合

• オペレーション ID に対応する定義ファイルの情報取得に失敗した場合

• 内部で実行するコマンドにエラーが発生した場合

使用例

オペレーション ID「operation01」で特定される Exchange データベースの整合性を検証す

る。

EX_DRM_EXG_VERIFY operation01
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第 2 章   
基本コマンド
この章では，Protection Manager で提供する基本コマンドについて説明します。

「2.1   基本コマンド一覧（84 ページ）」

「2.2   基本コマンドの説明を読む前に（85 ページ）」

「2.3   基本コマンド（バックアップ対象がファイルシステムの場合）（88 ページ）」

「2.4   基本コマンド（共通系コマンド）（111 ページ）」

「2.5   基本コマンド（テープ系コマンド）（130 ページ）」

「2.6   基本コマンド（ユーティリティコマンド）（151 ページ）」

「2.7   基本コマンド（バックアップ対象が SQL Server データベースの場合）（152 ページ）」

「2.8   基本コマンド（バックアップ対象が Exchange データベースの場合）（197 ページ）」

2.1   基本コマンド一覧
Protection Manager で提供する基本コマンドを次の表に示します。

表 2-1   基本コマンド一覧（バックアップ対象がファイルシステムの場合）

基本コマンド名 機能の概要

drmfsbackup ファイルシステムを複製ボリュームにバックアップします。

drmfscat ファイルシステムのバックアップ情報を一覧で表示します。

drmfsdisplay • ファイルシステムの情報を一覧で表示します。

• ディクショナリマップファイルを最新の状態に更新します。

drmfsrestore ファイルシステムをリストアします。

表 2-2   基本コマンド一覧（共通系コマンド）

基本コマンド名 機能の概要

drmappcat ホスト上のカタログ情報を表示します。

drmcgctl • コピーグループをロックします。

• ロックしたコピーグループのロックを解除します。

• コピーグループの一覧を表示します。

drmdbexport バックアップ情報をファイルへエクスポートします。

drmdbimport ファイルからバックアップ情報をインポートします。

drmdevctl 物理ボリュームを隠ぺいおよび隠ぺい解除します。

drmhostinfo ホスト情報の一覧を表示します。

drmresync コピーグループを再同期して，バックアップデータを消去します。

drmvssimport VSS インポートサーバを起動または停止します。
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表 2-3   基本コマンド（テープ系コマンド）

基本コマンド名 機能の概要

drmmediabackup バックアップデータをテープへバックアップします。

drmmediarestore テープに格納したバックアップデータをリストアします。

drmmount 複製ボリュームをマウントします。

drmtapecat テープのバックアップ情報を一覧で表示します。

drmtapeinit バックアップ管理製品のパラメーターを登録します。

drmumount 複製ボリュームをアンマウントします。

表 2-4   基本コマンド（ユーティリティコマンド）

基本コマンド名 機能の概要

drmdbsetup Protection Manager のデータベースを作成・削除します。

表 2-5   基本コマンド一覧（バックアップ対象が SQL Server データベースの場合）

基本コマンド名 機能の概要

drmsqlbackup SQL Server データベースを複製ボリュームにバックアップします。

drmsqlcat SQL Server データベースのバックアップ情報を一覧で表示します。

drmsqldisplay • SQL Server データベースの情報を一覧で表示します。

• ディクショナリマップファイルを最新の状態に更新します。

drmsqlinit SQL Server のパラメーターを登録します。

drmsqllogbackup SQL Server のトランザクションログをバックアップします。

drmsqlrecover リストアした SQL Server データベースをリカバリします。

drmsqlrecovertool リストアした SQL Server データベースを GUI を使ってリカバリしま
す。

drmsqlrestore SQL Server データベースをリストアします。

表 2-6   基本コマンド一覧（バックアップ対象が Exchange データベースの場合）

基本コマンド名 機能の概要

drmexgbackup ストレージグループを複製ボリュームにバックアップします。

drmexgcat ストレージグループのバックアップ情報を一覧で表示します。

drmexgdisplay • ストレージグループの情報を一覧で表示します。

• ディクショナリマップファイルを最新の状態に更新します。

drmexgrestore ストレージグループをリストアします。

drmexgverify ストレージグループとバックアップ情報の整合性を検証します。

2.2   基本コマンドの説明を読む前に
各基本コマンドの説明を読む前に，知っておく必要がある事項について説明します。

実行中の基本コマンドを強制終了しないでください。強制終了すると，コピーグループのペ

ア状態やバックアップカタログが予期しない状態となります。
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なお，Protection Manager のコマンドを実行するときは，OS の管理者権限，および データ

ベースへのアクセス権限が必要です。詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI
ユーザーズガイド」（IS315）の，コマンドを実行するユーザーに必要な権限についての記述

を参照してください。

2.2.1   基本コマンドパス

基本コマンドは，次の場所に格納されています。

<Protection Manager のインストール先 >¥bin

2.2.2   基本コマンドの引数の記述規則

基本コマンドの書式では，指定できるすべての引数を記載しています。引数の条件が複数あ

る場合には，条件ごとに書式を場合分けして記載しています。場合分けした書式を混在して

使用しないでください。

（1） 引数の記述規則

基本コマンドの引数は，次の記述規則に従っています。

表 2-7   引数の記述規則

記号 説明

|
ストローク

複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示します。

（例）log number | all
「log number」または「all」を指定します。

[　 ]
角括弧

この記号で囲まれている項目は，省略してもよいことを示します。複数の項目がス
トロークで区切られている場合，すべてを省略するか，どれか一つを指定します。

（例）[ -a | -b ]
「何も指定しない」か，「-a または-b を指定する」ことを意味します。

{　 }
波括弧

この記号で囲まれている項目は，必ず指定することを示します。複数の項目がスト
ロークで区切られている場合，どれか一つを指定します。

（例）{ lock | unlock }
「lock を選択する」か，「unlock を選択する」ことを意味します。

（2） 基本コマンドの書式を参照する

基本コマンドの書式を参照するには，コマンド名のあとに -h オプションを指定して基本コ

マンドを実行します。

2.2.3   一括定義ファイルの記述規則

基本コマンドのオプションで複数のファイルや表領域，データベース，ストレージグループ

などを指定するときに，ファイルや表領域の一覧を記述した定義ファイル（一括定義ファイ

ル）をあらかじめ作成しておき，その定義ファイルを指定することで，複数のファイルや表

領域，ディレクトリ，データベース，ストレージグループを一度に指定できます。
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（1） 一括定義ファイルを指定できる基本コマンド

次の基本コマンドで一括定義ファイルを指定できます。

• drmexgbackup

• drmexgcat

• drmexgdisplay

• drmexgrestore

• drmfsbackup

• drmfscat

• drmfsdisplay

• drmfsrestore

• drmsqlbackup

• drmsqlcat

• drmsqldisplay

• drmsqlrecover

• drmsqlrestore

• drmsqllogbackup

（2） ファイル名

半角英数字で指定します。

（3） ファイルの内容

次の規則に従ってください。

• 各パラメーター（ファイル名，ディレクトリ名，表領域名，SQL Server データベース

名，またはストレージグループ名）は 1 行に一つずつ記述します。

• 「#」で始まる行は，コメント行とみなされます。ただし，SQL Server データベース名ま

たはストレージグループ名の先頭が「#」の場合は，コメント行ではなく，SQL Server
データベース名またはストレージグループ名とみなされます。

• ファイル名またはディレクトリ名を記述するときは，絶対パスで記述します。

ファイルの記述例

# ファイルを指定する例
D:¥data1¥batch_0001¥Tokyo_output_dir
D:¥data1¥batch_0001¥Osaka_output_dir
D:¥data1¥transact.log

第 2 章   基本コマンド

87



2.2.4   トランザクションログ一括定義ファイルの記述規則

drmsqlrecover コマンドのオプションで，リカバリするときに適用するトランザクション

ログファイルの順序を指定するための定義ファイルです。

（1） ファイル名

半角英数字で指定します。

（2） ファイルの内容

次の規則に従ってください。

• データベース名，トランザクションログファイル名の順序で記述します。

• データベース名は，角括弧（[ ]）で囲みます。

• トランザクションログファイル名は，データベースごとに，適用する順序に従って記述

します。

• トランザクションログファイル名は，1 行に一つずつ記述します。

• トランザクションログファイル名は，絶対パスで記述します。

• トランザクションログファイル名は，空白なしの左詰めで記述します。

• 「#」で始まる行は，コメント行とみなされます。

ファイルの記述例

# Protection Manager 03-50
# Log Backup Files
[SQLDB001]
C:¥MSSQL¥BackupLog¥SQLDBLog001.bak
C:¥MSSQL¥BackupLog¥SQLDBLog002.bak
C:¥MSSQL¥BackupLog¥SQLDBLog003.bak

[SQLDB002]
C:¥MSSQL¥BackupLog¥SQLDB2Log001.bak
C:¥MSSQL¥BackupLog¥SQLDB2Log002.bak
C:¥MSSQL¥BackupLog¥SQLDB2Log003.bak

2.3   基本コマンド（バックアップ対象がファイルシス
テムの場合）

ここでは，バックアップ対象がファイルシステムの場合の基本コマンドについて説明しま

す。

「2.3.1   drmfsbackup（ファイルシステムを複製ボリュームにバックアップする）（89 ペー

ジ）」

「2.3.2   drmfscat（ファイルシステムのバックアップ情報を表示する）（96 ページ）」

「2.3.3   drmfsdisplay（ファイルシステムの情報を表示，または更新する）（102 ページ）」
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「2.3.4   drmfsrestore（バックアップしたファイルシステムを業務ボリュームにリストアする）

（107 ページ）」

2.3.1   drmfsbackup（ファイルシステムを複製ボリュームにバック
アップする）

書式

オンラインバックアップする場合

drmfsbackup { マウントポイントディレクトリ名 | 
              マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名 }
            [ -mode online ]
            [ -rc [ 世代識別名 ] ] [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
            [ -comment バックアップコメント ]
            [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
            [ -s バックアップサーバ名
              [ -auto_import
                [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
              ]
              [ -svol_check ]
            ]

コールドバックアップする場合

drmfsbackup { マウントポイントディレクトリ名 | 
              マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名 }
              -mode cold
            [ -rc [ 世代識別名 ] ] [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
            [ -comment バックアップコメント ]
            [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
            [ -s バックアップサーバ名
              [ -auto_import
                [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
              ]
              [ -svol_check ]
            ]

VSS バックアップする場合

drmfsbackup { マウントポイントディレクトリ名 | 
              マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名 }
              -mode vss
            [ -rc [ 世代識別名 ] ] [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
            [ -comment バックアップコメント ]
            [ -vf VSS定義ファイル名 ]
            [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
            [ -s バックアップサーバ名
              [ -auto_import
                [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
              ]
              [ -svol_check ]
            ]
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説明

指定したマウントポイントディレクトリに対応するファイルシステムが記憶されているボ

リュームを複製ボリュームにバックアップします。ファイルシステム全体または一部の

ファイルやディレクトリだけをバックアップできます。また，複数のファイルシステムを一

度にバックアップできます。マウントディレクトリに対応するファイルシステムが，複数の

ボリュームで構成されている場合，すべての業務ボリュームが複製ボリュームにバックアッ

プされます。

このコマンドを実行する前に次の操作が必要です。

• バックアップ対象のボリュームを使用しているアプリケーションプログラムはすべて

終了させます。OS が使用しているボリュームはバックアップできません。

• 必要に応じて複製ボリュームのシステムキャッシュをクリアしておきます。システム

キャッシュをクリアするには，バックアップサーバで複製ボリュームをマウントしてか

ら，アンマウントしてください。

インストール後，drmfsdisplay コマンドに -refresh オプションを指定して実行しない

で，ディクショナリマップファイルが作成していない状態で drmfsbackup コマンドを実行

した場合，drmfsbackup コマンドでディクショナリマップファイルが作成されます。この

場合，ディクショナリマップファイルの作成する処理時間の分，バックアップコマンド実行

時間が長くなります。

引数

マウントポイントディレクトリ名

バックアップするファイルシステムのマウントポイントディレクトリを指定します。必ず，

マウントされているファイルシステムのドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対

パスを指定してください。

マウントポイントディレクトリ名を指定するときの条件は次のとおりです。

• 最大文字数：指定できるパスの長さは，ControlCommand のマウント，アンマウント機

能の制限に準拠します。

コールドバックアップをする場合は，バックアップ対象の出力ボリュームがマウントさ

れているパスの長さは上記パス長の制限以内にしてください。

• 使用できる文字：Windows でディレクトリ名に使用できる文字（ただし，空白，2 バイ

ト文字，半角カタカナは使用できません）

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものとみなされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブとみなされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリとみなされます。

マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名
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バックアップする複数のファイルシステムのマウントポイントディレクトリを一括指定し

たファイル名を指定します。マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名を指定す

る場合，ファイル名だけを指定してください。

マウントポイントディレクトリ一括定義ファイルの格納先と記述例を次に示します。

• ファイルの格納先

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥fs

• ファイルの記述例

D:
E:
F:¥MNT

-mode online

オンラインバックアップをする場合に指定します。オンラインバックアップでは，ファイル

システムをアンマウントしないで，バックアップを実行します。

オンラインバックアップの前にファイルシステムの同期処理だけを実行します。ファイル

システムを利用するアプリケーションで，データの更新を抑止しないと，バックアップした

データの整合性は保証されません。

このオプションを省略しても，オンラインバックアップを指定したことになります。

-mode vss

VSS を使用してバックアップするときに指定します。

このオプションを指定する場合は，バックアップサーバで Protection Manager サービスが稼

働している必要があります。

-rc 世代識別名

バックアップするコピーグループの世代識別名を指定します。drmfsdisplay コマンドに

-cf オプションを付けて実行し，表示された「GEN-NAME」の値を指定してください。単体

ボリュームの場合は，「-」が表示されます。この場合，-rc オプションは指定できません。

リモート側の複製ボリュームへバックアップする場合，このオプションを必ず指定してくだ

さい。このオプションを省略すると，ローカル側の複製ボリュームにバックアップします。

世代識別名を省略した場合は，リモート側世代番号の中で，最小の値を持つ複製ボリューム

がバックアップ先となります。この場合，世代番号は remote_n（n は最小の世代番号）と

なります。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。
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このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述されていないパラメーター

についても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥raid

-mode cold

コールドバックアップする場合に指定します。

コールドバックアップは，マウント状態のファイルシステムに対して実行します。コマンド

を実行すると，ファイルシステムをアンマウントして，オフラインの状態でボリュームを

バックアップします。バックアップが終了すると，再びファイルシステムをマウントしま

す。アンマウントに失敗した場合は，エラーメッセージが表示され，バックアップ処理が中

止されます。バックアップ対象のボリュームがアンマウントされていた場合，バックアップ

処理は中止されます。

また，クラスタ構成のサーバでコマンドを実行すると，ファイルシステムをアンマウントす

る代わりにバックアップ対象のディスクリソースをオフラインにして，ボリュームをバック

アップします。バックアップが終了すると，再びバックアップ対象のディスクリソースをオ

ンラインにします。

次の場合，コマンドを実行してもバックアップ処理は中止されます。

• ディスクリソースのオフラインに失敗した場合

• ディスクリソースがもともとオフラインだった場合

-comment バックアップコメント

バックアップカタログにバックアップコメントを登録する場合に指定します。

バックアップコメントには，64 バイトまでの任意の文字列（英数字，記号，半角スペース

およびマルチバイト文字）が指定できます。バックアップコメントは大文字と小文字を区別

します。記号，半角スペースを指定する場合は，バックアップコメントを引用符（"）で囲

みます。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコメントの

文字列として正しく解釈できません。

バックアップコメントに使用できない記号は次のとおりです。

「¥」，「/」，「`」，「|」，「<」，「>」，「"」，「*」，「?」，「&」，「;」，「(」，「)」，「$」

先頭文字には「-」は指定できません。-comment に「""」（引用符だけ）が指定された場合

は，バックアップカタログにバックアップコメントは登録しません。

-vf VSS 定義ファイル名

VSS バックアップで使用する設定をバックアップごとに切り替える場合に指定します。こ

のオプションは，VSS を使用してバックアップをするときにだけ使用できます。VSS 定義
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ファイル名には，ファイル名だけを指定します。フォルダ名は指定しないでください。この

オプションで指定する VSS 定義ファイルは，下記のフォルダに格納しておく必要がありま

す。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vss

このオプションを省略する場合，下記のファイルが VSS 定義ファイルとして使用されます。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vsscom.conf

VSS 定義ファイルの詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイ

ド」（IS315）を参照してください。

-script ユーザースクリプトファイル名

ユーザースクリプトを実行する場合に指定します。ユーザースクリプトファイル名は絶対

パスで指定します。ユーザースクリプトファイル名を指定するときの条件は次のとおりで

す。

• 最大バイト数：255

• 使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字。空白を含む場合は

「""」で囲んで指定します。

ユーザースクリプトファイルの記述内容については，マニュアル「Protection Manager CLI
ユーザーズガイド」（IS315）の，ユーザースクリプトを作成する方法についての説明を参照

してください。

ユーザースクリプトファイルに「LOCATION=REMOTE」を指定した場合は，-s オプションをあ

わせて指定する必要があります。

-s バックアップサーバ名

リモートのバックアップサーバに接続してバックアップを実行する場合に指定します。

バックアップサーバのホスト名または IP アドレスを，255 バイト以内の文字列で指定してく

ださい。IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定できます。

-s オプションでバックアップサーバを指定した場合，VSS 定義ファイル（vsscom.conf），
および -vf オプションで指定した VSS 定義ファイルのバックアップサーバ名は無効とな

り，-s オプションで指定したバックアップサーバ名が使用されます。

-auto_import

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップカタログをバックアップサーバに

自動転送する場合に指定します。このオプションは，-s オプションと同時に指定する必要が

あります。

-auto_mount マウントポイントディレクトリ名

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップサーバで複製ボリュームを自動マ

ウントする場合に指定します。このオプションは，-s オプションおよび -auto_import オ
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プションと同時に指定する必要があります。このオプションを指定すると，バックアップ対

象となる複製ボリュームをすべてマウントします。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。ドライブ文字から始まる絶対パスを指定

する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-auto_mount オプ

ションに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボ

リュームでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

マウントした複製ボリュームは，drmumount コマンドを使用してアンマウントしてくださ

い。drmumountコマンドの引数には，バックアップ ID を指定してください。

-svol_check

複製ボリュームのバックアップサーバでの状態をチェックしたい場合に指定します。この

オプションは，-s オプションと同時に指定する必要があります。複製ボリュームの状態を

チェックすることで，バックアップの失敗，またはリストアの失敗を防ぐことができます。

チェック内容（項目，対象，条件）は次のとおりです。

表 2-8   複製ボリュームの状態チェック

チェック項目 チェック対象のボリュー
ム

チェックの条件

複製ボリュームがバック
アップサーバから隠ぺい
されていること

バックアップ対象の業務
ボリュームに対して定義
されたすべての複製ボ
リューム

業務ボリュームが複数世代の複製ボリュームとペ
ア定義されている場合で，かつ，次のどちらかに該
当する場合にチェックされる。

• 業務ボリュームがクラスタリソースである

• VSS でのバックアップが実行される
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チェック項目 チェック対象のボリュー
ム

チェックの条件

複製ボリュームがバック
アップサーバにマウント
されていないこと

今回，バックアップ先と
なる複製ボリューム

常にチェックされる。

注意事項

• オンラインバックアップするときは，バックアップ対象のボリューム上のディレクトリ

に別のボリュームがマウントされていないことを確認してください。このマウントが

あるとオンラインバックアップが失敗します。

• バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理され

ています。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータが

あっても，リストアできなくなる場合があります。詳細については，マニュアル

「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バックアップおよびリストア

時の注意事項についての記述を参照してください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• D ドライブ全体をコールドバックアップする。

PROMPT> drmfsbackup D: -mode cold

• マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名「APP1」に記載した複数のマウン

トポイントディレクトリ「D:」，「E:」，「F:¥MNT」を一括してオンラインバックアップ

する。

PROMPT> drmfsbackup APP1

- マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル格納先

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥fs¥APP1

- マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル記述内容

D:
E:
F:¥MNT

• リモートサイトへオンラインバックアップを取得する。

PROMPT> drmfsbackup F: -rc remote_0
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• VSS を使用してバックアップする。

PROMPT> drmfsbackup H: -mode vss
KAVX0001-I drmfsbackupコマンドを開始します。
KAVX0019-I ファイルのコピー中です。
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = EVS1,EVS1_000
KAVX0256-I Protection Managerサービスに接続します。
           ホスト名 = BackupServer
KAVX0040-I バックアップは以下の内容で取得されています。
           バックアップ ID = 0000000050
KAVX0002-I drmfsbackupコマンドを終了します。

2.3.2   drmfscat（ファイルシステムのバックアップ情報を表示する）

書式

drmfscat { マウントポイントディレクトリ名 | 
           マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名 }
         [ -target ディレクトリ名 | -f 一括定義ファイル名 ]
         [ -device デバイスファイル名 ][ -l ][ -v ]
         [ -backup_id バックアップ ID ][ -hostname ホスト名 ]
         [ -comment バックアップコメント]

説明

ファイルシステムに対して実行されたバックアップ情報を表示します。複数のファイルシ

ステムのバックアップ情報も表示できます。表示する項目を次の表に示します。

表 2-9   drmfscat コマンドの表示項目

表示項目 意味

INSTANCE マウントポイントディレクトリ名

BACKUP-COMMENT バックアップコメント

BACKUP-ID バックアップ ID

BACKUP-MODE バックアップモード

（COLD，ONLINE または VSS）

INSTANCE マウントポイントディレクトリ名

ORIGINAL-ID drmfsbackup コマンドで取得した本来のバックアップ ID

START-TIME スナップショットバックアップ開始時刻

END-TIME スナップショットバックアップ終了時刻

HOSTNAME スナップショットバックアップを実行したサーバ名

T オブジェクトタイプ

（ファイルを表す「F」が表示されます）

FILE ファイル名

FS マウントポイントディレクトリ名
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表示項目 意味

FSTYPE ファイルシステムタイプ

DG 「-」

LVM-DEVICE 「GUID」

DEVICE※1 物理デバイスファイル名（RAW デバイスファイル名）または

Harddiskn（n：整数）

COPY-GROUP コピーグループ名

PORT# サーバホスト側のポート名称

TID# サーバホスト側のターゲット ID

LUN# サーバホスト側の論理ユニット番号

MU# ペア識別子

LDEV# ストレージ装置内での論理デバイス番号

P/S 業務ボリュームか複製ボリュームかを識別する文字 
P：ペアボリュームの業務ボリュームを示す場合

S：ペアボリュームの複製ボリュームを示す場合

SERIAL# ストレージ装置のシリアル番号

VIRTUAL-SERVERNAME※2 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

DB-PATH※2 バックアップカタログ格納ディレクトリ名

CATALOG-UPDATE-TIME※2 バックアップカタログ作成時刻

BACKUP-COMMENT バックアップコメント

注 ※1

-deviceオプションを指定してコマンドを実行した場合，T の次に表示されます。

注 ※2

-vオプションを指定してコマンドを実行した場合，表示されます。

表示できない項目がある場合，その項目欄には「-」が表示されます。すべての項目が表示

できない場合，エラーメッセージが表示されます。

各項目は，空白文字で区切られて表示されます。

引数

マウントポイントディレクトリ名

バックアップ情報を表示したいファイルシステムのドライブ文字またはドライブ文字から

始まる絶対パスを指定します。パスの末尾に「¥」がないときでも，「¥」が指定されている

ものとみなされます。例えば，「D:」と「D:¥」は同じドライブとみなされます。また，「D:
¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR¥」は同じディレクトリとみなされます。

マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名
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バックアップ情報を表示したい複数のファイルシステムのマウントポイントディレクトリ

を一括指定したファイル名を指定します。マウントポイントディレクトリ一括定義ファイ

ル名を指定する場合，ファイル名だけを指定してください。マウントポイントディレクトリ

一括定義ファイルの格納先と記述例を次に示します。

• ファイルの格納先

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥fs

• ファイルの記述例

D:
E:
F:¥MNT

-target ディレクトリ名

マウントポイントディレクトリ名で指定したバックアップ情報をファイルシステム単位に

表示する場合に指定します。ディレクトリ名は，マウントポイントディレクトリ名，ドライ

ブ文字，またはボリュームマウントポイント名を表します。ディレクトリ名は，マウントポ

イントディレクトリ名で指定したバックアップカタログに存在する必要があります。バッ

クアップカタログにないディレクトリ名を指定した場合，そのディレクトリのバックアップ

情報は表示されません。

ディレクトリ名は，絶対パスで指定してください。複数のファイルやディレクトリの情報を

表示するときは，ディレクトリ名をコンマで区切って指定します。指定する個々のディレク

トリ名は，drmfsbackup コマンドで実行したパスと完全に一致させてください。ディレクト

リ名のパスが完全に一致しない場合，正しいバックアップ情報が表示されません。

このオプションおよび -f オプションの両方を省略した場合は，マウントポイントディレク

トリ名で指定したファイルシステムの情報を表示します。

-f 一括定義ファイル名

マウントポイントディレクトリ名で指定したファイルシステム内のファイルまたはディレ

クトリ単位にバックアップ情報を表示する場合に指定します。情報を表示するマウントポ

イントディレクトリ名，ドライブ文字，またはボリュームマウントポイント名の絶対パスの

一覧を記述した一括定義ファイルをあらかじめ作成しておきます。一括定義ファイル名を

指定することで，情報を表示するマウントポイントディレクトリ名，ドライブ文字，または

ボリュームマウントポイント名を一度に指定できます。

一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。指定する個々のファイル名またはディレク

トリ名は，drmfsbackup コマンドで実行したパスと完全に一致させてください。ファイル

名またはディレクトリ名のパスが完全に一致しない場合，正しいバックアップ情報が表示さ

れません。

このオプションおよび -target オプションの両方を省略した場合は，マウントポイント

ディレクトリ名で指定したファイルシステム情報を表示します。
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-device デバイスファイル名

特定のデバイスファイル名に関連するファイルシステム情報，物理ディスク情報，論理ボ

リューム構成情報だけを表示する場合に指定します。

-l

表示形式をロング形式にする場合に指定します。

-v

表示対象のバックアップカタログに関する情報を表示する場合に指定します。次の情報を

表示します。

• バックアップカタログの格納ディレクトリ名

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）の DRM_DB_PATHに設定されてい

るパスを表示します。DRM_DB_PATH が設定されていない場合は，インストール時に自

動的に作成されたデフォルトのディクショナリマップファイル格納ディレクトリを表

示します。

• 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

環境変数 DRM_HOSTNAMEが設定されていない場合は，「-」を表示します。

• バックアップカタログの作成時刻

バックアップカタログの作成時刻はバックアップ ID ごとに表示します。

-backup_id バックアップ ID

特定のバックアップ ID のバックアップ情報だけを表示する場合に指定します。バックアッ

プ ID とは，バックアップデータを一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バック

アップカタログに登録されます。なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～
4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

-hostname ホスト名

特定のホストに関連するバックアップ情報だけを表示する場合に指定します。

-comment バックアップコメント

特定のバックアップコメントの情報だけを表示する場合に指定します。バックアップコメ

ントは大文字と小文字を区別します。

バックアップコメントはワイルドカード（*）が指定できます。前方一致（XYZ* のように，

先頭は検索したい文字で，末尾に任意の文字を指定する）だけ指定できます。ワイルドカー

ド，記号，または半角スペースを指定する場合はバックアップコメントを引用符（"）で囲

んで指定します。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコ

メントの文字列として正しく解釈できません。「-comment "*"」と指定した場合は，すべての

バックアップカタログを表示します。すべてのバックアップカタログを表示した場合，バッ

クアップコメントが登録されていないバックアップカタログには，「-」を表示します。
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「-comment ""」のように，-comment オプションの後に引用符二つを指定した場合は，バッ

クアップデータはありません，というメッセージを表示します。

注意事項

-target オプション，または -f オプションによって空白を含んだファイル名またはディレ

クトリ名をコマンドラインのオプションとして指定する場合，指定されるパス名は，引用符

（"）で囲む必要があります。

ただし，一括定義ファイル内で対象のファイル名またはディレクトリ名を記述する場合は，

指定するパス名を引用符（"）で囲む必要はありません。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• D ドライブのファイルシステムのバックアップ情報を表示する。

PROMPT> drmfscat D:
INSTANCE: D:
BACKUP-ID:0000000001 BACKUP-MODE: COLD INSTANCE: D: ORIGINAL-ID:0000000
001
START-TIME:2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME: 
FILESERV1
T FILE  FS  DG  DEVICE      COPY-GROUP
F -     D:  -   Harddisk1   mv01,rv01
F -     -   -   -           mv01,rv01

• ディスクボリューム「Harddisk1」に関連するファイルシステムのバックアップ情報を

ロング形式で表示する。

PROMPT> drmfscat D: -device Harddisk1 -l
INSTANCE: D:
BACKUP-ID:0000000001 BACKUP-MODE: COLD INSTANCE: D: ORIGINAL-ID:0000000
001
START-TIME:2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME: 
FILESERV1
T DEVICE    FILE              FS FSTYPE DG LVM-DEVICE                  
                      COPY-GROUP PORT#  TID# LUN# MU# LDEV# P/S SERIAL#
F Harddisk1 D:¥temp¥file1.txt D: NTFS   -  ¥¥?¥Volume{df66a5b0-5583-12d
5-a410-806d6172696f}¥ mv01,rv01  CLI-A  2    10   0   10000 P   15044
F -         -                 -  -      -  -                           
                      mv01,rv01  CLI-A  2    11   0   10001 P   15044
 
INSTANCE: D:
BACKUP-ID:0000000002 BACKUP-MODE: COLD INSTANCE: D: ORIGINAL-ID:0000000
001

第 2 章   基本コマンド

100



START-TIME:2002/06/01 10:30:00 END-TIME: 2002/06/01 10:33:00 HOSTNAME: 
FILESERV1
T DEVICE    FILE              FS FSTYPE DG LVM-DEVICE                  
                      COPY-GROUP PORT#  TID# LUN# MU# LDEV# P/S SERIAL#
F Harddisk1 D:¥temp¥file1.txt D: NTFS   -  ¥¥?¥Volume{df66a5b0-5583-12d
5-a410-806d6172696f}¥ mv01,rv01  CLI-A  2    10   0   10000 P   15044
F -         -                 -  -      -  -                           
                      mv01,rv01  CLI-A  2    11   0   10001 P   15044

• ホスト「FILESERV1」の D ドライブのファイルシステムのバックアップ情報とバック

アップカタログの管理情報を表示する。

PROMPT> drmfscat D: -hostname FILESERV1
INSTANCE: D:
BACKUP-ID:0000000001 BACKUP-MODE: COLD INSTANCE: D: ORIGINAL-ID:0000000
001
START-TIME:2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME: 
FILESERV1
T FILE   FS  DG    DEVICE      COPY-GROUP
F -      D:  -     Harddisk1   mv01,rv01
F -      -   -     -           mv01,rv01

• D ドライブのファイルシステムのバックアップ情報とバックアップカタログの管理情

報を表示する。

PROMPT> drmfscat D: -v
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db2
INSTANCE: D:
BACKUP-ID:0000000001 BACKUP-MODE: COLD INSTANCE: D: ORIGINAL-ID:0000000
001
START-TIME: 2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME:
 FILESERV1
CATALOG-UPDATE-TIME: 2002/06/01 10:02:00
T FILE  FS  DG  DEVICE      COPY-GROUP
F -     D:  -   Harddisk1   mv01,rv01
F -     -   -   -           mv01,rv01

• D ドライブのファイルシステムのバックアップ情報とバックアップカタログの管理情

報を表示する（バックアップ未実行の場合）。

PROMPT> drmfscat D: -v
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db2
KAVX0024-E 指定されたバックアップデータは存在しません。

• マウントポイント「D:¥MNT」で指定されるファイルシステムのバックアップ情報を表

示する。

PROMPT> drmfscat D:¥MNT
INSTANCE: D:¥MNT
BACKUP-ID:0000000001 BACKUP-MODE: COLD INSTANCE: D:¥MNT ORIGINAL-ID:000
0000001
START-TIME：2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME: 
FILESERV1
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T FILE  FS      DG  DEVICE      COPY-GROUP
F -     D:¥MNT  -   Harddisk1   mv01,rv02
F -     -       -   -           mv01,rv02

• マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名「APP1」に記載した複数のマウン

トポイントディレクトリ「D:」，「E:」，「F:¥MNT」のファイルシステムのバックアップ

情報を一括して表示する。

PROMPT> drmfscat APP1
INSTANCE: APP1
BACKUP-ID:0000000001 BACKUP-MODE: COLD INSTANCE: APP1 ORIGINAL-ID:00000
00001
START-TIME:2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME: 
   FILESERV1
T FILE  FS       DG       DEVICE     COPY-GROUP
F -     D:       -        Harddisk1  mv01,rv01
F -     E:       -        Harddisk2  mv01,rv02
F -     F:¥MNT   -        Harddisk3  mv01,rv03

2.3.3   drmfsdisplay（ファイルシステムの情報を表示，または更新
する）

書式

ファイルシステムの情報を表示する場合

drmfsdisplay 
       [ マウントポイントディレクトリ名 ]
       [ -target ファイル名またはディレクトリ名 | -f 一括定義ファイル名 ]
       [ -device デバイスファイル名 ] [ -l ] [ -v ][ -cf ]

ディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新する場合

drmfsdisplay -refresh 

説明

次の３つの機能があります。

1. コマンドを実行したサーバ上のファイルシステムのリソース情報を表示します。

2. コマンドを実行したシステム内の任意のファイルシステムについて，マウントポイン

トディレクトリ単位で情報を表示します。

3. ディクショナリマップファイルに登録されているファイルシステムの情報を更新しま

す。バックアップする前に実行してください。

1. および 2. で表示する項目を次の表に示します。
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表 2-10   drmfsdisplay コマンドの表示項目

表示項目 意味

INSTANCE マウントポイントディレクトリ名

T オブジェクトタイプ

（ファイルを表す「F」が表示されます）

FILE ファイル名

FS マウントポイントディレクトリ名

FSTYPE ファイルシステムタイプ

DG 「-」

LVM-DEVICE 論理デバイスファイル名（論理ボリュームマネージャー導入環境の場
合）または「GUID」（論理ボリュームマネージャーを導入していない
環境の場合）

DEVICE※1 物理デバイスファイル名（RAW デバイスファイル名）または
Harddiskn（n：整数）

COPY-GROUP コピーグループ名

PORT# サーバホスト側のポート名称

TID# サーバホスト側のターゲット ID

LUN# サーバホスト側の論理ユニット番号

MU# ペア識別子

LDEV# ストレージ装置内での論理デバイス番号

P/S 業務ボリュームか複製ボリュームかを識別する文字

P：ペアボリュームの業務ボリュームを示す場合

S：ペアボリュームの複製ボリュームを示す場合

-：ペアボリュームを構成していないボリュームを示す場合

SERIAL# ストレージ装置のシリアル番号

COPY-FUNC コピー種別

DynamicDataReplication
RemoteDataReplication
DynamicSnapVolume
のいずれか

GEN-NAME 世代識別名

local_n：ローカルのペアボリュームの場合（n は 0 から 999 までの
世代番号）

remote_n：リモートのペアボリュームの場合（n は 0 から 999 まで
の世代番号）

-：ペアボリュームを構成していないボリュームを示す場合

VIRTUAL-SERVERNAME※2 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

DB-PATH※2 ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名

CORE-MAPFILE-UPDATE-TIME※

2
コアマップファイル更新時刻

APP.-MAPFILE-UPDATE-TIME※2 アプリケーションマップファイル更新時刻
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注 ※1

-deviceオプションを指定してコマンドを実行した場合，Tの次に表示されます。

注 ※2

-vオプションを指定してコマンドを実行した場合，表示されます。

表示できない項目がある場合，その項目欄には「-」が表示されます。すべての項目が表示

できない場合，エラーメッセージが表示されます。

各項目は，空白文字で区切られて表示されます。

引数

マウントポイントディレクトリ名

情報を表示したいファイルシステムのドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パ

スを指定します。パスの末尾に「¥」がないときでも，「¥」が指定されているものとみなさ

れます。例えば，「D:」と「D:¥」は同じドライブとみなされます。また，「D:¥MOUNTDIR」
と「D:¥MOUNTDIR¥」は同じディレクトリとみなされます。

このオプションを省略した場合は，すべてのファイルシステムが対象になります。

-target ファイル名またはディレクトリ名

特定のファイルまたはディレクトリに関連する情報を表示する場合に指定します。ファイ

ル名またはディレクトリ名は，絶対パスで指定してください。複数のファイルやディレクト

リの情報を表示するときは，ファイル名またはディレクトリ名をコンマで区切って指定しま

す。

-f 一括定義ファイル名

特定のファイルまたはディレクトリに関連する情報を表示する場合に指定します。表示す

るファイルまたはディレクトリの絶対パスの一覧を記述した一括定義ファイルをあらかじ

め作成しておきます。一括定義ファイル名を指定することで，表示するファイルやディレク

トリを一度に指定できます。一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。

-device デバイスファイル名

特定のデバイスファイルに関連する情報だけを表示する場合に指定します。このオプショ

ンを指定すると，マウントポイントディレクトリ名で指定したファイルシステムのファイル

システム情報に対して，指定したデバイスファイルに関する情報を表示します。 マウント

ポイントディレクトリ名を省略した場合，すべてのファイルシステムの情報に対して，指定

したデバイスファイルに関する情報を表示します。

-l

表示形式をロング形式にする場合に指定します。
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-v

ディクショナリマップファイルに関する管理情報を表示する場合に指定します。次の情報

を表示します。

• ディクショナリマップファイルの格納ディレクトリ名

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）の DRM_DB_PATHに設定されてい

るパスを表示します。

DRM_DB_PATH が設定されていない場合は，インストール時に自動的に作成されたデ

フォルトのディクショナリマップファイル格納ディレクトリを表示します。

• 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

環境変数 DRM_HOSTNAMEが設定されていない場合は，「-」を表示します。

• ディクショナリマップファイルの更新時刻

コアマップファイルとアプリケーションマップファイルに分けて更新時刻を表示しま

す。drmfsdisplayコマンドの場合は，同一時刻を表示します。

-cf

ローカルコピー，リモートコピーの種別を表示する場合，またはコピーグループ名に対応す

る世代識別名を表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は，リモートの

情報も表示されます。

-refresh

ディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新する場合に指定します。すべて

のファイルシステムに対するディクショナリマップファイルの情報が更新されます。 この

とき，コアマップファイルは更新時にいったん情報が削除されてから，更新されます。ディ

クショナリマップファイルに VSS スナップショットのディスク情報を設定する場合は，こ

のオプションを指定します。

ディクショナリマップファイルの更新は DB サーバで実行します。

ディスクの構成変更を行った場合は必ずディクショナリマップファイルを更新してくださ

い。

注意事項

-target オプション，または -f オプションによって空白を含んだファイル名またはディレ

クトリ名をコマンドラインのオプションとして指定する場合，指定されるパス名は，引用符

（"）で囲む必要があります。

ただし，一括定義ファイル内で対象のファイル名またはディレクトリ名を記述する場合は，

指定するパス名を引用符（"）で囲む必要はありません。
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戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• D ドライブのファイルシステムの情報を出力する。

PROMPT> drmfsdisplay D:
INSTANCE: D:
T FILE      FS        DG        DEVICE              COPY-GROUP
F -         D:        -         Harddisk1           mv01,rv01

• マウントポイント「D:¥MNT」で指定されるファイルシステムの情報を出力する。

PROMPT> drmfsdisplay D:¥MNT
INSTANCE: D:¥MNT
T FILE      FS            DG        DEVICE              COPY-GROUP
F -         D:¥MNT        -         Harddisk1           mv01,rv01

• D ドライブのファイル「D:¥temp¥file1.txt」の情報をロング形式で出力する。

PROMPT> drmfsdisplay D: -target D:¥temp¥file1.txt -l
INSTANCE: D:
T FILE                FS  FSTYPE  DG  LVM-DEVICE                       
                  DEVICE    COPY-GROUP PORT#  TID# LUN# MU# LDEV# P/S S
ERIAL#
F D:¥temp¥file1.txt   D:  NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-5583-11d5-a41
0-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv01  CL1-A  0    0    0   10000 P   1
5044

• ディスクボリューム「Harddisk1」に関連するファイルシステム情報をロング形式で出

力する。

PROMPT> drmfsdisplay -device Harddisk1 -l
INSTANCE: D:
T DEVICE    FILE                FS   FSTYPE  DG  LVM-DEVICE            
                            COPY-GROUP PORT#  TID# LUN# MU# LDEV# P/S S
ERIAL#
F Harddisk1 D:¥temp¥file1.txt   D:   NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-55
83-11d5-a410-806d6172696f}¥ mv01,rv01  CL1-A  0    0    0   10000 P   1
5044

• D ドライブのファイルシステムの情報とディクショナリマップファイルの管理情報を

出力する。

PROMPT> drmfsdisplay D: -v
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db2
INSTANCE: D:
CORE-MAPFILE-UPDATE-TIME: 2002/06/01 10:00:00
APP.-MAPFILE-UPDATE-TIME: 2002/06/01 10:00:00
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T FILE      FS        DG        DEVICE              COPY-GROUP
F -         D:        -         Harddisk1           mv01,rv01

• D ドライブのファイルシステムの情報とディクショナリマップファイルの管理情報を

出力する（ディクショナリマップファイルが存在しない場合）。

PROMPT> drmfsdisplay D: -v
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db2
KAVX0039-E コアマップファイルが存在しません。

• D ドライブのファイルシステムがローカルコピーかリモートコピーかの種別，および

世代識別名の情報を出力する。

PROMPT> drmfsdisplay D: -l -cf
INSTANCE: /mnt
T FILE     FS FSTYPE DG  LVM-DEVICE                                    
    DEVICE    COPY-GROUP PORT# TID# LUN# MU# LDEV# P/S SERIAL#  COPY-FU
NC              GEN-NAME
F D:¥file1 D: NTFS   -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-5583-11d5-a410-806d6172696
f}¥ Harddisk1 mv01,rv01  CL1-A 0    0    0   10000 P   15044    Dynamic
DataReplication local_0

2.3.4   drmfsrestore（バックアップしたファイルシステムを業務ボ
リュームにリストアする）

書式

drmfsrestore バックアップ ID -resync [ -force ]
             [ -target ディレクトリ名 | -f 一括定義ファイル名 ]
             [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]

説明

バックアップ ID で指定された複製ボリュームのバックアップデータを，ディスクの再同期

で業務ボリュームにリストアします。複数の物理ボリュームで構成されるファイルシステ

ムの場合，それらのすべての物理ボリュームをリストアします。

次に，ディスクの再同期でリストアするときのコマンドの動作を説明します。

1. リストアされるファイルシステムがマウントされていた場合，ファイルシステムは自

動的にアンマウントされます。ファイルシステムのアンマウントに失敗した場合は，

エラーメッセージが表示され，リストア処理はエラーになります。 ファイルシステム

があらかじめアンマウントされていた場合，次の手順に進みます。

2. ファイルシステムが正常にアンマウントされたことを確認したあと，ディスクの再同

期で，複製ボリュームから業務ボリュームにバックアップデータがリストアされます。

3. ファイルシステムがマウントされます。
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次に，クラスタ構成でリストアするときのコマンドの動作を説明します。

1. リストアされるファイルシステムのディスクリソースがオンラインの場合，ディスク

リソースは自動的にオフラインにされます。 ディスクリソースのオフラインに失敗

した場合は，エラーメッセージが表示され，リストア処理はエラーになります。 ディ

スクリソースがあらかじめオフラインだった場合，次の手順に進みます。

2. ディスクリソースが正常にオフライン状態になったことを確認したあと，ディスクの

再同期で，複製ボリュームから業務ボリュームにバックアップデータがリストアされ

ます。

3. ディスクリソースがオンラインにされます。

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）で CLU_MSCS_RESTORE に ONLINE が
設定されている場合，Windows Server Failover Clustering 環境のクラスタグループ内のボ

リュームに対して，クラスタリソースがオンライン状態でリストアできます。

業務ボリューム上のデータは，バックアップ時点での複製ボリュームのディスクイメージで

上書きされます。したがって，バックアップ後に業務ボリューム上に新規に作成したり，更

新したりしたデータはすべて無効となります。

このコマンドを実行する前に，リストア対象のボリュームを使用するアプリケーションプロ

グラムはすべて終了させておく必要があります。OS が使用しているボリュームはリストア

できません。

このコマンドは，複製ボリュームのデータを業務ボリュームにリストアするためのもので

す。drmmediabackup コマンドによって複製ボリュームからテープにバックアップしたり，

drmmediarestore コマンドによってテープから複製ボリュームへリストアしたり，

drmmount コマンドによって複製ボリュームをマウントしたりするときは，このコマンドを

使用しないでください。

バックアップ後に物理ディスクのパーティションスタイルが変更された場合に、コマンドを

実行したときは次の表に示す動作になります。

表 2-11   物理ディスクのパーティションスタイルとコマンド実行結果

バックアップ前 バックアップ後 リストアコマンド実行結果

業務ボリューム 業務ボリューム 複製ボリューム コマンド状態

MBR ディスク MBR ディスク MBR ディスク 正常終了

GPT ディスク エラー (KAVX5171-E または KAVX5137-
E)
再同期実施後 ※1

GPT ディスク MBR ディスク エラー (DRM-10337)
再同期実施前 ※2

GPT ディスク エラー (DRM-10337)
再同期実施前 ※2

GPT ディスク MBR ディスク MBR ディスク エラー (DRM-10337)
再同期実施前 ※2

GPT ディスク エラー (DRM-10337)
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バックアップ前 バックアップ後 リストアコマンド実行結果

業務ボリューム 業務ボリューム 複製ボリューム コマンド状態

再同期実施前 ※2

GPT ディスク MBR ディスク エラー (KAVX5171-E または KAVX5137-
E)
再同期実施後 ※1

GPT ディスク 正常終了

注 ※1

再同期処理が実行された後に、エラーが表示されます。

注 ※2

再同期処理が実行される前に、エラーが表示されます。

引数

バックアップ ID

リストアするバックアップデータのバックアップ ID を指定します。バックアップ ID とは，

バックアップデータを一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バックアップカタ

ログに登録されます。バックアップ ID を確認するには，drmfscat コマンドを実行します。

なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略

しないでください。

-resync

業務ボリュームと複製ボリュームを再同期して，リストアします。複製ボリュームのバック

アップデータを，業務ボリュームに同期します。

-force

業務ボリュームと複製ボリュームを強制的に再同期して，リストアする場合に指定します。

このオプションを指定すると，ファイルサーバでバックアップを実行したときに取得した業

務ボリュームのコピーグループ名がファイルサーバの情報と一致していれば， LDEV 番号ま

たは SERIAL 番号がバックアップ時の番号と一致していない場合にも強制的に再同期しま

す。このオプションは，ボリュームを入れ替えて LDEV 番号が変わった場合など，-resync
オプションを指定しただけでは再同期でリストアできないときにだけ指定してください。

通常のリストアでこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれがあります。

-target ディレクトリ名

特定のディレクトリを含むファイルシステムをリストアする場合に指定します。ディレク

トリ名は，マウントポイントディレクトリ名，ドライブ文字，またはボリュームマウントポ

イント名を表します。ディレクトリ名は，バックアップ ID で指定したバックアップカタロ
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グに登録されている必要があります。ただし，バックアップ済みのディレクトリ名を指定し

た場合は，バックアップカタログに登録されていなくてもリストアできます。

このオプションを指定するときは，ディレクトリ名は，絶対パスで指定してください。デー

タは，バックアップした時点での格納場所と同じ場所にリストアされます。指定するディレ

クトリ名は，バックアップしたディレクトリ名と完全に一致させてください。 ディレクト

リ名のパスが完全に一致しない場合，正しくリストアされません。複数のディレクトリを一

度にリストアするときは，ディレクトリ名をコンマで区切って指定します。空白を含んだ

ディレクトリ名を指定する場合，指定するディレクトリ名を引用符（"）で囲む必要があり

ます。

このオプションおよび -f オプションの両方を省略した場合は，バックアップカタログに登

録されたファイルシステム全体をリストアします。

-f 一括定義ファイル名

特定のファイルまたはディレクトリを含むファイルシステムをリストアする場合に指定し

ます。ファイル名またはディレクトリ名は，バックアップ ID で指定したバックアップカタ

ログに登録されている必要があります。

リストアするファイルまたはディレクトリの絶対パスの一覧を記述した一括定義ファイル

をあらかじめ作成しておきます。一括定義ファイル名を指定することで，リストアするファ

イルやディレクトリを一度に指定できます。一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。

指定する個々のファイル名またはディレクトリ名は，drmfsbackup コマンドの -targetオ

プションまたは -fオプションを指定した場合，指定したパスと完全に一致させてください。

ファイル名またはディレクトリ名のパスが完全に一致しない場合，正しくリストアされませ

ん。

空白を含んだ一括定義ファイル名を指定する場合，指定する一括定義ファイル名を引用符

（"）で囲む必要があります。ただし，一括定義ファイル内で対象のファイル名またはディレ

クトリ名を記述する場合は，指定するパス名を引用符（"）で囲む必要はありません。

このオプションおよび -target オプションの両方を省略した場合は，バックアップカタロ

グに登録されたファイルシステム全体をリストアします。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述されていないパラメーター

についても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥raid
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注意事項

バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理されてい

ます。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータがあって

も，リストアできなくなる場合があります。

詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バッ

クアップおよびリストア時の注意事項についての記述を参照してください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• バックアップ ID「0000000001」で識別されるバックアップデータを，ディスクを再同

期してリストアする。

PROMPT> drmfsrestore 0000000001 -resync

• バックアップ ID「0000000001」で識別されるバックアップデータを，ディスクを再同

期してリストアする。リストア時はコピーパラメーター定義ファイル「remote0.dat」
に定義されているパラメーターを使用する。

PROMPT> drmfsrestore 0000000001 -resync -pf remote0.dat

2.4   基本コマンド（共通系コマンド）
ここでは，バックアップ対象に関係なく，共通で使用する基本コマンドについて説明しま

す。

「2.4.1   drmappcat（ホスト上のカタログ情報を表示する）（112 ページ）」

「2.4.2   drmcgctl（コピーグループをロック，または解除する）（115 ページ）」

「2.4.3   drmdbexport（バックアップ情報をファイルにエクスポートする）（117 ページ）」

「2.4.4   drmdbimport（ファイルからバックアップ情報をインポートする）（118 ページ）」

「2.4.5   drmdevctl（物理ボリュームを隠ぺいおよび隠ぺい解除する）（119 ページ）」

「2.4.6   drmhostinfo（ホスト情報の一覧を表示する）（125 ページ）」

「2.4.7   drmresync（コピーグループを再同期する）（126 ページ）」

「2.4.8   drmvssimport（VSS インポートサーバを起動または停止する）（129 ページ）」
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2.4.1   drmappcat（ホスト上のカタログ情報を表示する）

書式

特定のバックアップ ID のバックアップ情報を表示する場合

drmappcat バックアップ ID 
          [ -l ][ -hostname ホスト名][ -v ]
          [ -comment バックアップコメント ]

バックアップ情報を表示する場合

drmappcat [ -l ][ -hostname ホスト名][ -v ]
          [ -comment バックアップコメント ][ -template ]

バックアップ情報を削除する場合

drmappcat バックアップ ID -delete

説明

コマンドを実行したサーバ上のバックアップカタログに保存されているファイルシステム

およびアプリケーションに対して実行されたバックアップ情報を表示できます。

表 2-12   rmappcat コマンドの表示項目

表示項目 意味

BACKUP-COMMENT※1 バックアップコメント

BACKUP-ID バックアップ ID（10 桁）

ORIGINAL-ID※2 元のバックアップ ID

BACKUP-MODE バックアップモード

HOSTNAME※2 スナップショットバックアップを実行したサーバ名

BACKUP-OBJECT スナップショットバックアップオブジェクト種別

INSTANCE※2※3 • バックアップ対象インスタンス名（データベースの場合）

• マウントポイントディレクトリ名（ファイルシステムの場合）

START-TIME スナップショットバックアップ開始時刻

END-TIME スナップショットバックアップ終了時刻

VIRTUAL-SERVERNAME 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

DB-PATH バックアップカタログ格納ディレクトリ名

注 ※1

-commentオプションを指定したときに表示されます。

注 ※2

-lオプションを指定したときに表示されます。
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注 ※3

Protection Manager for Exchange Server の場合は「-」が示されます。

引数

バックアップ ID

特定のバックアップ ID のバックアップ情報を表示するとき，または特定のバックアップ情

報を削除するときに指定します。バックアップ ID とは，バックアップデータを一意に識別

するための ID で，バックアップ時に，バックアップカタログに登録されます。なお，指定

できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでく

ださい。

-l

次の項目を表示したい場合に指定します。

• ORIGINAL-ID

• HOSTNAME

• INSTANCE

-hostname ホスト名

特定のホストに関連するバックアップ情報だけを表示する場合に指定します。コマンドを

実行するサーバ上に，複数のサーバ上で実行されたバックアップ情報がインポートされてい

るようなときに指定します。

-v

表示対象のバックアップカタログに関する情報を表示する場合に指定します。次の情報を

表示します。

• バックアップカタログの格納ディレクトリ名

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）の DRM_DB_PATH に設定されて

いるパスを表示します。DRM_DB_PATH が設定されていない場合は，インストール時に

自動的に作成されたデフォルトのディクショナリマップファイル格納ディレクトリを

表示します。

• 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

環境変数 DRM_HOSTNAME が設定されていない場合は，「-」を表示します。

-comment バックアップコメント

特定のバックアップコメントの情報だけを表示する場合に指定します。バックアップコメ

ントは大文字と小文字を区別します。
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バックアップコメントはワイルドカード（*）が指定できます。前方一致（XYZ* のように，

先頭は検索したい文字で，末尾に任意の文字を指定する）だけ指定できます。ワイルドカー

ド，記号，または半角スペースを指定する場合はバックアップコメントを引用符（"）で囲

んで指定します。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコ

メントの文字列として正しく解釈できません。「-comment "*"」と指定した場合は，すべての

バックアップカタログを表示します。すべてのバックアップカタログを表示した場合，バッ

クアップコメントが登録されていないバックアップカタログには，「-」を表示します。

「-comment ""」のように，-comment オプションの後に引用符２つを指定した場合は，バッ

クアップデータはありません，というメッセージを表示します。

-delete

バックアップカタログからバックアップ情報を削除するときに指定します。

SQL Server の場合，このオプションを指定すると，データベース構成ファイルとは別のボ

リュームに配置されている VDI メタファイルも削除されます。必要に応じて，コマンドを

実行する前に，VDI メタファイルをバックアップしてください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• バックアップカタログ一覧をホスト名「stdg7」を指定して詳細に表示する。

PROMPT> drmappcat -l -hostname stdg7
BACKUP-ID  ORIGINAL-ID BACKUP-MODE HOSTNAME BACKUP-OBJECT  INSTANCE STA
RT-TIME          END-TIME
0000000162 0000000162  ONLINE      stdg7    FILESYSTEM     F:       200
3/10/02 18:24:35 2003/10/02 18:59:37
0000000251 0000000251  ONLINE      stdg7    MSSQL          DEFAULT  200
3/10/03 18:55:15 2003/10/03 18:59:37

• バックアップ ID「0000000162」のバックアップカタログ一覧を詳細に表示する。

PROMPT> drmappcat 0000000162 -l -comment "*"
BACKUP-COMMENT BACKUP-ID  ORIGINAL-ID BACKUP-MODE HOSTNAME BACKUP-OBJEC
T INSTANCE START-TIME          END-TIME
Comment        0000000162 0000000162  ONLINE      stdg7    FILESYSTEM  
  F:       2003/10/02 18:24:35 2003/10/02 18:59:37

• バックアップコメント付きで，バックアップカタログ一覧とバックアップカタログの管

理情報を表示する。

PROMPT> drmappcat -v -comment "Comment*"
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM
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BACKUP-COMMENT BACKUP-ID  BACKUP-MODE BACKUP-OBJECT START-TIME         
 END-TIME
Comment1       0000000162 ONLINE      FILESYSTEM    2003/10/02 18:24:35
 2003/10/02 18:59:37
Comment2       0000000251 ONLINE      MSSQL         2003/10/03 18:55:15
 2003/10/03 18:59:37

• バックアップ ID「0000000162」のバックアップカタログを削除する。

PROMPT> drmappcat 0000000162 -delete 
KAVX0424-I バックアップカタログを削除しました。
           バックアップ ID = 0000000162

2.4.2   drmcgctl（コピーグループをロック，または解除する）

書式

コピーグループの一覧を表示する場合

 drmcgctl

コピーグループ名を指定して，ロック，またはロックを解除する場合

drmcgctl -copy_group コピーグループ名 -mode { lock | unlock }

バックアップ ID を指定して，ロック，またはロックを解除する場合

drmcgctl -backup_id バックアップ ID -mode { lock | unlock }

説明

バックアップデータがあるコピーグループをロックし，次回のバックアップ時に上書きされ

ないようにします。または，コピーグループのロックを解除します。コピーグループのロッ

クはコマンドを実行したサーバ上でだけ有効です。コピーグループのロックを解除するま

で，そのサーバ上からはコピーグループに対して操作できなくなります。

オプションを指定しないでこのコマンドを実行した場合，コピーグループの一覧が表示され

ます。次のことが確認できます。

• コピーグループのロック状態

• バックアップ ID（バックアップが取られている場合）

引数

-copy_group コピーグループ名

ロックする，またはロックを解除するコピーグループの名称を指定します。
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同じ論理ボリュームかどうかは，次のどちらかのコマンド（実行結果の LVM-DEVICE の項

目）で確認できます。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfsdisplay コマンド

１つの論理ボリュームグループが複数のコピーグループから構成される環境で，複数世代

バックアップ機能を利用する場合，論理ボリュームグループを構成するすべてのコピーグ

ループの世代数を合わせる必要があります。コピーグループの世代が合っていない場合，

Protection Manager では正しくバックアップの世代管理を行うことができません。

-mode { lock | unlock }

コピーグループをロックするのか，またはロックを解除するのかを指定します。コピーグ

ループをロックする場合は，「lock」を指定します。ロックを解除する場合は，「unlock」
を指定します。

-backup_id バックアップ ID

ロックする，またはロックを解除するコピーグループに関連したバックアップ ID を指定し

ます。バックアップ ID を指定すると，指定したバックアップ ID で識別されるバックアップ

に使用されたすべてのコピーグループをまとめてロックしたり，ロックを解除したりできま

す。業務ボリュームから複製ボリュームへデータをバックアップしたときのバックアップ

ID を指定してください。なお，指定できるバックアップ  ID の値は  0000000001 ～
4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

バックアップ ID を確認するには，バックアップ対象に応じて，次のどれかのコマンドを実

行します。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscat コマンド

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcat コマンド

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcat コマンド

このオプションでは，複製ボリュームからテープへバックアップしたときのバックアップ

ID（drmtapecat コマンドで確認できるバックアップ ID）は指定できません。指定した場

合は，コマンドはエラーになります。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• コピーグループ単位にロック情報の一覧を表示する。

PROMPT> drmcgctl
COPY GROUP                 LOCK STATUS  BACKUP-ID
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mv01,rv01                  LOCKED       0000000001
mv01,rv02                  LOCKED       0000000001
mv01,rv03                  UNLOCKED
mv02,rv01                  UNLOCKED

• コピーグループ「mv01,rv01」をロックする。

PROMPT> drmcgctl -copy_group mv01,rv01 -mode lock

• コピーグループ「mv01,rv01」のロックを解除する。

PROMPT> drmcgctl -copy_group mv01,rv01 -mode unlock

• バックアップ ID「0000000001」で識別されるコピーグループをロックする。

PROMPT> drmcgctl -backup_id 0000000001 -mode lock

• バックアップ ID「0000000001」で識別されるコピーグループのロックを解除する。

PROMPT> drmcgctl -backup_id 0000000001 -mode unlock

2.4.3   drmdbexport（バックアップ情報をファイルにエクスポート
する）

書式

drmdbexport バックアップ ID -f エクスポート先ファイル名

説明

バックアップカタログに記憶されたバックアップ情報をファイルにエクスポートします。

エクスポートしたバックアップ情報は，drmdbimport コマンドでほかのサーバのバック

アップカタログにインポートできます。

引数

バックアップ ID

エクスポートするバックアップ ID を指定します。なお，指定できるバックアップ ID の値

は，次 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。バックアップ

ID を確認するには，バックアップ対象に応じて，次のどれかのコマンドを実行します。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscat コマンド

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcat コマンド

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcat コマンド
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-f エクスポート先ファイル名

バックアップ情報をエクスポートするファイル名を絶対パスで指定します。ファイル名は，

511 バイトまで指定できます。エクスポート先ファイル名で指定したファイルがすでに存在

する場合，対象ファイルは上書きされます。

なお，-f オプションによって空白を含んだファイル名またはディレクトリ名をコマンドライ

ンのオプションとして指定する場合，指定されるパス名は，引用符（"）で囲む必要があり

ます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

バ ッ ク ア ッ プ  ID 「 0000000001 」 の バ ッ ク ア ッ プ 情 報 を フ ァ イ ル 「 D:¥temp
¥0000000001.drm」にエクスポートする。

PROMPT> drmdbexport 0000000001 -f D:¥temp¥0000000001.drm

2.4.4   drmdbimport（ファイルからバックアップ情報をインポート
する）

書式

drmdbimport -f インポート元ファイル名

説明

drmdbexport コマンドでエクスポートされたバックアップ情報のファイルをバックアップ

カタログにインポートします。Protection Manager はコピーグループをキーにバックアップ

情報を管理します。インポートする場合に，同じコピーグループを使用するバックアップ情

報があるとき，元のバックアップ情報は上書きされます。

引数

-f インポート元ファイル名

バックアップ情報をインポートするファイル名を絶対パスで指定します。ファイル名は，

511 バイトまで指定できます。
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なお，-f オプションによって空白を含んだファイル名またはディレクトリ名をコマンドライ

ンのオプションとして指定する場合，指定されるパス名は，引用符（"）で囲む必要があり

ます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

ファイル「D:¥temp¥0000000001.drm」からバックアップ情報をインポートする。

PROMPT> drmdbimport -f D:¥temp¥0000000001.drm

2.4.5   drmdevctl（物理ボリュームを隠ぺいおよび隠ぺい解除する）

書式

バックアップカタログに記録されたコピーグループの複製ボリュームを隠ぺいする場合

drmdevctl バックアップ ID -detach [ -noscan ]

コピーグループを指定して複製ボリュームを隠ぺいする場合

drmdevctl -copy_group コピーグループ名 -detach [ -noscan ]

サーバにディスク隠ぺい認識指示をする場合（-detach オプションで -noscan を指定した

後）

drmdevctl -rescan

バックアップカタログに記録されたコピーグループの複製ボリュームを隠ぺい解除（公開）

する場合

drmdevctl バックアップ ID -attach

コピーグループを指定して複製ボリュームを隠ぺい解除（公開）する場合

drmdevctl -copy_group コピーグループ名 -attach

ローカルボリュームのディスク Signature を表示する場合（すべてのコピーグループが対象）

drmdevctl -sigview

ローカルボリュームのディスク Signature を表示する場合（指定したバックアップカタログ

に記録されているコピーグループが対象）
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drmdevctl バックアップ ID -sigview

ローカルボリュームのディスク Signature を表示する場合（指定したコピーグループが対象）

drmdevctl -copy_group コピーグループ名 -sigview

ローカルボリュームのディスク Signature を，バックアップ時の値に更新する場合（指定し

たバックアップカタログに記録されているコピーグループが対象）

drmdevctl バックアップ ID -sigset

ローカルボリュームのディスク Signature を，指定した値に更新する場合（指定したコピー

グループが対象）

drmdevctl -copy_groupコピーグループ名 -sigsetディスク Signature

説明

バックアップサーバに iStorage VSS Provider がインストールされている必要があります。

サーバに接続されたストレージサブシステム装置の物理ボリュームを，サーバから隠ぺいま

たは隠ぺい解除します。

物理ボリュームを隠ぺいすることで，複数世代の複製ボリュームに VSS 機能を使用した

バックアップが可能となります。また，複数の世代の複製ボリューム取得したバックアップ

データを，それぞれをバックアップサーバでテープ装置にバックアップできます。

コピーグループを指定して、Protection Manager の管理対象となるすべてのコピーグループを

隠ぺいする事により，バックアップサーバのボリューム隠ぺい環境の初期構築ができます。

また，バックアップ ID およびコピーグループを指定することもできます。

運用開始後に，サーバに接続されたストレージサブシステム装置の物理ボリュームに対して

隠ぺいまたは隠ぺい解除をしたい場合にも使用できます。

ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）に DEVICE_DETACH= ENABLE を設定

しておく必要があります。

DynamicDataReplication または RemoteDataReplication の場合，コピーグループに対応するレ

プリケーションボリューム (RV) を隠ぺいします。

DynamicSnapVolume の場合，コピーグループに対応するスナップショットボリューム (SV)
とリンク可能な，リンクボリューム (LV) を隠ぺいします。

また，ファイルサーバまたはデータベースサーバでリストアコマンドがエラー終了した場合

に，バックアップサーバでコピーグループのディスク Signature（ディスク署名）を表示およ

び更新できます。これによって，リストア処理の失敗から回復できます。

引数

バックアップ ID
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バックアップカタログに対応したバックアップ ID を指定します。バックアップ ID を指定

すると，バックアップカタログに記録されたコピーグループの複製ボリュームが対象の物理

ボリュームとなります。なお，指定できるバックアップ  ID の値は  0000000001 ～
4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

-copy_group コピーグループ名

有効なコピーグループ名を指定します。指定されたコピーグループの複製ボリュームが，対

象の物理ボリュームとなります。

-detach

ストレージサブシステムの物理ボリュームをサーバから隠ぺいし，サーバにディスク再認識

を指示します。

-attach

隠ぺい状態のストレージサブシステムの物理ボリュームを隠ぺい解除（公開）し，サーバに

ディスク再認識を指示します。

-noscan

ボリューム隠ぺい後に，OS へのディスク再認識指示を行わない場合に指定します。

ただし，ボリューム隠ぺいを一度でも実行した場合は，最後に OS へのディスク再認識指示

（-rescan）をする必要があります。ディスク再認識指示をしなかった場合，OS と実際の

ディスク構成の間に不整合が発生するため，「drmdevctl -detach」，「drmdevctl -
attach」以外の操作を実行した場合の動作の保証はできません。

このオプションは，-detach オプションと同時に指定する必要があります。-attach オプ

ションと同時に指定する事はできません。

-rescan

OS へのディスク再認識を指示します。ボリューム隠ぺいを実行した場合は，そのあとに

ディスクの再認識をする必要があります。ディスク再認識操作の処理時間はハードウェア

構成（特に接続ディスク数）に依存します。

このオプションは，ほかのオプションと同時に指定できません。

-sigview

物理ボリュームのディスク Signature を表示します。

このオプションは，KAVX5137-E のメッセージが出力され，リストアコマンドがエラー終了

した場合に，運用を回復するために使用します。

• -sigview オプションにバックアップ ID を指定したとき

バックアップ時に記録したディスク Signature が表示されます。これによって，バック

アップ時と現在とでディスク Signature の値を比較できます。
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• -sigview オプションと「-copy_group コピーグループ名」を同時に指定したとき，

または -sigview オプションにバックアップ ID を指定しないで，かつ「-copy_group
コピーグループ名」を指定しなかったとき

現在のディスク Signature だけが表示されます。このとき，バックアップ時に記録した

ディスク Signature には「--------」が表示されます。

-sigview オプションを指定したときに表示される項目を，次の表に示します。

表 2-13   drmdevctl -sigview コマンドの表示項目

表示項目 意味

COPY_GROUP バックアップ ID を指定した場合

　バックアップ対象のコピーグループの名称

コピーグループを指定した場合

　指定したコピーグループの名称

指定なしの場合

　すべてのコピーグループ

DEVICE コピーグループに対応する物理ボリューム名

（例）「Harddisk0」 ディスク隠ぺい時など，物理ボリュームが取得で
きない場合は「UNKNOWN」が表示される。

TYPE DEVICE に表示された物理ボリュームのパーティションスタイル
（「MBR」「GPT」「RAW」「---」のどれか）

DEVICE の表示内容が「UNKNOWN」の場合は，「---」が表示される。

CUR_DISKID DEVICE に表示された物理ボリュームの，現在のディスク Signature
（16 進数で表示）

DEVICE の表示内容が「UNKNOWN」の場合は，「--------」が表示さ
れる。

BKU_DISKID バックアップカタログに記録されたディスク Signature（16 進数で表
示）

ディスク Signature がセットされていない場合（Protection Manager
04-10 以前の環境でバックアップした場合など），およびバックアップ
ID を指定しなかった場合は，「--------」が表示される。

-sigset ディスク Signature

物理ボリュームのディスク Signature を更新します。

このオプションは，KAVX5137-E のメッセージが出力され，リストアコマンドがエラー終了

した場合に，運用を回復するために使用します。

-sigset オプションは，「バックアップ ID」または「-copy_group コピーグループ名」の

どちらかを，同時に指定する必要があります。

• -sigset オプションと「バックアップ ID」を同時に指定したとき

バックアップ時に記録したディスク Signature の値に従って，現在のディスク Signature
が更新されます。任意のディスク Signature は，指定できません。

• -sigset オプションと「-copy_group コピーグループ名」を同時に指定したとき
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-sigset オプションに続けて指定したディスク Signature に従って，現在のディスク

Signature が更新されます。このとき，ディスク Signature は必ず指定する必要がありま

す。また，指定するディスク Signature は，パーティションスタイルによって異なりま

す。パーティションスタイルと指定するディスク Signature を次に示します。

表 2-14   パーティションスタイルと指定するディスク Signature

パーティションスタイル 形式（例） 備考

MBR ABCDEF01 16 進数 8 桁以内

GPT ABCDEF01-2345-6789-ABCD-EF0123456789 GUID
（{} は不要）

注意事項

• 対象のコピーグループがマウント中の場合，このコマンドを投入しないで下さい。

• バックアップ ID と-copy_group オプションは同時に指定できません。

• -detach オプションを指定して実行した場合，物理ボリュームはすべてのアプリケー

ションからオフライン（クローズ）にしてください。オフラインにしないと，アプリ

ケーションが使用中であっても，物理ボリュームは強制的にサーバから隠ぺいされま

す。そのため，アプリケーションに予期しない問題が発生するおそれがあります。

• VSS 機能を使用している場合，複数世代の複製ボリュームを同時に OS に認識させる事

はできません。

• コピーグループが隠ぺいされているなどの理由で，ローカルボリュームが物理ボリュー

ムにマッピングされていない場合，次の制限が発生します。

- -sigviewオプションを指定して実行したとき，現在のディスク Signature を参照で

きません。このとき，コマンドの出力結果には「--------」が表示されます。

- -sigsetオプションを指定して実行したとき，ディスク Signature を更新できませ

ん。

現在のディスク Signature を表示したり，更新したりするには，コピーグループの隠ぺ

いを解除（公開）して，ローカルボリュームを物理ボリュームにマッピングしてくださ

い。

• -sigset オプションを指定してディスク Signature を更新した場合は，-sigview オプ

ションを指定して再度コマンドを実行し，ディスク Signature が正しく更新されたこと

を必ず確認してください。なお，更新後のディスク Signature を持つボリュームがすで

に存在していると，期待したディスク Signature ではなく，Windows によって設定され

た異なるディスク Signature に更新されることがあります。このような場合は，更新し

たいディスク Signature を持つ物理ボリュームに対して -sigset オプションのコピー

グループ指定を実行し，ディスク Signature を重複しない別の値に更新しておいてくだ

さい。
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• -sigset オプションを指定してディスク Signature を更新しようとした場合で，ディス

ク  Signature の形式とディスクのパーティションスタイルが異なっているときは，

KAVX5170-E のエラーメッセージを表示し，エラー終了します。

• -sigview オプションと「バックアップ ID」を同時に指定して実行した場合で，バッ

クアップカタログに記憶しているディスク Signature の形式と現在のディスクのパー

ティションスタイルが異なっているときは，KAVX5171-E のエラーメッセージを表示

し，エラー終了します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• バックアップカタログに記録されたコピーグループの複製ボリュームを隠ぺいし，ドラ

イブを再認識する。

PROMPT> drmdevctl 0000000002 -detach

• コピーグループを指定して複製ボリュームの隠ぺいを繰り返し，最後にドライブを再認

識する。

PROMPT> drmdevctl -copy_group mv01,rv01 -detach -noscan
PROMPT> drmdevctl -copy_group mv02,rv02 -detach -noscan
PROMPT> drmdevctl -copy_group mv03,rv03 -detach -noscan
PROMPT> drmdevctl -rescan

• バックアップカタログに記録されたコピーグループの複製ボリュームを隠ぺい解除（公

開）し，ドライブを再認識する。

PROMPT> drmdevctl 0000000002 -attach

• コピーグループを指定して複製ボリュームの隠ぺい解除（公開）を繰り返す。

PROMPT> drmdevctl -copy_group mv01,rv01 -attach
PROMPT> drmdevctl -copy_group mv02,rv02 -attach
PROMPT> drmdevctl -copy_group mv03,rv03 -attach

• すべてのコピーグループに対して，ローカルボリュームの現在のディスク Signature を
表示する。

PROMPT> drmdevctl -sigview
COPY_GROUP  DEVICE      TYPE CUR_DISKID BKU_DISKID
mv01,rv01   Harddisk10  MBR  ABCDEF01   --------
mv01,rv02   Harddisk11  MBR  ABCDEF02   --------
mv01,rv03   UNKNOWN     ---  --------   --------
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mv02,rv11   Harddisk12  GPT  ABCDEF01-2345-6789-ABCD-EF0123456701  ----
----
mv02,rv12   Harddisk13  GPT  ABCDEF01-2345-6789-ABCD-EF0123456702  ----
----
mv02,rv13   UNKOWN      ---  --------                          --------

• バックアップ ID「0000000002」のバックアップカタログに記録されたコピーグループ

に対して，ローカルボリュームの現在のディスク Signature とバックアップ時のディス

ク Signature を表示する。

PROMPT> drmdevctl 0000000002 -sigview
COPY_GROUP  DEVICE      TYPE CUR_DISKID BKU_DISKID
mv01,rv01   Harddisk10  MBR  ABCDEF01   ABCDEF00
mv01,rv02   Harddisk11  MBR  ABCDEF02   ABCDEF03

• コピーグループ「mv01,rv01」に対して，ローカルボリュームの現在のディスク Signature
を表示する。

PROMPT> drmdevctl -copy_group mv01,rv01 -sigview
COPY_GROUP  DEVICE      TYPE CUR_DISKID BKU_DISKID
mv01,rv01   Harddisk10  MBR  ABCDEF01   --------

• バックアップ ID「0000000002」のバックアップカタログに記録されたコピーグループ

に対して，ローカルボリュームのディスク Signature をバックアップ時のディスク

Signature に更新する。

PROMPT> drmdevctl 0000000002 -sigset

• コピーグループに対して，ローカルボリュームのディスク Signature を更新する。

- MBR ディスクの場合

コピーグループ「mv01,rv01」に対して，ディスク Signature を「ABCDEF00」に

更新する。

PROMPT> drmdevctl -copy_group mv01,rv01 -sigset ABCDEF00

- GPT ディスクの場合

コ ピ ー グ ル ー プ 「 mv02,rv11 」 に 対 し て ， デ ィ ス ク  Signature を

「ABCDEF01-2345-6789-ABCD-EF0123456701」に更新する。

PROMPT>drmdevctl -copy_group mv02,rv11 -sigset ABCDEF01-2345-6789-A
BCD-EF0123456701

2.4.6   drmhostinfo（ホスト情報の一覧を表示する）

書式

drmhostinfo
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説明

ホストにインストールされた Protection Manager の製品情報を表示します。

表 2-15   drmhostinfo コマンドで表示されるホスト情報

表示項目 説明

PRODUCT 製品名称です。

VERSION 製品バージョンが表示されます。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• ホスト情報を表示する。

PROMPT> drmhostinfo
PRODUCT VERSION
Protection Manager - Copy Controller 7.0.0
Protection Manager for SQL Server 7.0.0

2.4.7   drmresync（コピーグループを再同期する）

書式

コピーグループ名を指定して再同期する場合

drmresync -copy_group コピーグループ名
       [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
       [ -s バックアップサーバ名 -svol_check ]

バックアップ ID を指定して再同期する場合

drmresync -backup_id バックアップ ID
       [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
       [ -s バックアップサーバ名 -svol_check ]

コピーグループ一括定義ファイルを指定して再同期する場合

drmresync -cg_file コピーグループ一括定義ファイル名
       [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
       [ -s バックアップサーバ名 -svol_check ]

第 2 章   基本コマンド

126



説明

指定したコピーグループ，または指定したバックアップ ID に関連するコピーグループを再

同期し，同期状態に戻します。このコマンドを実行すると，該当するバックアップ情報が

バックアップカタログから削除されます。また，業務ボリュームから複製ボリュームへ同期

されるため，複製ボリュームのバックアップデータは消去されます。このコマンドは，複製

ボリュームのデータをテープなどの二次記憶媒体にコピーしたあとで使用することをお勧

めします。

drmmediabackup コマンドで複製ボリュームからテープにバックアップしたり，

drmmediarestore コマンドでテープから複製ボリュームへリストアしたり，drmmount コ
マンドで複製ボリュームをマウントしたりしているときに，このコマンドは使用しないでく

ださい。

引数

-copy_group コピーグループ名

再同期するコピーグループの名称を指定します。

コピーグループ名を確認するには，バックアップ対象に応じて，次のどれかのコマンドを実

行します。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscat コマンド

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcat コマンド

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcat コマンド

-backup_id バックアップ ID

再同期するコピーグループに関連したバックアップ ID を指定します。バックアップ ID を
指定すると，指定したバックアップ ID で識別されるバックアップに使用されたすべてのコ

ピーグループをまとめて再同期できます。なお，指定できるバックアップ  ID の値は

0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

バックアップ ID を確認するには，バックアップ対象に応じて，次のどれかのコマンドを実

行します。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscat コマンド

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcat コマンド

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcat コマンド

-cg_file コピーグループ一括定義ファイル名

再同期するコピーグループを記述したコピーグループ一括定義ファイル名を絶対パスで指

定します。対象とするコピーグループ数が多い場合に，コピーグループを一括して再同期す

る場合に指定します。
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コピーグループ名を確認するには，バックアップ対象に応じて，次のどれかのコマンドを実

行します。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscat コマンド

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcat コマンド

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcat コマンド

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥raid

-s バックアップサーバ名

リモートのバックアップサーバに接続してバックアップを実行する場合に指定します。

バックアップサーバのホスト名または IP アドレスを，255 バイト以内の文字列で指定してく

ださい。IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定できます。

-svol_check

複製ボリュームのバックアップサーバでの状態をチェックしたい場合に指定します。 この

オプションは，-s オプションと同時に指定する必要があります。複製ボリュームの状態を

チェックすることで，バックアップの失敗を防ぐことができます。

チェック内容（項目，対象，条件）は次のとおりです。

表 2-16   複製ボリュームの状態チェック

チェック項目 チェック対象のボリュー
ム

チェックの条件

複製ボリュームがバック
アップサーバにマウント
されていないこと

今回，バックアップ先と
なる複製ボリューム

常にチェックされる。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合
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使用例

• コピーグループ「mv01,rv01」を再同期する。

PROMPT> drmresync -copy_group mv01,rv01

• バックアップ ID「0000000001」で識別されるコピーグループを再同期する。

PROMPT> drmresync -backup_id 0000000001

2.4.8   drmvssimport（VSS インポートサーバを起動または停止す
る）

書式

drmvssimport start drmvssimport startjob drmvssimport stop

説明

このコマンドは，Protection Manager 4.4 以前のバージョンの，VSS インポートサーバを起

動・停止するためのコマンドとの互換性を確保するためのものです。このコマンドは，メッ

セージを表示するだけで，何も処理しません。

補足説明

　　Protection Manager 5.5 以降のバージョンでは，Protection Manager サービスが起動してい

れば，VSS インポートサーバを起動する必要はありません。Protection Manager サービスに

ついては，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）を参照してくだ

さい。

引数

start

4.4 以前のバージョンの VSS インポートサーバを起動する場合と同じメッセージを表示し

ます。

startjob

4.4 以前のバージョンの VSS インポートサーバを起動する場合と同じメッセージを表示し

ます。

stop

4.4 以前のバージョンの VSS インポートサーバを停止する場合と同じメッセージを表示し

ます。
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戻り値

0 　　：正常終了した場合

使用例

• VSS インポートサーバを起動する。

PROMPT> drmvssimport start
KAVX5009-I VSSインポートサーバを起動します。
KAVX5010-I VSSインポートサーバを起動しました。

• VSS インポートサーバを停止する。

PROMPT> drmvssimport stop
KAVX5015-I VSSインポートサーバを停止します。
KAVX5016-I VSSインポートサーバが停止しました。

2.5   基本コマンド（テープ系コマンド）
ここでは，テープ装置を使用する場合の基本コマンドについて説明します。

「2.5.1   drmmediabackup（複製ボリュームからテープにバックアップする）（130 ページ）」

「2.5.2   drmmediarestore（テープから複製ボリュームにリストアする）（133 ページ）」

「2.5.3   drmmount（複製ボリュームをマウントする）（136 ページ）」

「2.5.4   drmtapecat（バックアップカタログのバックアップ情報を一覧表示する）（139 ペー

ジ）」

「2.5.5   drmtapeinit（バックアップ管理製品のパラメーターを登録する）（147 ページ）」

「2.5.6   drmumount（複製ボリュームをアンマウントする）（149 ページ）」

2.5.1   drmmediabackup（複製ボリュームからテープにバックアッ
プする）

書式

drmmediabackup バックアップ ID
      [ -raw ] [ -bkdir バックアップファイルディレクトリ ]
      [ -bup_env 構成定義ファイル名 ]

説明

複製ボリュームのデータをテープへバックアップします。バックアップ ID で指定したバッ

クアップ情報を基に，複製ボリュームのデータをテープへバックアップします。
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drmmediabackup コマンドを実行する前に，複製ボリュームをバックアップサーバ上のマウ

ントポイントにマウントする必要があります。マウントには drmmount コマンドを使用し，

引数にはバックアップ ID を指定してください。また，drmmediabackup コマンドを実行し

たあとに，マウントした複製ボリュームを drmumount コマンドでアンマウントする必要が

あります。

drmmediabackup コマンドでバックアップしたデータは，drmmediarestore コマンドでリ

ストアできます。

drmmediabackup コマンドを実行する前に，次のことを確認してください。

• バックアップ管理製品と連携している。

• バックアップ ID を指定して drmmount コマンドを実行し，バックアップ対象の複製ボ

リュームをマウントしてある。

• テープバックアップ用の定義ファイルが作成してある。

• 複製ボリュームは同期状態ではない。

drmmediabackup コマンドの実行中に異常が発生した場合は，Protection Manager が提供す

るバックアップ管理製品のトレースログの内容を参照し，出力内容に従って対処してくださ

い。

• NetBackup の場合

レースログは，次のファイルに出力されます。

<Protection Manager のインストール先 >¥log¥drm_nbu_backup.log

• Arcserve Backup の場合

Protection Manager では，Arcserve Backup のトレースログを提供していません。異常が

発生した場合は，Arcserve Backup が提供するログを確認するか，GUI を起動して状況

を確認し，対処してください。

複数の drmmediabackupコマンドを並列実行する場合は，コマンドのリトライ時間に注意し

てください。コマンドの並列実行については，「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」

（IS315）を参照してください。

引数

バックアップ ID

テープへバックアップするバックアップデータが記憶されている複製ボリュームをバック

アップ ID として指定します。バックアップ ID とは，バックアップデータを一意に識別する

ための ID で，バックアップ時に，バックアップカタログに登録されます。指定できるバッ

クアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

バックアップ ID を確認するには，バックアップ対象に応じて，次のどれかのコマンドを実

行します。
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• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscat コマンド

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcat コマンド

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcat コマンド

drmmediabackup コマンドを使用する場合は，事前に drmmount コマンドで，バックアップ

ID を指定してマウントしておいてください。drmmount コマンドで，コピーグループ名を指

定してマウントしたときは，drmmediabackup コマンドを使用できません。

-raw

このオプションは，複製ボリュームを RAW デバイスとしてバックアップする場合に指定し

ます。RAW デバイスとしてバックアップする場合，論理ボリューム単位でバックアップさ

れます。

このオプションは NetBackup の場合にだけ使用できます。

-bkdir バックアップファイルディレクトリ

バックアップ対象が SQL Server データベースの場合に，バックアップファイルディレクト

リを変更したいときに指定します。

このオプションを省略した場合，このコマンドを実行したときにバックアップカタログに登

録されているディレクトリをバックアップします。

バックアップファイルディレクトリ名を指定するときの条件は次のとおりです。

最大文字数：255 バイト

使用できる文字：Windows でディレクトリ名に使用できる文字。

空白を含む場合はバックアップファイルディレクトリを引用符（""）で囲んで指定しま

す。

バックアップファイルディレクトリ名としてドライブは指定できません。

バックアップファイルディレクトリの最後に「¥」は指定できません。

このオプションは，テープへバックアップする複製ボリュームのデータが，ディレクトリ付

きでバックアップされているときに指定できます。ディレクトリ付きのバックアップとは，

次のオプションを指定してバックアップした状態のことです。

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：rmsqlbackup を実行したとき

なお，バックアップファイルディレクトリ長に，使用するバックアップソフト（NetBackup
など）が受け付ける最大バックアップパス長以上を指定しないでください。

-bup_env 構成定義ファイル名

テープにバックアップ，または，テープからリストアをする場合に，ユーザーが作成した構

成定義ファイルの起動パラメーターを指定したいときに指定します。
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このオプションを省略した場合は，デフォルトの構成定義ファイルを使用します。このた

め，デフォルトの構成定義ファイルを作成しておく必要があります。

構成定義ファイルは，デフォルト構成定義ファイルと同じディレクトリの下に作成してくだ

さい。詳細については，「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，テープバッ

クアップ用構成定義ファイルの作成についての記述を参照してください。

構成定義ファイル名を指定するときの条件は次のとおりです。

最大文字数（ディレクトリ長とファイル名の合計）：255 バイト

使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

バックアップ ID「0000000002」のバックアップデータを，D ドライブにマウントし，テー

プにバックアップする。

PROMPT> drmmount 0000000002 -mount_pt D:
PROMPT> drmmediabackup 0000000002
PROMPT> drmumount 0000000002

2.5.2   drmmediarestore（テープから複製ボリュームにリストアす
る）

書式

drmmediarestore バックアップ ID [ -raw ] [ -bup_env 構成定義ファイル名 ]

説明

バックアップ ID で指定したバックアップ情報を基に，drmmediabackup コマンドでバック

アップしたデータをテープから複製ボリュームにリストアします。drmmediarestore コマ

ンドを実行する前に，複製ボリュームをバックアップサーバ上のマウントポイントにマウン

トする必要があります。マウントには drmmount コマンドを使用し，引数にはバックアップ

ID を指定してください。また， drmmediarestore コマンドを実行したあとに，マウントし

た複製ボリュームを drmumount コマンドでアンマウントする必要があります。
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Arcserve Backup を使用した環境で，テープからバックアップ済みのデータを回復する場合，

Protection Manager のコマンドと ARCserve Backup の画面を使用した操作を組み合わせて操

作します。

Arcserve Backup と連携するために，drmtapeinit コマンドで「ARCB」と設定した場合，

drmmediarestore コマンドを実行すると，リストアの対象となる複製ボリュームにマウン

トしたあと，次に示すメッセージが表示されます。メッセージに従って Arcserve Backup の
画面を使用してリストアしてください。

リストア操作が終了したあと，次のどれかのキーワードを入力してください。

• YES（正常終了した場合）

• NO（エラーが発生した場合）

• CANCEL（操作をキャンセル）

Arcserve Backup を使用してリストア操作を完了したあと，正しいキーワードを入力してくだ

さい。

drmmediarestore コマンドを実行する前に，次のことを確認してください。

• バックアップ管理製品と連携している。

• バックアップ ID を指定して drmmount コマンドを実行し，バックアップ対象の複製ボ

リュームをマウントしてある。

• 複製ボリュームが同期状態ではない。

drmmediarestore コマンドの実行中に異常が発生した場合は，Protection Manager が提供す

るバックアップ管理製品のトレースログの内容を参照し，出力内容に従って対処してくださ

い。

• NetBackup の場合

<Protection Manager のインストール先 >¥log¥drm_nbu_restore.log

• Arcserve Backup の場合

Protection Manager では，Arcserve Backup のトレースログを提供していません。異常が

発生した場合は，Arcserve Backup が提供するトレースログを確認するか，GUI を起動

して状況を確認し，対処してください。

複数の drmmediarestore コマンドを並列実行する場合は，コマンドのリトライ時間に注意

してください。並列実行については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイ

ド」（IS315）を参照してください。

引数

バックアップ ID

リストアするバックアップデータのバックアップ ID を指定します。バックアップ ID とは，

バックアップデータを一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バックアップカタ
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ログに登録されます。なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295
です。先頭の 0 は省略しないでください。バックアップ ID を確認するには，drmtapecat
コマンドを実行します。

drmmediarestore コマンドを使用する場合は，事前に drmmount コマンドで，バックアッ

プ ID を指定してマウントしておいてください。drmmount コマンドで，コピーグループ名

を指定してマウントしたときは，drmmediarestore コマンドを使用できません。

-raw

バックアップ ID で指定したバックアップデータが，バックアップ時に -raw オプションを

指定して，RAW デバイスとしてバックアップしたデータであることを明示します。このオ

プションを省略しても，バックアップ時に -raw オプションを指定していれば，-raw オプ

ション指定と同様のリストア処理を行います。ただし，バックアップ時に -raw オプショ

ンを指定しないでバックアップしたデータをリストアする場合にこのオプションを指定す

ると，メッセージを出力しエラーになります。

このオプションは，NetBackup の場合だけ使用できます。

-bup_env 構成定義ファイル名

テープにバックアップ，または，テープからリストアをする場合に，ユーザーが作成した構

成定義ファイルの起動パラメーターを指定したいときに指定します。

このオプションを省略した場合は，デフォルトの構成定義ファイルを使用します。このた

め，デフォルトの構成定義ファイルを作成しておく必要があります。

構成定義ファイルは，デフォルト構成定義ファイルと同じディレクトリの下に作成してくだ

さい。詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）
の，テープバックアップ用構成定義ファイルの作成についての記述を参照してください。

　注意事項

構成定義ファイルの NBU_MASTER_SERVERの値は，バックアップ時と同じ値を指定する

必要があります。

構成定義ファイル名を指定するときの条件は次のとおりです。

最大文字数（ディレクトリ長とファイル名の合計）：255 バイト

使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字

NetBackup の場合

構成定義ファイルの NBU_MASTER_SERVERパラメーターで NetBackup のマスターサーバを指

定してテープにバックアップを行った場合，テープからリストアする際に同じマスターサー

バを指定する必要があります。

戻り値

0 　　：正常終了した場合
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0 以外：エラーが発生した場合

使用例

バックアップ ID「0000000002」で識別されるバックアップデータを，複製ボリュームを D
ドライブへマウントし，テープからリストアする。

PROMPT> drmmount 0000000002 -mount_pt D:
PROMPT> drmmediarestore 0000000002
PROMPT> drmumount 0000000002

2.5.3   drmmount（複製ボリュームをマウントする）

書式

コピーグループ名を指定してマウントする場合

drmmount -copy_group コピーグループ名
       [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名 ]

バックアップ ID を指定してマウントする場合

drmmount バックアップ ID
       [ -mount_pt マウントポイントディレクトリ名 ]
       [ -force ]

説明

複製ボリュームをマウントし，該当するコピーグループをロックします。次のような場合に

使用します。

• バックアップ，リストアの対象となる複製ボリュームをマウントする。

• バックアップする前に，システムキャッシュをクリアする。

• バックアップやリストアした後で，アンマウント状態になった複製ボリュームをマウン

トする。

バックアップ ID を指定すると，指定したバックアップ ID に対応するコピーグループをロッ

クします。drmmount でロックしたコピーグループは drmumount コマンドでロックが解除

されますので，drmmount コマンドで複製ボリュームをマウントしたら，必ず drmumount
コマンドで複製ボリュームをアンマウントしてください。

ファイルシステムとしてフォーマットされていない複製ボリュームやミラー状態の複製ボ

リュームはマウントできません。

次のような場合，複製ボリュームをマウントしないで，メッセージを出力してエラーになり

ます。
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• 複製ボリュームが参照できないホスト上でこのコマンドを実行した場合

• バックアップを実行したときに取得した業務ボリュームのコピーグループ名，LDEV 番
号および DKC シリアル番号が，現在のバックアップサーバの情報と一致していない場

合

• 同期状態の複製ボリュームに，このコマンドを実行した場合

引数

-copy_group コピーグループ名

マウントするコピーグループの名称を指定します。データをバックアップする前に，システ

ムキャッシュのクリアが必要な場合があります。このとき，バックアップサーバからコピー

グループを指定して複製ボリュームをマウントします。そのあと，drmumount コマンドで

アンマウントすることでシステムキャッシュがクリアされます。

コピーグループ名を確認するには，drmfscat コマンドまたは drmfsdisplay コマンドを実

行します。

-mount_pt マウントポイントディレクトリ名

複製ボリュームをマウントするマウントポイントディレクトリの名称を，ドライブ文字また

はドライブ文字から始まる絶対パスで指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレク

トリ名に指定できる文字で，パスの末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してくださ

い。ただし，半角スペース，マルチバイト文字，および半角カタカナは使用できません。ド

ライブ文字から始まる絶対パスを指定する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウンウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定すると，マウント先は

次のようになります。

• コピーグループ名を指定してマウントする場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ

指定したドライブがすでに使用されている場合は，指定したドライブからアルファベッ

ト順に検索した未使用のドライブにマウントします。

• バックアップ ID を指定してマウントする場合（バックアップした複製ボリュームをす

べてマウントする場合）

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字から始まる絶対パスを指定すると，マ

ウント先は次のようになります。
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• コピーグループ名を指定してマウントする場合

マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス

• バックアップ ID を指定してマウントする場合（バックアップした複製ボリュームをす

べてマウントする場合）

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-mount_pt オプショ

ンに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボリュー

ムでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

このオプションを省略した場合は，使用されていないドライブにマウントします。

バックアップ ID

マウントする業務ボリュームに関連したバックアップ ID を指定します。指定したバック

アップ ID で識別されるバックアップで，複数のコピーグループが使用されていた場合，す

べてのコピーグループの複製ボリュームがマウントされます。なお，指定できるバックアッ

プ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

バックアップ ID を確認するには，バックアップ対象に応じて，次のどれかのコマンドを実

行します。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscat コマンド

• drmmount コマンド実行後に drmmediarestore コマンドでリストアを行う場合：

drmtapecatコマンド

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcat コマンド

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcat コマンド

-force

強制的にマウントするときに指定します。指定したバックアップ ID に対して，マウントボ

リュームのコピーグループ名が一致している場合は，LDEV 番号または DKC シリアル番号

が一致していないときでも強制的にマウントします。

　注意事項

-forceオプションを指定すると，複製ボリュームの LDEV 番号および DKC シリアル番

号をチェックしないでマウントするので，データが破壊される可能性があります。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合
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使用例

• バックアップ ID「0000000001」で識別される複製ボリュームを，「D:」にマウントす

る。

PROMPT> drmmount 0000000001 -mount_pt D:

このとき，バックアップ ID「0000000001」で複数の複製ボリュームがバックアップさ

れている場合，D ドライブを基点にして，使用していないドライブをアルファベット順

に検索し，マウント処理が実行されます。

• バックアップ ID「0000000001」で識別される複製ボリュームを，「E:¥SVOLMNT」にマ

ウントする。

PROMPT> drmmount 0000000001 -mount_pt E:¥SVOLMNT

このとき，バックアップされた業務ボリュームのマウントポイントが次の構成の場合，

P:
P:¥MNT
Q:

それぞれ次のパスにマウントされます。

E:¥SVOLMNT¥P
E:¥SVOLMNT¥P¥MNT
E:¥SVOLMNT¥Q

2.5.4   drmtapecat（バックアップカタログのバックアップ情報を一
覧表示する）

書式

複製ボリュームからテープへのバックアップ情報を表示する場合

drmtapecat
    [ バックアップ ID ][ -l ][ -hostname ホスト名 ] [ -v ]
    [ -comment バックアップコメント]
    [ -bkdir バックアップファイル格納ディレクトリ ]

業務ボリュームから複製ボリュームへのバックアップ情報を表示する場合

• バックアップ対象がファイルシステムの場合

drmtapecat -o FILESYSTEM 
   マウントポイントディレクトリ名またはドライブ名 |
   マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名 [ drmfscatコマンドのオプション ]

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合

第 2 章   基本コマンド

139



drmtapecat -o MSSQL インスタンス名 [ drmsqlcatコマンドのオプション ]

• バックアップ対象がストレージグループの場合

drmtapecat -o MSEXCHANGE [ drmexgcatコマンドのオプション ] 

複製ボリュームからテープへのバックアップ情報を削除する場合

drmtapecat バックアップ ID -delete

説明

コマンドを実行したサーバ上のバックアップカタログに保持されている，テープへバック

アップしたときのバックアップ情報を一覧で表示します。表示するバックアップカタログ

は，drmmediabackup コマンドで作成されたバックアップカタログです。バックアップ情報

を確認することで，バックアップ ID に対応したオブジェクトの情報を確認できます。この

情報から，リストア時に指定するバックアップ ID を確認できます。

drmtapecatコマンド実行時に表示される，複製ボリュームからテープへのバックアップ情

報を次の表に示します。

表 2-17   drmtapecat コマンドで表示されるバックアップ情報

表示項目 意味

BACKUP-COMMENT※1 バックアップコメント

BACKUP-ID バックアップ ID（10 桁）

ORIGINAL-ID※2 drmmediabackupコマンドで取得した元のバックアップ ID

HOSTNAME※2 スナップショットバックアップを実行したサーバ名

BACKUP-OBJECT スナップショットバックアップオブジェクト種別

INSTANCE※2 バックアップ対象インスタンス名

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：マウントポイント
ディレクトリ名

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：SQL Server
インスタンス名

• バックアップ対象が Exchange データベースの場合：「-」を表示

SNAPSHOT-TIME スナップショットバックアップが実行された時間

EXPIRATION-TIME テープ上にバックアップされたデータの有効期限

BACKUP-MEDIA※6 テープへバックアップするときにバックアップ管理製品が使用した
メディアラベル名

BACKUP-FILE-DIRECTORY※3 drmmediabackup コマンドでバックアップしたバックアップファイ
ル格納ディレクトリ

VIRTUAL-SERVERNAME※4 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAMEの値）

DB-PATH※4 バックアップカタログ格納ディレクトリ名

CATALOG-UPDATE-TIME※5 バックアップカタログ作成時刻
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注 ※1

-commentオプションを指定したときに表示されます。

注 ※2

-lオプションを指定したときに表示されます。

注 ※3

-bkdirオプションを指定したときに表示されます。

注 ※4

-vオプションを指定したときに表示されます。

注 ※5

-vオプションおよび -oオプションを指定したときに表示されます。

注 ※6

「-」が表示されます。NetBackup のイメージカタログを参照して，メディアラベル名を

確認してください。

表示できない項目がある場合，その項目欄には「-」が表示されます。すべての項目が表示

できない場合，エラーメッセージが表示されます。

各項目は，空白文字で区切られて表示されます。業務ボリュームから複製ボリュームへの

バックアップ情報は，テープへバックアップしたオブジェクトの元である業務ボリュームの

情報やバックアップしたデータベースの各種ファイルの情報です。これは，複製ボリューム

からテープへのバックアップ情報をさらに詳細にした情報で，次の情報と同じです。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscatコマンドで表示されるバック

アップ情報と同じ

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcatコマンドで表示され

るバックアップ情報と同じ

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcatコマンドで表示されるバッ

クアップ情報と同じ

引数

バックアップ ID

特定のバックアップ ID のバックアップ情報を表示するとき，または特定のバックアップ情

報を削除するときに指定します。なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～
4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

-l
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drmmediabackup コマンドで取得した次の項目を表示したい場合に指定します。

• ORIGINAL-ID

• HOSTNAME

• INSTANCE

-hostname ホスト名

特定のホストに関連するバックアップ情報だけを表示する場合に指定します。コマンドを

実行するサーバ上に，複数のサーバ上で実行されたバックアップ情報がインポートされてい

るようなときに指定します。

-v

表示対象のバックアップカタログに関する情報を表示する場合に指定します。

次の項目を表示します。

• VIRTUAL-SERVERNAME

環境変数 DRM_HOSTNAME が設定されていない場合は，「-」を表示します。

• DB-PATH

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）の DRM_DB_PATH に設定されてい

るパスを表示します。

DRM_DB_PATH が設定されていない場合は，インストール時に自動的に作成されたデ

フォルトのディクショナリマップファイル格納ディレクトリを表示します。

• CATALOG-UPDATE-TIME

バックアップカタログの作成時刻はバックアップ ID ごとに表示します。-o オプショ

ンを指定したときだけ，表示されます。

-o FILESYSTEM

業務ボリュームから複製ボリュームへバックアップした結果を表示するときに，バックアッ

プオブジェクトの種別がファイルシステムの場合に指定します。

-o MSSQL

業務ボリュームから複製ボリュームへバックアップした結果を表示するときに，バックアッ

プオブジェクトの種別が SQL Server データベースの場合に指定します。

-o MSEXCHANGE

業務ボリュームから複製ボリュームへバックアップした結果を表示するときに，バックアッ

プオブジェクトの種別が Exchange データベースの場合に指定します。

マウントポイントディレクトリ名またはドライブ名
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バックアップ情報を表示するファイルシステムのマウントポイントディレクトリ名または

ドライブ名を指定します。

マウントポイントディレクトリ一括定義ファイル名

バックアップ情報を表示するファイルシステムまたはドライブの，マウントポイントディレ

クトリ一括定義ファイル名を指定します。

インスタンス名

バックアップ情報を表示するデータベースのインスタンス名を指定します。

drmfscat コマンドのオプション

drmfscatコマンドの次のオプションを指定できます。それぞれのオプションの機能につい

ては，「drmfscat」を参照してください。

• -target

• -f

• -device

• -l

• -v

• -backup_id

• -hostname

drmsqlcat コマンドのオプション

drmsqlcat コマンドの次のオプションを指定できます。それぞれのオプションの機能につ

いては，「drmsqlcat」を参照してください。

• -target

• -f

• -device

• -transact_log

• -datafile

• -metafile

• -l

• -v

• -backup_id

• -hostname

drmexgcat コマンドのオプション
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drmexgcat コマンドの次のオプションを指定できます。それぞれのオプションの機能につ

いては，「drmexgcat」を参照してください。

• -target

• -f

• -device

• -transact_log

• -datafile

• -l

• -v

• -backup_id

• -hostname

-delete

バックアップカタログからバックアップ情報を削除するときに指定します。このオプショ

ンを指定すると，drmtapeinit コマンドで設定したバックアップ情報の保存日数が経過し

ていないバックアップ情報や，無期限に保存されるバックアップ情報を削除できます。

-comment バックアップコメント

特定のバックアップコメントの情報だけを表示する場合に指定します。 バックアップコメ

ントは大文字と小文字を区別します。

バックアップコメントはワイルドカード（*）が指定できます。前方一致（XYZ* のように，

先頭は検索したい文字で，末尾に任意の文字を指定する）だけ指定できます。ワイルドカー

ド，記号，または半角スペースを指定する場合はバックアップコメントを引用符（"）で囲

んで指定します。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコ

メントの文字列として正しく解釈できません。「-comment "*"」と指定した場合は，すべての

バックアップカタログを表示します。すべてのバックアップカタログを表示した場合，バッ

クアップコメントが登録されていないバックアップカタログには，「-」を表示します。

「-comment ""」のように，-comment オプションの後に引用符２つを指定した場合は，バッ

クアップデータはありません，というメッセージを表示します。

-bkdir バックアップファイル格納ディレクトリ

drmmediabackup コマンドでバックアップしたバックアップディレクトリを表示する場合

に指定します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合
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0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• バックアップ管理製品を使用してテープにバックアップしたバックアップ情報の一覧

を表示する。

PROMPT> drmtapecat
BACKUP-ID   BACKUP-OBJECT  SNAPSHOT TIME        EXPIRATION TIME     BAC
KUP-MEDIA
0000000001  FILESYSTEM     2002/02/01 10:00:00  2002/05/01 10:00:00 MED
IA1
0000000002  FILESYSTEM     2002/02/01 11:00:00  2002/05/01 11:00:00 MED
IA3
0000000003  FILESYSTEM     2002/02/01 11:30:00  2002/05/01 11:30:00 MED
IA4

• バックアップ ID「0000000002」のバックアップ情報の一覧を表示する。

PROMPT> drmtapecat 0000000002
BACKUP-ID   BACKUP-OBJECT  SNAPSHOT TIME        EXPIRATION TIME     BAC
KUP-MEDIA
0000000002  FILESYSTEM     2002/02/01 10:30:00  2002/05/01 10:30:00 MED
IA2

• バックアップ管理製品を使用してテープにバックアップしたバックアップ情報の詳細

を一覧で表示する。

PROMPT> drmtapecat -l
BACKUP-ID  ORIGINAL-ID HOSTNAME  BACKUP-OBJECT INSTANCE SNAPSHOT TIME  
EXPIRATION TIME   BACKUP-MEDIA
0000000001 0000000001  FILESV    FILESYSTEM    D:      2002/02/01 10:00
:00 2002/05/01 10:00:00 MEDIA1
0000000002 0000000001  APPSV     FILESYSTEM    E:      2002/02/01 11:00
:00 2002/05/01 11:00:00 MEDIA2

• バックアップ管理製品を使用してテープにバックアップしたバックアップ情報の一覧

を，ホスト名「FILESV」を指定して詳細に表示する。

PROMPT> drmtapecat -l -hostname FILESV
BACKUP-ID  ORIGINAL-ID HOSTNAME  BACKUP-OBJECT INSTANCE SNAPSHOT TIME  
EXPIRATION TIME   BACKUP-MEDIA
0000000001 0000000001  FILESV    FILESYSTEM     D:      2002/02/01 10:0
0:00 2002/05/01 10:00:00 MEDIA1

• バックアップ管理製品を使用してテープにバックアップしたバックアップカタログ情

報一覧と，バックアップカタログの管理情報を表示する。

PROMPT> drmtapecat -v
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥DB2
BACKUP-ID   BACKUP-OBJECT  SNAPSHOT TIME        EXPIRATION TIME     BAC
KUP-MEDIA
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0000000001  FILESYSTEM     2002/02/01 10:00:00  2002/05/01 10:00:00 MED
IA1
0000000002  MSSQL          2002/02/01 11:00:00  2002/05/01 11:00:00 MED
IA3
0000000003  MSEXCHANGE     2002/02/01 11:30:00  2002/05/01 11:30:00 MED
IA4

• バックアップ管理製品を使用してテープにバックアップしたバックアップカタログ情

報一覧と，バックアップカタログの管理情報を表示する（バックアップ未実行の場合）。

PROMPT> drmtapecat -v
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥DB2
KAVX0024-E 指定されたバックアップデータは存在しません。

• 業務ボリュームから複製ボリュームへのバックアップ情報を表示する。

PROMPT> drmtapecat -o FILESYSTEM D:
INSTANCE: D:
BACKUP-ID:0000000010 BACKUP-MODE: COLD INSTANCE: D: ORIGINAL-ID:0000000
001
START-TIME:2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME: 
FILESERV1
T FILE  FS  DG  DEVICE      COPY-GROUP
F -     D:  -   Harddisk1   mv01,rv01
F -     -   -   -           mv01,rv01

• 業務ボリュームから複製ボリュームへのバックアップ情報を表示する（バックアップ対

象が SQL Server データベースの場合）。

PROMPT> drmtapecat -o MSSQL -target SQL1
INSTANCE: SQL1
BACKUP-ID: 0000000010 BACKUP-MODE: ONLINE INSTANCE: SQL1 ORIGINAL-ID: 0
000000001
START-TIME: 2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME:
 DB_SVR1
T  DB   OBJECT    FILE              FS  DG  DEVICE     COPY-GROUP
M  DB1  METAFILE  C:¥METADIR¥Meta1  C:  -   -          -
D  DB1  DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf  D:  -   Harddisk2  mv02,rv02
-  -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02
T  DB1  TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf  D:  -   Harddisk2  mv02,rv02
-  -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02
M  DB2  METAFILE  C:¥METADIR¥Meta2  C:  -   -          -
D  DB1  DATAFILE  D:¥SQL¥data2.mdf  D:  -   Harddisk2  mv02,rv02
-  -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02
T  DB1  TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf  D:  -   Harddisk2  mv02,rv02
-  -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02

• 業務ボリュームから複製ボリュームへのバックアップ情報を表示する。（バックアップ

対象が Exchange データベースの場合）

PROMPT> drmtapecat -o MSEXCHANGE -target STR1
STORAGEGROUP: /EXCHANGE
BACKUP-ID: 0000000010  BACKUP-MODE: VSS  STORAGEGROUP: /EXCHANGE  ORIGI
NAL-ID: 0000000001
START-TIME: 2014/02/01 10:00:00  END-TIME: 2014/02/01 10:01:00  HOSTNAM
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E: EXG_SRV1
T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE                               
FS   DG   DEVICE      COPY-GROUP
M MAILBOXSTORE   MAILBOX1           D:¥STR1¥priv1.edb                  
D:   -    Harddisk1   mv01,rv01
- -              -                  -                                  
-    -    -           mv01,rv01
T TRANSACT       MAILBOX1           E:¥STR1¥E00*.log                   
E:   -    Harddisk2   mv01,rv02
- -              -                  -                                  
-    -    -           mv01,rv02
C CHECKPOINT     MAILBOX1           E:¥STR1¥E00.chk                    
E:   -    Harddisk2   mv01,rv02
- -              -                  -                                  
-    -    -           mv01,rv02

• バックアップコメントが「SQL-DB*」で始まるバックアップカタログを表示する

PROMPT> drmtapecat -comment “SQL-DB*”
BACKUP-COMMENT BACKUP-ID  BACKUP-OBJECT SNAPSHOT TIME       EXPIRATION 
TIME     BACKUP-MEDIA
SQL-DB-1     0000000002 MSSQL         2003/09/05 15:50:54 2003/12/05 15
:50:54 C:¥NBU_BACKUP¥stdg11_1070608229_C1_F1
SQL-DB-2     0000000002 MSSQL         2003/09/05 15:50:54 2003/12/05 15
:50:54 C:¥NBU_BACKUP¥stdg11_1070608250_C1_F1
SQL-DB-3     0000000008 MSSQL         2003/09/06 15:50:54 2003/12/06 15
:50:54 C:¥NBU_BACKUP¥stdg11_1070608251_C1_F1
SQL-DB-4     0000000008 MSSQL         2003/09/06 15:50:54 2003/12/06 15
:50:54 C:¥NBU_BACKUP¥stdg11_1070608252_C1_F1

• バックアップファイル格納ディレクトリを表示する。

PROMPT> drmtapecat -bkdir
BACKUP-ID   BACKUP-OBJECT  SNAPSHOT TIME        EXPIRATION TIME     BAC
KUP-MEDIA  BACKUP-FILE-DIRECTORY
0000000001  FILESYSTEM     2002/02/01 10:00:00  2002/05/01 10:00:00 MED
IA1        -
0000000002  MSSQL          2002/02/01 11:00:00  2002/05/01 11:00:00 MED
IA3        c:¥tmp¥bkfiledir
0000000003  MSEXCHANGE     2002/02/01 11:30:00  2002/05/01 11:30:00 MED
IA4        -

2.5.5   drmtapeinit（バックアップ管理製品のパラメーターを登録す
る）

書式

バックアップ管理製品のパラメーターを登録する場合

drmtapeinit

登録したバックアップ管理製品のパラメーターを表示する場合
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drmtapeinit -v

説明

Protection Manager と連携するバックアップ管理製品を制御するために使用するパラメー

ターを対話形式で登録します。

このコマンドで登録したパラメーターは，次の場所に格納されます。

<Protection Manager のインストール先 >¥conf¥tape¥DEFAULT.dat

このコマンドで登録するバックアップ管理製品のパラメーターを次の表に示します。

表 2-18   バックアップ管理製品のパラメーター

登録する項目 入力する内容

バックアップ管理製品名 「NBU」または「ARCB」を指定します。

NetBackup を使用している場合：NBU
Arcserve Backup を使用している場合：ARCB

テープバックアップ用のバック
アップカタログの保存日数

バックアップ情報の保存日数を数値で指定します。

0 を指定した場合，バックアップ情報は無期限に保存されます。

0 を指定した場合，-vオプションを指定してパラメーターを表示する
と，この項目には「PERMANENT」と表示されます。

引数

-v

登録したパラメーターを表示する場合に指定します。

注意事項

• バックアップ情報の保存日数をバックアップ管理製品の媒体保護期間より長く設定す

ると，バックアップ管理製品上で媒体情報が削除されるため，リストアできなくなりま

す。したがって，バックアップ情報の保存日数は，バックアップ管理製品の媒体保護期

間より短く設定してください。

• 一度設定したテープバックアップ管理製品連携用の構成定義ファイルが不要，または変

更になった場合，構成定義ファイルを削除して対処してください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合
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使用例

• NetBackup と連携するためのパラメーターを登録する。

PROMPT> drmtapeinit
KAVX0411-I バックアップ管理製品名を入力してください: NBU
KAVX0417-I バックアップカタログの保存日数を入力してください: 1
KAVX0414-I バックアップパラメーターが更新されました。

• NetBackup と連携するためのパラメーターを表示する。

PROMPT> drmtapeinit -v
バックアップ製品名                    : NBU
バックアップカタログの保存日数         : 1

2.5.6   drmumount（複製ボリュームをアンマウントする）

書式

コピーグループ名を指定してアンマウントする場合

drmumount -copy_group コピーグループ名

バックアップ ID を指定してアンマウントする場合

drmumount バックアップ ID

説明

drmmount コマンドでマウントした複製ボリュームをアンマウントし，該当するコピーグ

ループのロックを解除します。

指定したバックアップ ID またはコピーグループ名に対応するボリュームがすでにアンマウ

ントされている場合，対象ボリュームがアンマウント済みである旨の警告を表示し，処理を

続行します。

drmmediabackup コマンドおよび drmmediarestore コマンドを使用してバックアップも

しくはリストアした場合は，このコマンドを使用して複製ボリュームをアンマウントする必

要があります。

このコマンドを実行する前に，アンマウント対象の複製ボリュームを使用するアプリケー

ションプログラムはすべて終了させておく必要があります。

drmmount コマンドで複製ボリュームがマウントされているときに，次のコマンドを実行す

ると，drmumount コマンドで複製ボリュームがアンマウントできなくなります。

• drmfsbackup

• drmresync
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drmumount コマンドでアンマウントできない場合は，drmcgctl コマンドで指定のバック

アップ ID に対応するコピーグループのロックを解除してから，次の方法で複製ボリューム

をアンマウントしてください。

• ControlCommand で提供されるアンマウント機能

引数

-copy_group コピーグループ名

drmmount コマンドでマウントした，アンマウントするコピーグループの名称を指定しま

す。データをバックアップする前に，システムキャッシュのクリアが必要な場合がありま

す。このとき，バックアップサーバからコピーグループを指定して複製ボリュームを

drmmount コマンドでマウントします。その後，このコマンドでアンマウントすることでシ

ステムキャッシュがクリアされます。

コピーグループ名を確認するには，drmfscat コマンドまたは drmfsdisplayコマンドを実

行します。

バックアップ ID

アンマウントする業務ボリュームに関連したバックアップ ID を指定します。指定したバッ

クアップ ID で識別されるバックアップで，複数のコピーグループが使用されていた場合，

すべてのコピーグループの複製ボリュームがアンマウントされます。なお，指定できるバッ

クアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

バックアップ ID を確認するには，drmfscat コマンドを実行します。

バックアップ ID を確認するには，バックアップ対象に応じて，次のどれかのコマンドを実

行します。

• バックアップ対象がファイルシステムの場合：drmfscat コマンド

• drmmount コマンド実行後に drmmediarestore コマンドでリストアを行った場合：

drmtapecat コマンド

• バックアップ対象が SQL Server データベースの場合：drmsqlcat コマンド

• バックアップ対象がストレージグループの場合：drmexgcat コマンド

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

バックアップ ID「0000000001」で識別される複製ボリュームをアンマウントする。
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PROMPT> drmumount 0000000001

2.6   基本コマンド（ユーティリティコマンド）
ここでは，ユーティリティの基本コマンドについて説明します。

「2.6.1   drmdbsetup（Protection Manager のデータベースを作成・削除する）（151 ページ）」

2.6.1   drmdbsetup（Protection Manager のデータベースを作成・削
除する）

書式

バックアップカタログ情報とディクショナリマップファイルを作成する場合

drmdbsetup -i

バックアップカタログ情報とディクショナリマップファイルを削除する場合

drmdbsetup -u

drmdbsetup コマンドは，絶対パス名を指定して実行してください。drmdbsetup コマンド

の絶対パス名を，次に示します。

<Protection Manager のインストール先 >¥bin¥util¥drmdbsetup.exe

説明

drmdbsetup コマンドは，ディクショナリマップファイルの内容を作成したり，削除したり

します。作成・削除の対象となるディクショナリマップファイルの格納場所は， Protection
Manager の構成定義ファイル（init.conf）に記載されたパス情報（DRM_DB_PATH）に従い

ます。

Protection Manager の構成定義ファイルについては，マニュアル「Protection Manager CLI ユー

ザーズガイド」（IS315）の，Protection Manager の動作の設定に関する説明を参照してくださ

い。また，DRM_DB_PATH については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイ

ド」（IS315）の，ディクショナリマップファイルの作成に関する説明を参照してください。

引数

-i

Protection Manager の構成定義ファイルに記載されたパス情報（DRM_DB_PATH の値）を基に，

バックアップカタログ情報とディクショナリマップファイルを作成します。指定したディ

レクトリに，すでにディクショナリマップファイルが存在する場合，エラーとなります。
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-u

作成済みのバックアップカタログ情報とディクショナリマップファイルを削除します。こ

のオプションは，既存のディクショナリマップファイルを消去したい場合に使用してくださ

い。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

2.7   基本コマンド（バックアップ対象が SQL Server
データベースの場合）

ここでは，バックアップ対象が SQL Server データベースの場合の基本コマンドについて説

明します。

「2.7.1   drmsqlbackup（SQL Server データベースを複製ボリュームにバックアップする）（152
ページ）」

「2.7.2   drmsqlcat（SQL Server データベースのバックアップ情報を表示する）（160 ページ）」

「2.7.3   drmsqldisplay（SQL Server データベースの情報を表示，または更新する）（169 ペー

ジ）」

「2.7.4   drmsqlinit（SQL Server のパラメーターを登録する）（177 ページ）」

「2.7.5   drmsqllogbackup（SQL Server データベースのトランザクションログをバックアップす

る）（179 ページ）」

「2.7.6   drmsqlrecover（リストアした SQL Server データベースをリカバリする）（187 ページ）」

「2.7.7   drmsqlrecovertool（リストアした SQL Server データベースを GUI でリカバリする）

（189 ページ）」

「2.7.8   drmsqlrestore（バックアップした SQL Server データベースを業務ボリュームにリスト

アする）（192 ページ）」

2.7.1   drmsqlbackup（SQL Server データベースを複製ボリューム
にバックアップする）

書式

バックアップする場合

drmsqlbackup { インスタンス名 | DEFAULT }
             [ -system | -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]
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             [ -rc [ 世代識別名 ]]
             [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
             [ -comment バックアップコメント ]
             [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
             [ -s バックアップサーバ名
               [ -auto_import
                 [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
               ]
               [ -svol_check ]
             ]

説明

指定したインスタンスが記憶されているボリュームを複製ボリュームにバックアップしま

す。指定したインスタンスのデータファイルや各種のデータベースなどのオブジェクトが，

複数のボリュームで構成されている場合，すべての業務ボリュームが複製ボリュームにバッ

クアップされます。

SQL Server インスタンスをバックアップするときは，オンラインバックアップになります。

コマンドを実行するときに，起動していないインスタンスを指定すると，コマンドはエラー

になります。

コマンドを実行すると，インスタンス内のデータベースに対して，SQL Server の VDI（Virtual
Device Interface）によって，静止点が確保されます。スナップショットのデータ（VDI メタ

ファイル）は，次のディレクトリに格納されます。

• drmsqlinit コマンドで VDI メタファイル格納ディレクトリを登録した場合

登録したディレクトリにファイル名「バックアップ ID_ データベース ID.dmp」で格納

されます。

• drmsqlinit コマンドで VDI メタファイル格納ディレクトリを登録しなかった場合

データベースファイルの SQL Server での管理番号（file_id）が最小値のファイルと同一

のディレクトリにファイル名「META_ データベース ID.dmp」で格納されます。

VDI メタファイル格納先ディレクトリが空の場合，バックアップが終了すると業務ボリュー

ムに VDI メタファイルは存在しなくなり，複製ボリュームにだけ存在します。

プライマリデータファイルと同一パスにあるデータファイルやトランザクションログファ

イルの名前に「META_ データベース ID.dmp」という名前のファイルを使わないでくださ

い。この名前のファイルがある場合，バックアップは失敗します。

VDI メタファイルに使用されるバックアップ ID は，コマンド実行時に割り当てられる 10 桁
の数値です。また，データベース ID は SQL Server で割り当てられるデータベースを識別す

るための 10 桁の数値です。

稼働していないインスタンスを指定した場合は，コマンドはエラーになります。また，イン

スタンス名だけ指定して実行した場合，インスタンスに含まれるすべてのユーザーデータ

ベースがバックアップ対象になります。SQL Server のシステムデータベース（master，
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model，msdb）は含まれません。システムデータベースをバックアップする方法は、次の通

りです。

• tempdb を除くシステムデータベース（master，model，msdb）とすべてのユーザーデー

タベースをバックアップしたい場合，-system オプションを指定してコマンドを実行す

る。

• システムデータベース（master，model，msdb）だけをバックアップしたい場合，-target
オプションまたは -f オプションにシステムデータベース（master，model，msdb）を指

定してコマンドを実行する。

「レプリケート」状態のコピーグループに対してこのコマンドを実行した場合，コピーグルー

プの状態が「セパレート」に変更されます。

インストール後，drmsqldisplay に -refresh オプションを指定して実行しないで，ディ

クショナリマップファイルが作成していない状態で drmsqlbackup コマンドを実行した場

合，drmsqlbackup コマンドでディクショナリマップファイルが作成されます。この場合，

ディクショナリマップファイルの作成する処理時間の分，バックアップコマンド実行時間が

長くなります。したがって，drmsqlbackup コマンドの実行前には -refresh オプションを

指定した drmsqldisplay コマンドを実行し，必ずディクショナリマップファイルを作成し

ておいてください。

バックアップの対象となるのは，次の表に示すファイルです。

表 2-19   SQL Server データベースのバックアップの対象となるファイル

drmsqlback
up コマンド
で指定するオ
プション

対象データ
ベース

対象となるファイルの
種類

バックアップファイル
名

バックアップファイル
格納先

-system master データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

model データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

msdb データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2
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drmsqlback
up コマンド
で指定するオ
プション

対象データ
ベース

対象となるファイルの
種類

バックアップファイル
名

バックアップファイル
格納先

ユーザーデー
タベース

データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

デ ィ ス ト リ
ビューション
データベース

データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

-system 指定
なし

ユーザーデー
タベース

データファイル バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

トランザクションログ
ファイル

バックアップ元のファ
イル名と同じ

複製ボリューム

VDI メタファイル※1 drmsqlinit コマンドで指定した VDI メタファ

イル格納ディレクトリに依存する ※2

注 ※1

drmsqlbackupコマンド実行時に生成されます。

注 ※2

drmsqlinitコマンドで VDI メタファイル格納ディレクトリを登録した場合は，登録し

たディレクトリにファイル名「< バックアップ ID>_< データベース ID>.dmp」で格納し

ます。

drmsqlinit コマンドで VDI メタファイル格納ディレクトリを登録しなかった場合は，

データベースファイルの SQL Server での管理番号（file_id）が最小値のファイルと同一

ディレクトリにファイル名「<META_ データベース ID>.dmp」で格納します。

引数

インスタンス名

バックアップ対象のデータベースインスタンスを指定します。バックアップ対象が SQL
Server で既定のインスタンスの場合，「DEFAULT」と指定します。

-system

tempdb を除くシステムデータベース（master，model，msdb）とすべてのユーザデータベー

スをバックアップする場合に指定します。このオプションを使用した場合，リストアすると

きに SQL Server を停止します。

第 2 章   基本コマンド

155



-target データベース名

指定したインスタンスに含まれる特定のデータベースをバックアップする場合に指定しま

す。

複数のデータベースをバックアップする場合は，１つのデータベース名ごとにコンマで区

切って指定します。空白文字を含んだデータベース名を指定する場合，「"」で囲んで指定し

ます。このオプションには，必ず，インスタンス名オプションで指定したインスタンス上に

存在するデータベースを指定してください。別のインスタンス上のデータベースを指定し

た場合，そのデータベースに対するバックアップは行われません。

このオプションで指定したデータベース名は，バックアップカタログに登録され，

drmsqlcat コマンドで確認できます。

システムデータベース（master，model，msdb）だけをバックアップする場合は，システム

データベース（master，model，msdb）を指定してコマンドを実行してください。

-f 一括定義ファイル名

このオプションは，-target オプションと同様に，指定したインスタンスに含まれる特定

のデータベースをバックアップする場合に指定します。-target オプションと異なり，

データベース名の一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイルの

名称を指定することで，データベース名を一度に指定できます。一括定義ファイル名は，絶

対パスで指定します。空白文字を含んだ一括定義ファイル名を指定する場合，「"」で囲んで

指定します。

一括定義ファイルに指定するデータベースは，インスタンス名オプションで指定したインス

タンス上にあることが前提です。指定のデータベースが別のインスタンス上にある場合，そ

のデータベースに対するバックアップは行われません。

システムデータベース（master，model，msdb）だけをバックアップする場合は，システム

データベース（master，model，msdb）を指定してコマンドを実行してください。

-rc 世代識別名

バックアップするコピーグループの世代識別名を指定します。drmsqldisplay コマンドに

-cf オプションを付けて実行し，表示された「GEN-NAME」の値を指定してください。単体

ボリュームの場合は，「-」が表示されます。この場合，-rc オプションは指定できません。

リモート側の複製ボリュームへバックアップする場合，このオプションを必ず指定してくだ

さい。このオプションを省略すると，ローカル側の複製ボリュームにバックアップします。

世代識別名を省略した場合は，リモート側世代番号の中で，最小の値を持つ複製ボリューム

がバックアップ先となります。この場合，世代番号は remote_n（n は最小の世代番号）と

なります。

-pf コピーパラメーター定義ファイル
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コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述されていないパラメーター

についても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に任意の名前で作成します。ファイル名は，

64 バイト以内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥raid

-comment バックアップコメント

バックアップカタログにバックアップコメントを登録する場合に指定します。

バックアップコメントには，64 バイトまでの任意の文字列（英数字，記号，半角スペース

およびマルチバイト文字）が指定できます。バックアップコメントは大文字と小文字を区別

します。記号，半角スペースを指定する場合は，バックアップコメントを引用符（"）で囲

みます。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコメントの

文字列として正しく解釈できません。

バックアップコメントに使用できない記号は次のとおりです。

「¥」，「/」，「`」，「|」，「<」，「>」，「"」，「*」，「?」，「&」，「;」，「(」，「)」

先頭文字には「-」は指定できません。-comment に「""」（引用符だけ）が指定された場合

は，バックアップカタログにバックアップコメントは登録しません。

-script ユーザースクリプトファイル名

ユーザースクリプトを実行する場合に指定します。ユーザースクリプトファイル名は絶対

パスで指定します。ユーザースクリプトファイル名を指定するときの条件は次のとおりで

す。

• 最大バイト数：255

• 使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字。空白を含む場合は

「""」で囲んで指定します。

ユーザースクリプトファイルの記述内容については，マニュアル「Protection Manager CLI
ユーザーズガイド」（IS315）の，ユーザースクリプトを作成する方法についての説明を参照

してください。

ユーザースクリプトファイルに「LOCATION=REMOTE」を指定した場合は，-s オプションをあ

わせて指定する必要があります。

-s バックアップサーバ名

リモートのバックアップサーバに接続してバックアップを実行する場合に指定します。

バックアップサーバのホスト名または IP アドレスを，255 バイト以内の文字列で指定してく

ださい。IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定できます。
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-auto_import

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップカタログをバックアップサーバに

自動転送する場合に指定します。このオプションは，-s オプションと同時に指定する必要

があります。

-auto_mount マウントポイントディレクトリ名

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップサーバで複製ボリュームを自動マ

ウントする場合に指定します。このオプションは，-s オプションおよび -auto_import オ
プションと同時に指定する必要があります。このオプションを指定すると，バックアップ対

象となる複製ボリュームをすべてマウントします。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「\」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。 ドライブ文字から始まる絶対パスを指

定する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-auto_mount オプ

ションに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボ

リュームでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

マウントした複製ボリュームは，drmumount コマンドを使用してアンマウントしてくださ

い。drmumountコマンドの引数には，バックアップ ID を指定してください。

-svol_check

複製ボリュームのバックアップサーバでの状態をチェックしたい場合に指定します。この

オプションは，-s オプションと同時に指定する必要があります。複製ボリュームの状態を

チェックすることで，バックアップの失敗，またはリストアの失敗を防ぐことができます。

チェック内容（項目，対象，条件）は次のとおりです。
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表 2-20   複製ボリュームの状態チェック

チェック項目 チェック対象のボリュー
ム

チェックの条件

複製ボリュームがバック
アップサーバから隠ぺい
されていること

バックアップ対象の業務
ボリュームに対して定義
されたすべての複製ボ
リューム

業務ボリュームが複数世代の複製ボリュームとペ
ア定義されている場合で，かつ，業務ボリュームが
クラスタリソースである場合にチェックされる。

複製ボリュームがバック
アップサーバにマウント
されていないこと

今回，バックアップ先と
なる複製ボリューム

常にチェックされる。

注意事項

• -target オプションまたは -f オプションを使用する場合，同じ論理ボリュームに含

まれるすべてのデータベースを指定してください。指定しない場合はコマンドにエ

ラーが発生します。

• バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理され

ています。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータが

あっても，リストアできなくなる場合があります。詳細については，マニュアル

「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バックアップおよびリストア

時の注意事項についての記述を参照してください。

• -target オプション，または -f オプションによって空白を含んだファイル名または

ディレクトリ名をコマンドラインのオプションとして指定する場合，指定されるパス名

は，引用符（"）で囲む必要があります。 ただし，一括定義ファイル内で対象のファイ

ル名またはディレクトリ名を記述する場合は，指定するパス名を引用符（"）で囲む必

要はありません。

• -script オプションを使用した場合に，次のエラーが発生したときは，データベース

の静止化を中断するため，ユーザースクリプトのエラー出力に続いて SQL Server から

のエラーメッセージも出力します。

• ユーザースクリプトファイルの END_CODE に TERMINATE_NZ が指定されている場合

に，[SPLIT_PROC] に記述されたコマンドがエラーになったとき

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• インスタンス「SQLDB」のデータベース全体をオンラインバックアップする。

PROMPT> drmsqlbackup SQLDB
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• インスタンス「SQLDB」のデータベース「DB01」，「DB02」をオンラインバックアップす

る。

PROMPT> drmsqlbackup SQLDB -target DB01,DB02

• バックアップコメントを指定してバックアップする。

PROMPT>drmsqlbackup default -comment comment
KAVX0001-I drmsqlbackupコマンドを開始します。
KAVX1017-I SQL Serverの情報を取得しています。
KAVX1207-I データベースのバックアップ中です。
KAVX0040-I バックアップは以下の内容で取得されています。
バックアップ ID = 0000000021
KAVX0002-I drmsqlbackupコマンドを終了します。

2.7.2   drmsqlcat（SQL Server データベースのバックアップ情報を
表示する）

書式

drmsqlcat インスタンス名
          [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]
          [ -transact_log ][ -datafile ][ -metafile ]
          [ -device デバイスファイル名 ][ -l ][ -v ]
          [ -backup_id バックアップ ID ][ -hostname ホスト名 ]
          [ -comment バックアップコメント ]
          [ -lsn ]

説明

コマンドを実行したサーバ上の SQL Server データベースのバックアップ情報を表示しま

す。表示する項目を次の表に示します。

表 2-21   drmsqlcat コマンドの表示項目

基本コマンド名 意味

INSTANCE SQL Server インスタンス名

BACKUP-COMMENT バックアップコメント

BACKUP-ID バックアップ ID

BACKUP-MODE バックアップモード（ONLINE）

ORIGINAL-ID drmsqlbackup コマンドで取得した本来のバックアップ ID

INSTANCE SQL Server インスタンス名

START-TIME スナップショットバックアップ開始時刻

END-TIME スナップショットバックアップ終了時刻

HOSTNAME スナップショットバックアップを実行したサーバ名

T オブジェクトタイプを表示

D：データファイル
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基本コマンド名 意味

T：トランザクションログ

M：VDI メタファイル

DB SQL Server データベース名

OBJECT SQL Server オブジェクト名を表示

DATAFILE：データファイル名

TRANSACT：トランザクションログファイル名

METAFILE：VDI メタファイル名

FILE ファイル名またはディレクトリ名

CHECKPOINT-LSN トランザクションログバックアップファイルをリストアする場合に
データベースのリカバリの起点となるログシーケンス番号を表示。
※1

FULL-BACKUP-TIME バックアップ実行時に SQL Server の msdb に記録されたデータベー
スの完全バックアップ終了時間を，次の形式で表示。

yyyy/mm/dd hh:mm:ss※1

FS マウントポイントディレクトリ名

FSTYPE ファイルシステムタイプ（NTFS）

DG 「-」

LVM-DEVICE 「GUID」

DEVICE※2 Harddiskn（n：整数）

COPY-GROUP コピーグループ名

PORT# サーバホスト側のポート名称

TID# サーバホスト側のターゲット ID

LUN# サーバホスト側の論理ユニット番号

MU# ペア識別子

LDEV# ストレージ装置内での論理デバイス番号

P/S 業務ボリュームか複製ボリュームかを識別する文字

P：業務ボリューム

S：複製ボリューム

-：その他

SERIAL# ストレージ装置内でのシリアル番号

VIRTUAL-SERVERNAME※3 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME 値）

DB-PATH※3 バックアップカタログの格納ディレクトリ名

CATALOG-UPDATE-TIME※3 バックアップカタログの作成時刻

BACKUP-COMMENT バックアップコメント

注 ※1

OBJECTが DATAFILE以外の行の場合は，「-」が表示されます。Protection Manager 6.3 前
のバージョンで作成されたバックアップカタログの場合は，「-」が表示されます。
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注 ※2

-deviceオプションを指定してコマンドを実行した場合，OBJECTの次に表示されます。

注 ※3

-vオプションを指定してコマンドを実行した場合，表示されます。

表示できない項目がある場合，その項目欄には「-」が表示されます。すべての項目が表示

できない場合，エラーメッセージが表示されます。

各項目は，空白文字で区切られて表示されます。

引数

インスタンス名

バックアップ情報を表示するデータベースのインスタンスの名称を指定します。SQL
Server インスタンスが既定のインスタンスの場合，「DEFAULT」と指定します。

-target データベース名

特定のデータベースのバックアップ情報を表示する場合に指定します。次の情報を表示し

ます。

• ファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

複数のデータベースの情報を表示する場合は，１つのデータベースごとにコンマで区切って

指定します。空白文字を含んだデータベース名を指定する場合，「"」で囲んで指定します。

このオプションおよび -f オプションの両方を省略した場合は，インスタンス名で指定した

インスタンス全体のデータベースの情報を表示します。

-f 一括定義ファイル名

特定のデータベースのバックアップ情報を参照する場合に指定します。-target オプショ

ンと異なり，情報を表示するデータベースの一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成

しておき，そのファイルの名称を指定することによって，情報表示するデータベースを指定

します。一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。空白文字を含んだ一括定義ファイ

ル名を指定する場合，「"」で囲んで指定します。

このオプションおよび -target オプションの両方を省略した場合は，インスタンス名で指

定したインスタンス全体の情報を表示します。

-transact_log
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データベースインスタンスのトランザクションログファイルの情報だけを表示する場合に

指定します。次の情報を表示します。

• トランザクションログファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

-datafile

データベースインスタンスのデータファイルの情報だけを表示する場合に指定します。次

の情報を表示します。

• データファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

-metafile

データベースインスタンスの VDI メタファイルの情報だけを表示する場合に指定します。

次の情報を表示します。

• VDI メタファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

-device デバイスファイル名

インスタンス名で指定したインスタンスに関連する特定のデバイスファイルに関する情報

だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示します。

• データベース情報

• トランザクションログファイル名

• データファイル情報

• ファイルシステム情報

• 物理ディスク情報

• 論理ボリューム構成情報

-l

表示形式をロング形式にする場合に指定します。
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-v

表示対象のバックアップカタログに関する情報を表示する場合に指定します。

次の情報を表示します。

• バックアップカタログの格納ディレクトリ名

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）の DRM_DB_PATHに設定されてい

るパスを表示します。DRM_DB_PATH が設定されていない場合は，インストール時に自

動的に作成されたデフォルトのディクショナリマップファイル格納ディレクトリを表

示します。

• 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

環境変数 DRM_HOSTNAMEが設定されていない場合は，「-」を表示します。

• バックアップカタログの作成時刻

バックアップカタログの作成時刻はバックアップ ID ごとに表示します。

-backup_id バックアップ ID

特定のバックアップ ID のバックアップ情報を表示する場合に指定します。バックアップ

ID とは，バックアップデータを一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バック

アップカタログに登録されます。なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～
4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

-hostname ホスト名

特定のホストに関連するバックアップ情報だけを表示する場合に指定します。

-comment バックアップコメント

特定のバックアップコメントの情報だけを表示する場合に指定します。

バックアップコメントは大文字と小文字を区別します。

バックアップコメントはワイルドカード（*）が指定できます。前方一致（XYZ* のように，

先頭は検索したい文字で，末尾に任意の文字を指定する）だけ指定できます。ワイルドカー

ド，記号，または半角スペースを指定する場合はバックアップコメントを引用符（"）で囲

んで指定します。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコ

メントの文字列として正しく解釈できません。「-comment "*"」と指定した場合は，すべての

バックアップカタログを表示します。すべてのバックアップカタログを表示した場合，バッ

クアップコメントが登録されていないバックアップカタログには，「-」を表示します。

「-comment ""」のように，-comment オプションの後に引用符二つを指定した場合は，バッ

クアップデータはありません，というメッセージを表示します。

-lsn
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OBJECT の DATAFILE 行で示されるデータファイルのバックアップファイルをリストアす

る場合にリカバリの起点となるログレコードのログシーケンス番号「CHECKPOINT-LSN」と，

完全バックアップ終了時間「FULL-BACKUP-TIME」を表示する場合に指定します。

注意事項

-target オプション，または -f オプションによって空白を含んだファイル名またはディレ

クトリ名をコマンドラインのオプションとして指定する場合，指定されるパス名は，引用符

（"）で囲む必要があります。

ただし，一括定義ファイル内で対象のファイル名またはディレクトリ名を記述する場合は，

指定するパス名を引用符（"）で囲む必要はありません。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• インスタンス「SQL1」で指定される SQL Server データベースの情報を出力する。

PROMPT> drmsqlcat SQL1
INSTANCE: SQL1
BACKUP-ID: 0000000001 BACKUP-MODE: ONLINE INSTANCE: SQL1 ORIGINAL-ID: 0
000000001
START-TIME: 2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME:
 DB_SVR1
T DB        OBJECT    FILE                 FS          DG      DEVICE  
     COPY-GROUP
M DB1       METAFILE  C:¥METADIR¥Meta1     C:          -       -       
     -
D DB1       DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf     D:          -       Harddisk
2    mv01,rv01
- -         -         -                    -           -       -       
     mv01,rv01
T DB1       TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf     D:          -       Harddisk
2    mv01,rv01
- -         -         -                    -           -       -       
     mv01,rv01
M DB2       METAFILE  C:¥METADIR¥Meta2     C:          -       -       
     -
D DB1       DATAFILE  D:¥SQL¥data2.mdf     D:          -       Harddisk
2    mv01,rv01
- -         -         -                    -           -       -       
     mv01,rv01
T DB1       TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf     D:          -       Harddisk
2    mv01,rv01
- -         -         -                    -           -       -       
     mv01,rv01
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• インスタンス「SQL1」で指定される SQL Server データベースの 2 世代のバックアップ

情報をロング形式で表示する。

PROMPT> drmsqlcat SQL1 -l
INSTANCE: SQL1
BACKUP-ID: 0000000001 BACKUP-MODE: ONLINE INSTANCE: SQL1 ORIGINAL-ID: 0
000000001
START-TIME: 2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME:
 DB_SVR1
T DB  OBJECT    FILE             FS FSTYPE  DG  LVM-DEVICE             
                            DEVICE    COPY-GROUP   PORT#  TID# LUN# MU#
 LDEV# P/S SERIAL#
M DB1 METAFILE  C:¥METADIR¥Meta1 C: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df66a5b0-558
3-12d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv11    CLI-A  2    10   0  
 10010 P   15044
D DB1 DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv21    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv21    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv21    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv21    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
M DB2 METAFILE  C:¥METADIR¥Meta2 C: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df66a5b0-558
3-12d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv11    CLI-A  2    10   0  
 10010 P   15044
D DB1 DATAFILE  D:¥SQL¥data2.mdf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv21    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv21    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv21    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv21    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
 
INSTANCE: SQL1
BACKUP-ID: 0000000002 BACKUP-MODE: ONLINE INSTANCE: SQL1 ORIGINAL-ID: 0
000000002
START-TIME: 2002/06/02 10:00:00 END-TIME: 2002/06/02 10:03:00 HOSTNAME:
 DB_SVR1
T DB  OBJECT    FILE             FS FSTYPE  DG  LVM-DEVICE             
                            DEVICE    COPY-GROUP   PORT#  TID# LUN# MU#
 LDEV# P/S SERIAL#
M DB1 METAFILE  C:¥METADIR¥Meta1 C: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df66a5b0-558
3-12d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv12    CLI-A  2    10   0  
 10010 P   15044
D DB1 DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv22    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
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- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv22    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv22    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv22    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
M DB2 METAFILE  C:¥METADIR¥Meta2 C: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df66a5b0-558
3-12d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv12    CLI-A  2    10   0  
 10010 P   15044
D DB1 DATAFILE  D:¥SQL¥data2.mdf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv22    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv22    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv22    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv22    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044

• ホスト名が「DB_SVR1」上のインスタンス「SQL1」で指定される SQL Server データベー

スの情報をロング形式で表示する。

PROMPT> drmsqlcat SQL1 -l -hostname DB_SVR1
INSTANCE: SQL1
BACKUP-ID: 0000000001 BACKUP-MODE: ONLINE INSTANCE: SQL1 ORIGINAL-ID: 0
000000001
START-TIME: 2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME:
 DB_SVR1
T DB  OBJECT    FILE             FS FSTYPE  DG  LVM-DEVICE             
                            DEVICE    COPY-GROUP   PORT#  TID# LUN# MU#
 LDEV# P/S SERIAL#
M DB1 METAFILE  C:¥METADIR¥Meta1 C: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df66a5b0-558
3-12d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv11    CLI-A  2    10   0  
 10010 P   15044
D DB1 DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv21    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv21    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv21    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv21    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
M DB2 METAFILE  C:¥METADIR¥Meta2 C: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df66a5b0-558
3-12d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv11    CLI-A  2    10   0  
 10010 P   15044
D DB1 DATAFILE  D:¥SQL¥data2.mdf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv21    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
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- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv21    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk2 mv02,rv21    CLI-A  2    20   0  
 10020 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv21    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044

• インスタンス「SQL1」で指定される SQL Server データベースの情報とバックアップカ

タログの管理情報を出力する。

PROMPT> drmsqlcat SQL1 -v
VIRTUAL-SERVERNAME: DB_SVR1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db2
INSTANCE: SQL1
BACKUP-ID: 0000000001 BACKUP-MODE: ONLINE INSTANCE: SQL1 ORIGINAL-ID: 0
000000001
START-TIME: 2002/06/01 10:00:00 END-TIME: 2002/06/01 10:03:00 HOSTNAME:
 DB_SVR1
CATALOG-UPDATE-TIME: 2002/06/01 11:00:00
T  DB   OBJECT    FILE              FS  DG  DEVICE     COPY-GROUP
M  DB1  METAFILE  C:¥METADIR¥Meta1  C:  -   -          -
D  DB1  DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf  D:  -   Harddisk2  mv02,rv02
-  -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02
T  DB1  TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf  D:  -   Harddisk2  mv02,rv02
-  -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02
M  DB2  METAFILE  C:¥METADIR¥Meta2  C:  -   -          -
D  DB1  DATAFILE  D:¥SQL¥data2.mdf  D:  -   Harddisk2  mv02,rv02
-  -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02
T  DB1  TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf  D:  -   Harddisk2  mv02,rv02
-  -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02

• インスタンス「SQL1」で指定される SQL Server データベースの情報とバックアップカ

タログの管理情報を出力する（バックアップしていない場合）。

PROMPT> drmsqlcat SQL1 -v
VIRTUAL-SERVERNAME: DB_SVR1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db2
KAVX0024-E 指定されたバックアップデータは存在しません。

• バックアップコメントが「SQL2-DR-10.0」で始まるバックアップカタログを表示する。

PROMPT> drmsqlcat default -comment “SQL2-DR-10.01*”
INSTANCE: default
BACKUP-COMMENT: SQL2-DR-10.01-03:56-001
BACKUP-ID: 0000000010  BACKUP-MODE: ONLINE  INSTANCE: default  ORIGINAL
-ID: 0000000010
START-TIME: 2003/12/12 14:25:40  END-TIME: 2003/12/12 14:25:41  HOSTNAM
E: flora4
T DB        OBJECT     FILE                                            
         FS   DG   DEVICE      COPY-GROUP
M UserDB1   METAFILE   C:¥ meta¥0000000010_0000000005.dmp   -    -    -
           -
D UserDB1   DATAFILE   O:¥UserDB1_Data.MDF                             
         O:   -    Harddisk3   mv03,rv03
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- -         -          -                                               
         -    -    -           mv03,rv03
T UserDB1   TRANSACT   O:¥UserDB1_Log.LDF                              
         O:   -    Harddisk3   mv03,rv03
- -         -          -                                               
         -    -    -           mv03,rv03

• バックアップカタログに登録されている各データベースのログシーケンス番号と完全

バックアップ終了時間を表示する。

PROMPT> drmsqlcat SQL1 -lsn
INSTANCE: SQL1
BACKUP-ID: 0000000001 BACKUP-MODE: ON-LINE INSTANCE: SQL1 ORIGINAL-ID: 
0000000001
START-TIME: 2009/10/01 10:00:00 END-TIME: 2009/10/01 10:03:00 HOSTNAME:
 DB_SVR1
T DB        OBJECT    FILE               CHECKPOINT-LSN       FULL-BACK
UP-TIME      FS          DG      DEVICE       COPY-GROUP
M DB1       METAFILE  C:¥METADIR¥Meta1   -                    -        
             C:          -       -            -
D DB1       DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf   49000000018400037    2009/10/0
1 10:01:00   D:          -       Harddisk2    mv02,rv02
- -         -         -                  -                    -        
             -           -       -            mv02,rv02
T DB1       TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf   -                    -        
             D:          -       Harddisk2    mv02,rv02
- -         -         -                  -                    -        
             -           -       -            mv02,rv02
M DB2       METAFILE  C:¥METADIR¥Meta2   -                    -        
             C:          -       -            -
D DB1       DATAFILE  D:¥SQL¥data2.mdf   259000000004000089   2009/10/0
1 10:01:00   D:          -       Harddisk2    mv02,rv02
- -         -         -                  -                    -        
             -           -       -            mv02,rv02
T DB1       TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf   -                    -        
             D:          -       Harddisk2    mv02,rv02
- -         -         -                  -                    -        
             -           -       -            mv02,rv02

2.7.3   drmsqldisplay（SQL Server データベースの情報を表示，ま
たは更新する）

書式

SQL Server データベースの情報を表示する場合

drmsqldisplay [ インスタンス名 ]
              [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]
              [ -transact_log ][ -datafile ]
              [ -device デバイスファイル名 ][ -l ][ -v ][ -cf ]

ディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新する場合

第 2 章   基本コマンド

169



drmsqldisplay [ インスタンス名 ] -refresh [ -coremap ]

説明

次の３つの機能があります。

1. コマンドを実行したサーバ上の SQL Server データベースのリソース情報を表示しま

す。

2. コマンドを実行したシステム上の任意のインスタンスについて，リソース情報を表示

します。

3. ディクショナリマップファイルの SQL Server データベースの情報を更新します。

バックアップする前に実行してください。

1. および 2. で表示する項目を次の表に示します。

表 2-22   drmsqldisplay コマンドの表示項目

表示項目 意味

INSTANCE SQL Server インスタンス名

T オブジェクトタイプを示します。

D：データファイル

T：トランザクションログ

DB SQL Server データベース名

OBJECT SQL Server オブジェクト名

DATAFILE：データファイル名

TRANSACT：トランザクションログファイル名

FILE ファイル名またはディレクトリ名

FS マウントポイントディレクトリ名

FSTYPE ファイルシステムタイプ（NTFS）

DG 「-」

LVM-DEVICE 「GUID」

DEVICE※1 Harddiskn（n：整数）

COPY-GROUP コピーグループ名

PORT# サーバホスト側のポート名称

TID# サーバホスト側のターゲット ID

LUN# サーバホスト側の論理ユニット番号

MU# ペア識別子

LDEV# ストレージ装置内での論理デバイス番号

P/S 業務ボリュームか複製ボリュームかを識別する文字

P：業務ボリューム

S：複製ボリューム

-：ペアボリュームを構成していないボリューム

SERIAL# ストレージ装置内でのシリアル番号
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表示項目 意味

COPY-FUNC コピー種別

DynamicDataReplication
RemoteDataReplication
DynamicSnapVolume
のいずれか

GEN-NAME 世代識別名

local_n：ローカルのペアボリュームの場合（n は 0 から 999 までの
世代番号）

remote_n：リモートのペアボリュームの場合（n は 0 から 999 まで
の世代番号）

-：ペアボリュームを構成していないボリュームを示す場合

VIRTUAL-SERVERNAME※2 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

DB-PATH※2 ディクショナリマップファイル格納ディレクトリ名

CORE-MAPFILE-UPDATE-TIME※

2
コアマップファイル更新時刻

APP.-MAPFILE-UPDATE-TIME※2 アプリケーションマップファイル更新時刻

注 ※1

-deviceオプションを指定してコマンドを実行した場合，OBJECTの次に表示されます。

注 ※2

-vオプションを指定してコマンドを実行した場合，表示されます。

表示できない項目がある場合，その項目欄には「-」が表示されます。すべての項目が表示

できない場合，エラーメッセージが表示されます。

各項目は，空白文字で区切られて表示されます。

引数

インスタンス名

情報を表示または更新する SQL Server データベースのインスタンスの名称を指定します。

SQL Server インスタンスが既定のインスタンスの場合，「DEFAULT」と指定します。インス

タンス名を省略した場合，drmsqlinit コマンドで登録してあるすべてのインスタンスの情

報を表示します。

-target データベース名

インスタンス名で指定したインスタンスの特定のデータベースに関する情報を表示する場

合に指定します。複数のデータベースを表示する場合は，１つのデータベース名ごとにコン

マで区切って指定します。空白文字を含んだデータベース名を指定する場合，「"」で囲んで

指定します。
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-f 一括定義ファイル名

インスタンス名で指定したインスタンスの特定のデータベースに関する情報を表示する場

合に指定します。-target オプションと異なり，表示するデータベースの一覧を記述した

定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイルの名称を指定することで，情報を表

示するデータベースを一度に指定できます。一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。

空白文字を含んだ一括定義ファイル名を指定する場合，「"」で囲んで指定します。

-transact_log

トランザクションログに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示

します。

• トランザクションログファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

インスタンス名と一緒にこのオプションを指定した場合，指定したインスタンスのトランザ

クションログに関連する情報だけを表示します。インスタンス名を省略した場合，すべての

インスタンスのトランザクションログに関連する情報を表示します。

-datafile

データファイルに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示します。

• データファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

インスタンス名と一緒にこのオプションを指定した場合，指定したインスタンスのデータ

ファイルに関連する情報だけを表示します。インスタンス名を省略した場合，すべてのイン

スタンスのデータファイルに関連する情報を表示します。

-device デバイスファイル名

デバイスファイルに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示しま

す。

• SQL Server データベース名

• トランザクションログ

• データファイルのファイル情報

• ファイルシステム情報

• 物理ディスク情報

第 2 章   基本コマンド

172



• 論理ボリューム構成情報

インスタンス名と一緒にこのオプションを指定した場合，指定したインスタンスのデバイス

ファイルに関連する情報だけを表示します。インスタンス名を省略した場合，すべてのイン

スタンスのデバイスファイルに関連する情報を表示します。

-l

SQL Server データベースの情報をロング形式で表示する場合に指定します。

-v ディクショナリマップファイルに関する管理情報を表示する場合に指定します。次の情

報を表示します。

• ディクショナリマップファイルの格納ディレクトリ名

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）の DRM_DB_PATHに設定されてい

るパスを表示します。

DRM_DB_PATH が設定されていない場合は，インストール時に自動的に作成されたデ

フォルトのディクショナリマップファイル格納ディレクトリを表示します。

• 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

環境変数 DRM_HOSTNAMEが設定されていない場合は「-」を表示します。

• ディクショナリマップファイルの更新時刻

コアマップファイルとアプリケーションマップファイルに分けて更新時刻を表示しま

す。

-refresh

ディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新します。インスタンス名と一緒

にこのオプションを指定した場合，指定したインスタンスの情報だけを最新の状態に更新し

ます。このとき，コアマップファイルは更新されません。インスタンス名を省略した場合，

すべてのインスタンスに関するディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新

します。このとき，コアマップファイルは更新時にいったん情報が削除されてから，更新さ

れます。

次の操作をした場合は，コマンドでディクショナリマップファイルを最新の状態に更新する

必要があります。

• SQL Server のインスタンスを構築した場合

• SQL Server のデータベース構成が変更された場合

• ボリュームのペア構成を変更した場合

• マウントポイントを変更した場合

• ハードディスクを追加したり，取り外したりして，ディスクの構成を変更した場合

• drmdbsetup ユーティリティを実行し，ディクショナリマップの格納場所を変更した場

合
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• ディクショナリマップファイルに VSS スナップショットのディスク情報を設定する場

合

-coremap

コアマップファイルを更新する場合に指定します。このオプションは，インスタンス名と一

緒に指定した場合だけ有効となります。なお，コアマップファイルが存在していない場合に

は，作成されます。

このとき，ディクショナリマップファイルの更新に失敗すると，コアマップファイルの情報

は削除された状態になります。

-cf

ローカルコピー，リモートコピーの種別を表示する場合，またはコピーグループ名に対応す

る世代識別名を表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は，リモートの

情報も表示されます。

注意事項

-f オプション，または -target オプションによって空白を含んだファイル名またはディレ

クトリ名をコマンドラインのオプションとして指定する場合，指定されるパス名は，引用符

（"）で囲む必要があります。

ただし，一括定義ファイル内で対象のファイル名またはディレクトリ名を記述する場合は，

指定するパス名を引用符（"）で囲む必要はありません。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• インスタンス「SQL1」で指定されるデータベースの情報を出力する。

PROMPT> drmsqldisplay SQL1
INSTANCE: SQL1
T DB     OBJECT    FILE                 FS          DG   DEVICE       C
OPY-GROUP
D DB1    DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf     D:          -    Harddisk1    m
v01,rv01
- -      -         -                    -           -    -            m
v01,rv01
T DB1    TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf     D:          -    Harddisk1    m
v01,rv01
- -      -         -                    -           -    -            m
v01,rv01
D DB2    DATAFILE  E:¥SQL¥data2.mdf     E:          -    Harddisk2    m
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v02,rv02
- -      -         -                    -           -    -            m
v02,rv02
T DB2    TRANSACT  E:¥SQL¥tlog2.ldf     E:          -    Harddisk2    m
v02,rv02
- -      -         -                    -           -    -            m
v02,rv02

• インスタンス「SQL1」で指定されるデータベースの情報をロング形式で出力する。

PROMPT> drmsqldisplay SQL1 -l
INSTANCE: SQL1
T DB  OBJECT    FILE             FS FSTYPE  DG  LVM-DEVICE             
                            DEVICE    COPY-GROUP   PORT#  TID# LUN# MU#
 LDEV# P/S SERIAL#
D DB1 DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv01    CLI-A  2    10   0  
 10000 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv01,rv01    CLI-A  2    20   0  
 10020 S   15044
D DB1 DATAFILE  D:¥SQL¥data2,mdf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv01    CLI-A  2    10   0  
 10000 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv01,rv01    CLI-A  2    20   0  
 10020 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv01    CLI-A  2    10   0  
 10000 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv01,rv01    CLI-A  2    20   0  
 10020 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv01    CLI-A  2    10   0  
 10000 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv01,rv01    CLI-A  2    20   0  
 10020 S   15044
D DB2 DATAFILE  E:¥SQL¥data1.mdf E: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv02,rv01    CLI-A  2    11   0  
 10001 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv01    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
D DB2 DATAFILE  E:¥SQL¥data2.mdf E: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv02,rv01    CLI-A  2    11   0  
 10001 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv01    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB2 TRANSACT  E:¥SQL¥tlog1.ldf E: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv02,rv01    CLI-A  2    11   0  
 10001 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv01    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB2 TRANSACT  E:¥SQL¥tlog2.ldf E: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
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3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv02,rv01    CLI-A  2    11   0  
 10001 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv01    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044

• インスタンス「SQL1」で指定されるデータファイル名だけの情報をロング形式で出力

する。

PROMPT> drmsqldisplay SQL1 -l -transact_log
INSTANCE: SQL1
T DB  OBJECT    FILE             FS FSTYPE  DG  LVM-DEVICE             
                            DEVICE    COPY-GROUP   PORT#  TID# LUN# MU#
 LDEV# P/S SERIAL#
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv01    CLI-A  2    10   0  
 10000 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv01,rv01    CLI-A  2    20   0  
 10020 S   15044
T DB1 TRANSACT  D:¥SQL¥tlog2.ldf D: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv01,rv01    CLI-A  2    10   0  
 10000 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv01,rv01    CLI-A  2    20   0  
 10020 S   15044
T DB2 TRANSACT  E:¥SQL¥tlog1.ldf E: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv02,rv01    CLI-A  2    11   0  
 10001 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv01    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044
T DB2 TRANSACT  E:¥SQL¥tlog2.ldf E: NTFS    -   ¥¥?¥Volume{df67a5b0-558
3-11d5-a410-806d6172696f}¥  Harddisk1 mv02,rv01    CLI-A  2    11   0  
 10001 P   15044
- -   -         -                -  -       -   -                      
                            -         mv02,rv01    CLI-A  2    21   0  
 10021 S   15044

• インスタンス「SQL1」で指定される SQL Server データベースの情報とディクショナリ

マップファイルの管理情報を出力する。

PROMPT> drmsqldisplay SQL1 -v
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db2
INSTANCE: SQL1
CORE-MAPFILE-UPDATE-TIME: 2002/06/01 10:00:00
APP.-MAPFILE-UPDATE-TIME: 2002/06/01 10:00:00
T DB   OBJECT    FILE              FS  DG  DEVICE     COPY-GROUP
D DB1  DATAFILE  D:¥SQL¥data1.mdf  D:  -   Harddisk1  mv01,rv01
- -    -         -                 -   -   -          mv01,rv01
T DB1  TRANSACT  D:¥SQL¥tlog1.ldf  D:  -   Harddisk1  mv01,rv01
- -    -         -                 -   -   -          mv01,rv01
D DB2  DATAFILE  E:¥SQL¥data2.mdf  E:  -   Harddisk2  mv02,rv02
- -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02
T DB2  TRANSACT  E:¥SQL¥tlog2.ldf  E:  -   Harddisk2  mv02,rv02
- -    -         -                 -   -   -          mv02,rv02
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• インスタンス「SQL1」で指定される SQL Server データベースの情報とディクショナリ

マップファイルの管理情報を出力する（ディクショナリマップファイルが存在しない場

合）。

PROMPT> drmsqldisplay SQL1 -v
VIRTUAL-SERVERNAME: host1
DB-PATH: D:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db2
KAVX0039-E コアマップファイルが存在しません。

2.7.4   drmsqlinit（SQL Server のパラメーターを登録する）

書式

SQL Server のパラメーターを登録する場合

drmsqlinit インスタンス名

登録した SQL Server のパラメーターを表示する場合

drmsqlinit -v インスタンス名

説明

SQL Server データベースをバックアップするために必要な SQL Server のパラメーターをイ

ンスタンス単位に対話形式で登録します。次の情報を登録します。

表 2-23   SQL Server のパラメーター

基本コマンド名 入力する内容

VDI メタファイル格納ディレクトリ（任意）※1 VDI メタファイルを格納するためのディレクトリ
名を 128 バイト以内の絶対パスで指定します。既
存のディレクトリを指定してください。ドライブ
文字は半角英大文字で指定してください。

メタファイルをデータベースファイルと同一の
ディレクトリに格納するときは何も指定しないで
ください。

VDI 生成タイムアウト秒数（必須） VDI メタファイルを生成するときにタイムアウト
する秒数を指定します。

タイムアウトの秒数は 0 から 300 の値が指定でき
ます。0 を指定した場合，VDI メタファイルが生成
されるまで無期限に待ちます。

UNDO ファイル格納ディレクトリ（任意）※2 UNDO ファイルを格納するためのディレクトリ名
を 128 バイト以内の絶対パスで指定します。既存
のディレクトリを指定してください。

トランザクションログバックアップファイル格納

ディレクトリ（任意）※3
drmsqllogbackup コマンドでバックアップするト
ランザクションログファイルの退避先を指定しま
す。ディレクトリ名を 128 バイト以内の絶対パス
で指定します。データベースが格納されている，業
務ボリュームおよび複製ボリューム以外の場所を
指定します。
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注 ※1

VDI メタファイル格納ディレクトリとして，SQL Server データベース構成定義ファイル

（パラメーターが登録される「インスタンス名 .dat」）が格納されるディレクトリは指定

できません。

注 ※2

UNDO ファイル格納ディレクトリに何も設定していない場合，drmsqlrestoreコマンド

および  drmsqlrecover コマンドに  -undo オプションを指定して実行すると，

「drmsqlinitコマンドでパラメーターが設定されていません」というエラーメッセージ

が表示されます。また，drmsqlrecovertool ダイアログボックスで Recovery Mode に
「Standby」を指定して実行した場合も同じエラーメッセージが表示されます。

このエラーメッセージが表示された場合は，drmsqlinitコマンドで UNDO ファイル格

納ディレクトリを設定してください。ただし，UNDO ファイル格納ディレクトリとし

て，SQL Server データベース構成定義ファイル（パラメーターが登録される「インスタ

ンス名.dat」）が格納されるディレクトリは指定できません。

注 ※3

トランザクションログバックアップファイル格納ディレクトリに何も設定していない

場合，drmsqllogbackupコマンドを実行すると，「drmsqlinitコマンドでパラメーター

が設定されていません」というエラーメッセージが表示されます。このエラーメッセー

ジが表示された場合は，drmsqlinitコマンドでトランザクションログバックアップ格

納ディレクトリを設定してください。

このコマンドで登録したパラメーターは，次の場所に格納されます。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥MSSQL¥インスタンス名.dat

パラメーターを登録したインスタンスを削除した場合は，「削除したインスタンス名.dat」
を削除してください。

引数

-v

登録したパラメーターを表示する場合に指定します。

インスタンス名

バックアップ対象の SQL Server インスタンスの名称を指定します。バックアップ対象が

SQL Server で既定のインスタンスの場合，「DEFAULT」と指定します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合
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0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• インスタンス「SQL1」をセットアップする。

PROMPT> drmsqlinit SQL1
KAVX1100-I VDIメタファイル格納ディレクトリ名を入力してください: D:¥MSSQL¥Meta
KAVX1101-I VDI生成タイムアウト秒数を入力してください: 10
KAVX1102-I UNDOファイル格納ディレクトリ名を入力してください: D:¥MSSQL¥Undo
KAVX1107-I バックアップログ格納ディレクトリ名を入力してください: D:¥MSSQL¥Log
KAVX1103-I SQL Serverの情報を更新しました。

• インスタンス「SQL1」のパラメーターを表示する。

PROMPT> drmsqlinit -v SQL1
Meta directory name                  : D:¥MSSQL¥Meta
VDI timeout sec ( 0 - 3600 )         : 10
Undo file directory name             : D:¥MSSQL¥Undo
SQL Server backup-log directory name : D:¥MSSQL¥Log

2.7.5   drmsqllogbackup（SQL Server データベースのトランザク
ションログをバックアップする）

書式

インスタンスを指定してトランザクションログをバックアップする場合

drmsqllogbackup インスタンス名 [ -no_cat ]
        [ -no_truncate ]
        [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]

バックアップ ID を指定してトランザクションログをバックアップする場合

drmsqllogbackup バックアップ ID [ -no_truncate ]

起点となるバックアップカタログが存在するインスタンスを指定してトランザクションロ

グのバックアップの一覧を表示する場合

drmsqllogbackup インスタンス名 -v
        [ BACKUP-ID | -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]

起点となるバックアップカタログが存在しないインスタンスを指定してトランザクション

ログのバックアップの一覧を表示する場合

drmsqllogbackup インスタンス名 -no_cat -v
        [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]

起点となるバックアップカタログが存在するバックアップ ID を指定してトランザクション

ログのバックアップの一覧を表示する場合
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drmsqllogbackup バックアップ ID -v
        [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]
        [ -s ログバックアップ ID ] [ -e ログバックアップ ID ]

起点となるバックアップカタログが存在するトランザクションログのバックアップファイ

ルを削除する場合

drmsqllogbackup バックアップ ID -d
        [ -s ログバックアップ ID ] [ -e ログバックアップ ID ]

起点となるバックアップカタログが存在しないトランザクションログのバックアップファ

イルを削除する場合

drmsqllogbackup インスタンス名 -no_cat -d
        [ -s ログバックアップ ID ] [ -e ログバックアップ ID ]

ログバックアップカタログのトランザクションログファイルの詳細情報を表示する場合

drmsqllogbackup インスタンス名 -lsn

説明

drmsqlbackup コマンドでバックアップした SQL Server データベースのトランザクション

ログをバックアップします。トランザクションログのバックアップ先は， drmsqlinit コマ

ンドで指定したディレクトリです。このコマンドで取得するトランザクションログバック

アップファイルの名称は，次の形式になります。

データベース名_yyyymmddhhmmss_ログバックアップ ID.bk

ここで使用されるログバックアップ ID とは，バックアップ ID で指定したバックアップデー

タに対して実行したトランザクションログのバックアップの回数を識別するための ID で
す。4 桁の 10 進数で表します（例：0001,1000）。

このコマンドを実行する上での前提条件を次に示します。

• バックアップ対象のインスタンスが起動されていること

• トランザクションログが壊れてないこと

• データベースの復旧モデルが「完全」または「一括ログ記録」のデータベースであるこ

と（「単純」復旧モデルのデータベースは対象外）

• SQL Server が提供しているトランザクションログをバックアップする機能

（BACKUP LOG やログ配布機能など）を使用していないこと

• 事前に drmsqlbackupコマンドを実行して，データベースのバックアップを取得してい

ること

引数

インスタンス名

第 2 章   基本コマンド

180



バックアップ対象の SQL Server インスタンスの名称を指定します。バックアップ対象が

SQL Server で既定のインスタンスの場合，「DEFAULT」と指定します。

バックアップ ID

トランザクションログのバックアップ，トランザクションログファイルの表示または削除を

する場合に，基点となるバックアップ ID を指定します。なお，指定できるバックアップ ID
の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略しないでください。

トランザクションログをバックアップする場合のバックアップ ID は，最新のものを指定し

てください。

対象とするバックアップカタログが削除されてしまい，バックアップ ID を特定できない場

合，オリジナルの ID を指定することもできます。この場合，オリジナルの ID の先頭に

「O:」を付加し，バックアップ ID と同じようにコマンドの引数として指定してください。

使用例を次に示します。

• オリジナル ID「0000000001」に対して実行されたトランザクションログバックアップ

情報を参照する場合

PROMPT> drmsqllogbackup O:0000000001 -v

• オリジナル ID「0000000001」に対して実行されたトランザクションログバックアップ

情報を削除する場合

PROMPT> drmsqllogbackup O:0000000001 -d

-v

バックアップしたトランザクションログの一覧を表示する場合に指定します。同時に指定

したバックアップ ID 以降に取得したトランザクションログのバックアップ情報が表示され

ます。このオプションで表示される内容は，そのままトランザクションログ一括定義ファイ

ルとして利用することもできます。

BACKUP-ID

指定したインスタンスのバックアップのバックアップ ID を表示する場合に「BACKUP-ID」
と指定します。

-no_cat

Protection Manager 6.3 以降の drmsqlbackupでバックアップしていないデータベースを対象

としたトランザクションログバックアップを実行する場合や，トランザクションログバック

アップの起点となるバックアップカタログがない場合に指定します。

-no_cat オプションを指定した場合は，トランザクションログのログバックアップ ID とバッ

クアップ ID は関連づけられません。

次のように，起点となるバックアップカタログがない場合に，トランザクションログバック

アップを実行するときに指定します。
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• コピーグループを再同期するコマンドによって，バックアップカタログが削除された

バックアップ

• ローカルへのバックアップをしないで，リモートバックアップだけを実行したバック

アップ

このオプションを指定して取得したトランザクションログバックアップを，-v オプションで

表示した場合は，ORIGINAL-ID および BACKUP-ID に「-（ハイフン）」が表示されます。

-no_truncate

トランザクションログを切り捨てないでバックアップする場合に指定します。障害が発生

し，データベースのデータファイルが損傷を受けている場合でも，トランザクションログは

損傷を受けていないときは，このオプションを指定するとトランザクションログのバック

アップを取得できます。

-target データベース名

インスタンス名で指定したインスタンスの特定のデータベースに関する情報を表示する場

合に指定します。複数のデータベースを表示する場合は，１つのデータベース名ごとにコン

マで区切って指定します。空白文字を含んだデータベース名を指定する場合，「"」で囲んで

指定します。

-f 一括定義ファイル名

インスタンス名で指定したインスタンスの特定のデータベースに関する情報を表示する場

合に指定します。 -target オプションと異なり，表示するデータベースの一覧を記述した

定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイルの名称を指定することで，情報を表

示するデータベースを一度に指定できます。一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。

空白文字を含んだ一括定義ファイル名を指定する場合，「"」で囲んで指定します。

-d

取得したトランザクションログのバックアップファイルを削除する場合に指定します。

-s ログバックアップ ID

表示または削除するトランザクションログのバックアップファイルの始点を指定する場合

に指定します。-e オプションと組み合わせて指定すると，表示または削除するトランザク

ションログのバックアップファイルの始点と終点の範囲を指定できます。-s オプションだ

けを指定した場合，-s オプションで指定したログバックアップ ID が始点となり，最後のロ

グバックアップ ID が終点となります。

なお，指定できるログバックアップ ID の値は 0001 ～ 9999 です。

-e ログバックアップ ID

表示または削除するトランザクションログのバックアップファイルの終点を指定する場合

に指定します。-s オプションと組み合わせて指定すると，表示または削除するトランザク

第 2 章   基本コマンド

182



ションログのバックアップファイルの始点と終点の範囲を指定できます。-e オプションだ

けを指定した場合，先頭のログバックアップ ID が始点となり，-e オプションで指定したロ

グバックアップ ID が終点となります。

なお，指定できるログバックアップ ID の値は 0001 ～ 9999 です。先頭の 0 は省略しないで

ください。

-lsn

ログバックアップカタログのトランザクションログファイルの詳細情報を表示する場合に

指定します。バックアップ ID に関連づけられたログバックアップ ID と，バックアップ ID
に関連づけられていないログバックアップ ID の両方のトランザクションログバックアップ

情報を表示します。

-lsn オプションを指定したときに表示される項目を，次の表に示します。

表 2-24   drmsqllogbackup -lsn の表示項目

表示項目 意味

BACKUP-ID バックアップ ID（10 桁）※1

ORIGINAL-ID オリジナル ID（10 桁）

LOG-BACKUP-ID ログバックアップ ID（4 桁）

DB SQL Server データベース名（MSSQL でユーザーが指定した名称）

FILE トランザクションログのバックアップファイル名

FIRST-LSN トランザクションログバックアップ内の先頭ログシーケンス番号 ※2

LAST-LSN トランザクションログバックアップ内の終端ログシーケンス番号 ※2

LAST-FULL-BACKUP-TIME トランザクションログバックアップ実行時点で SQL Server の msdb
に記録されているデータベースの完全バックアップ終了時間を，次の
形式で表示。

yyyy/mm/dd hh:mm:ss※2

注 ※1

バックアップカタログが削除された場合は，「-」が表示されます。

注 ※2

Protection Manager 6.3 より前のバージョンで作成されたログバックアップカタログの場

合は，「-」が表示されます。

「BACKUP-ID」に「-」が表示された場合，次の手順でバックアップ ID を確認できます。

1. 「BACKUP-ID」に「-」が表示されているレコードの「LAST-FULL-BACKUP-TIME」
の値を確認します。

2. 「drmsqlcat -lsn」を実行します。

3. 「drmsqlcat -lsn」の実行結果から，「FULL-BACKUP-TIME」の値と手順 1 の値と

が一致するレコードを確認します。
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4. 手順 3 のレコードからバックアップ ID を確認します。

注意事項

• システムデータベース（master，msdb，model，tempdb，distribution）は適用対象外で

す。

• データベースが一度リストアされた場合，復旧パスが異なるログのバックアップが混在

した状態で表示されます。

• このコマンドの対象となるインスタンスに対しては，Protection Manager 6.3 以降の

drmsqlbackup コマンドを実行している場合は，バックアップカタログの有無に関係な

くバックアップ ID に関連づけられたトランザクションログバックアップを実行できま

す。

• Protection Manager による SQL Server のトランザクションログバックアップ実行前に，

Protection Manager 以外から SQL Server のバックアップを実行した場合，「LAST-FULL-
BACKUP-TIME」には Protection Manager 以外から SQL Server のバックアップを実行した

時間を表示します。

• バックアップカタログがない場合に，このコマンドでバックアップ ID とトランザク

ションログバックアップを関連づけるには次の条件をすべて満たす必要があります。

- 対象のインスタンスを Protection Manager 6.3 以降の drmsqlbackup コマンドで

バックアップ済みであること。

ただし，対象のデータベースを Protection Manager 6.3 以降の drmsqlbackup コマ

ンドでバックアップしていない場合（-target オプション指定で特定のデータ

ベースだけバックアップした場合など）， Protection Manager 6.3 以降の

drmsqlbackup コマンド実行時に対象データベースのバックアップカタログ（バッ

クアップカタログの作成は Protection Manager のどのバージョンでもよい）がある

こと。

- drmsqllogbackup コマンドに次のオプションを指定していないこと。

-no_cat，-v，-lsn，-d

- drmsqllogbackup コマンドにインスタンス名を指定していること。

• インスタンスの削除後に，再度，同じインスタンス名でインスタンスの登録をした場合

は ， drmsqlbackup コ マ ン ド で バ ッ ク ア ッ プ カ タ ロ グ を 作 成 し て か ら

drmsqllogbackup コマンドを実行してください。バックアップカタログを作成しない

で drmsqllogbackup コマンドを実行すると，インスタンスの再登録前のデータベース

名がトランザクションログバックアップの対象となります。

• Protection Manager 以外から SQL Server データベースのトランザクションログをバック

アップしないでください。Protection Manager 以外から SQL Server データベースのトラ

ンザクションログをバックアップした場合，「FIRST-LSN」から「LAST-LSN」までの値

がリカバリの起点となるログシーケンス番号を含まなくなることがあります。この場
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合，リカバリの起点となるログシーケンス番号を正しく指定できないため，Protection
Manager からのリカバリに失敗します。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• インスタンス「default」のトランザクションログをバックアップする

PROMPT> drmsqllogbackup DEFAULT

• バックアップ ID「0000000020」，ログバックアップ ID「0001」から「0003」までのト

ランザクションログのバックアップ情報を表示する。

PROMPT> drmsqllogbackup 0000000020 -v -s 0001 -e 0003
[userDB1]
C:¥LogBackup¥userDB1_20021106010101_0001.bk
C:¥LogBackup¥userDB1_20021106050101_0002.bk
C:¥LogBackup¥userDB1_20021106090101_0003.bk
[userDB2]
C:¥LogBackup¥userDB2_20021106010101_0001.bk
C:¥LogBackup¥userDB2_20021106050101_0002.bk
C:¥LogBackup¥userDB2_20021106090101_0003.bk

• バックアップ ID「0000000021」，ログバックアップ ID「0001」から「0003」までのト

ランザクションログのバックアップファイルを削除する。

PROMPT> drmsqllogbackup 0000000021 -d -s 0001 -e 0003

• インスタンス「default」に含まれる２つのデータベースが，異なるタイミングでバッ

クアップされ，バックアップ ID が異なる場合，トランザクションログのバックアップ

情報を表示する。

トランザクションログ一括指定ファイルの作成

データベース名 userDB1 に対するバックアップ ID：「0000000002」

データベース名 userDB2 に対するバックアップ ID：「0000000003」

PROMPT> drmsqllogbackup DEFAULT -v
# ORIGINAL-ID:0000000002 BACKUP-ID:0000000002 → コメント行として扱われる。
[userDB1]
C:¥LogBackup¥userDB1_20021106010101_0001.bk
C:¥LogBackup¥userDB1_20021106050101_0002.bk
C:¥LogBackup¥userDB1_20021106090101_0003.bk
# ORIGINAL-ID:0000000003 BACKUP-ID:0000000003 → コメント行として扱われる。
[userDB2]
C:¥LogBackup¥userDB2_20021106010101_0001.bk
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C:¥LogBackup¥userDB2_20021106050101_0002.bk
C:¥LogBackup¥userDB2_20021106090101_0003.bk

インスタンスに対するバックアップ ID 一覧情報を表示

PROMPT> drmsqllogbackup DEFAULT -v BACKUP-ID
ORIGINAL-ID BACKUP-ID DB
0000000002 0000000002 userDB1
0000000003 0000000003 userDB2

• インスタンス「default」で，複数のデータベースを一括してバックアップした場合に

バックアップ ID の情報を一覧で表示する。

PROMPT> drmsqllogbackup DEFAULT -v BACKUP-ID
ORIGINAL-ID BACKUP-ID DB
0000000002 0000000002 userDB1,userDB2 → コンマ区切りで表示
0000000003 0000000003 userDB2

• -no_cat オプションで取得したトランザクションログのバックアップ情報を表示す

る。

PROMPT>drmsqllogbackup -no_cat -v
# ORIGINAL-ID:-  BACKUP-ID:-
[UserDB3]
C:¥MSSQL¥FLORA4¥default¥tlog¥UserDB3_20040116163638_0001.bk
C:¥MSSQL¥FLORA4¥default¥tlog¥UserDB3_20040116163640_0002.bk
# ORIGINAL-ID:-  BACKUP-ID:-
[UserDB2]
C:¥MSSQL¥FLORA4¥default¥tlog¥UserDB2_20040116163637_0001.bk
C:¥MSSQL¥FLORA4¥default¥tlog¥UserDB2_20040116163640_0002.bk
# ORIGINAL-ID:-  BACKUP-ID:-
[UserDB1]
C:¥MSSQL¥FLORA4¥default¥tlog¥UserDB1_20040116163637_0001.bk
C:¥MSSQL¥FLORA4¥default¥tlog¥UserDB1_20040116163640_0002.bk

• トランザクションログのバックアップ情報から，トランザクションログ一括定義ファイ

ル「SQLTXLOG.txt」を作成する。

PROMPT> drmsqllogbackup SQL1 -target DB1 -v > C:¥temp¥SQLTXLOG.txt

• データベースのデータファイルが損傷を受けている状態で，トランザクションログの

バックアップを取得する。

PROMPT> drmsqllogbackup default -no_truncate
KAVX0001-I drmsqllogbackupコマンドを開始します。
KAVX0002-I drmsqllogbackupコマンドを終了します。

• ログバックアップカタログのトランザクションログファイルの詳細情報を表示する。

PROMPT> drmsqllogbackup SQL2k8 -lsn
BACKUP-ID   ORIGINAL-ID LOG-BACKUP-ID   DB      FILE                   
                        FIRST-LSN           LAST-LSN            LAST- F
ULL-BACKUP-TIME
0000000023  0000000023  0001            USERDB  C:¥SQL_LOG¥LOG¥USERDB_2
0091001122024_0001.bk   30000000021600001   30000000024100001   2009/10
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/01 12:20:24
0000000023  0000000023  0002            USERDB  C:¥SQL_LOG¥LOG¥USERDB_2
0091001122024_0002.bk   30000000024100001   30000000024100001   2009/10
/01 12:20:24
-           0000000024  0001            USERDB  C:¥SQL_LOG¥LOG¥USERDB_2
0091001132024_0001.bk   30000000024100001   30000000024100010   2009/10
/01 13:20:24

2.7.6   drmsqlrecover（リストアした SQL Server データベースをリ
カバリする）

書式

drmsqlrecover インスタンス名
       [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]
       [ -transact_log_list トランザクションログ一括定義ファイル名 ]
       [ -undo | -loading ]

説明

drmsqlrestore コマンドでリストアしたデータベースをリカバリします。業務ボリューム

にリストアしたデータベースをバックアップしたときに取得したトランザクションログお

よびトランザクションログ一括定義ファイルで指定したトランザクションログを適用し，

ロールフォワードでリカバリします。

コマンドの実行中は，アプリケーションサーバなどのほかのコンピュータからリストアした

データベースへ接続しないでください。コマンド実行中にほかのサーバからデータベース

へ接続された場合，コマンドにエラーが発生することがあります。

引数

インスタンス名

リカバリするデータベースのインスタンスの名称を指定します。SQL Server インスタンス

が既定のインスタンスの場合，「DEFAULT」と指定します。

-target データベース名

特定のデータベースをリカバリする場合に指定します。複数のデータベースをリカバリす

る場合は，１つのデータベース名ごとにコンマで区切って指定します。空白文字を含んだ

データベース名を指定する場合，「"」で囲んで指定します。

このオプションおよび -f オプションの両方を省略した場合は，インスタンス全体のリカバ

リを実行します。

-f 一括定義ファイル名
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このオプションは，-target オプションと同様に，リカバリするときに特定のデータベー

スをリストアしたい場合に指定します。-target オプションと異なり，データベース名の

一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイルの名称を指定するこ

とで，データベース名を一度に指定できます。一括定義ファイル名は，絶対パスで指定しま

す。空白文字を含んだ一括定義ファイル名を指定する場合，「"」で囲んで指定します。

このオプションには，必ず指定したインスタンス上に存在するデータベースを指定してくだ

さい。別のインスタンス上のデータベースを指定した場合，そのデータベースに対するリカ

バリは行われません。

-transact_log_list トランザクションログ一括定義ファイル名

リカバリするときに適用するトランザクションログファイルの順序を指定する場合に指定

します。トランザクションログ一括定義ファイルには，トランザクションログファイルを適

用する順序を一覧で記載します。トランザクションログ一括定義ファイル名は絶対パスで

指定します。空白文字を含んだトランザクションログ一括定義ファイル名を指定する場合，

「"」で囲んで指定します。

適用するログはユーザーの運用によって異なります。drmsqllogbackup コマンドでバック

アップされたログを確認して，適用するログを選択してください。

このオプションを省略した場合，トランザクションログを適用しないため，ロールフォワー

ドでリカバリできません。そのため，リカバリ時には，最新のバックアップ時の状態に戻り

ます。

-undo

リカバリしたあとに，データベースをスタンバイ状態（読み取り専用）で使用する場合に指

定します。drmsqlinit コマンドで指定した UNDO ファイル格納ディレクトリの下にデー

タベースごとに一時ファイルが作成されます。drmsqlinit コマンドで UNDO ファイル格

納ディレクトリが設定されていない場合は，「drmsqlinit コマンドでパラメーターが設定

されていません」というエラーメッセージが表示されます。 drmsqlinit コマンドで

UNDO ファイル格納ディレクトリを設定してください。

-undo オプションと -loading オプションの両方を省略した場合は，リカバリしたあと

データベースにフルアクセスできますが，そのあとトランザクションログの適用はできませ

ん。

-loading

リカバリしたあとに，データベースをローディング状態（読み込み中）にする場合に指定し

ます。ローディング状態（読み込み中）のときは，続けてトランザクションログを適用でき

ます。

-loading オプションを指定した場合は，-undo オプションを指定した場合のように一時

ファイルが作成されないため，事前に一時ファイル格納ディレクトリを作成しておく必要は

ありません。
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-undo オプションと -loading オプションの両方を省略した場合は，リカバリしたあと

データベースにフルアクセスできますが，そのあとトランザクションログの適用はできませ

ん。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• インスタンス「SQLIns」で識別されるデータベース全体をリカバリする。

PROMPT> drmsqlrecover SQLIns

• インスタンス「SQLIns」で識別されるデータベースの中から，データベース「DB01」
だけをリカバリする。

PROMPT> drmsqlrecover SQLIns -target DB01

2.7.7   drmsqlrecovertool（リストアした SQL Server データベース
を GUI でリカバリする）

書式

drmsqlrecovertool インスタンス名

説明

drmsqlrestore コマンドでリストアした SQL Server データベースを，GUI を使ってリカバ

リします。

引数

インスタンス名

リカバリするデータベースのインスタンスの名称を指定します。SQL Server インスタンス

が既定のインスタンスの場合，「DEFAULT」と指定します。

GUI の説明

drmsqlrecovertool コマンドを実行すると起動される drmsqlrecovertool ダイアログボック

スについて説明します。
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図 2-1   drmsqlrecovertool ダイアログボックス

［INSTANCE］

drmsqlrecovertool コマンド実行時に指定したインスタンスの名称が表示されます。こ

のインスタンスがリカバリするインスタンスとなります。インスタンスを変更したい場合，

drmsqlrecovertool ダイアログボックスを閉じてから，drmsqlrecovertool コマンドを再度

実行してください。

［Transaction log backup list］

［Target database］で選択したデータベースに適用するトランザクションログのバックアップ

ファイルが表示されます。適用するトランザクションログのバックアップファイルの追加

は［Add］ボタン，削除は［Delete］ボタンで実行します。ファイルが追加されるたびに，

［Transaction log backup list］に表示されるファイルはソートされます。

トランザクションログのバックアップファイルは，次のように表示されます。

［*］ファイル名　作成日時（yyyy/mm/dd hh:mm:ss形式）　サイズ（単位：KB）

リカバリが完了したファイルの先頭には，「*」が表示されます。

［Target database］

drmsqlrecovertool コマンド実行時に指定したインスタンスのデータベースの名称が表

示されます。ここでトランザクションログのバックアップファイルを適用するデータベー

スを選択します。データベースは複数選択できません。

表示されるデータベースの数は，128 までです。129 以上のデータベースが存在する場合，

表示されていないデータベースをリカバリするときは，drmsqlrecover コマンドを使用し

てください。
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［Recovery mode］

リカバリ後のデータベースの状態を選択します。

• ［Loading］：ローディング状態（読み込み中）にする場合に選択します。

• ［Standby］：スタンバイ状態（読み取り専用）で使用する場合に選択します。

• ［Online］：書き込みできるようにする場合に選択します。

データベースのリカバリは，データベースを Online にした時点で完了します。Online を
チェックしてリカバリしたあとは，トランザクションログがあっても適用できなくなりま

す。データベースを Online にする前に，必要なトランザクションログをすべて適用してく

ださい。

［Roll forward?］

リカバリする際，ロールフォワードするかどうかを選択します。no を選択すると，

［Transaction log backup list］が非活性状態となり，トランザクションログのバックアップファ

イルが表示されていても，ロールフォワードしないでリカバリします。

［Add］ボタン

適用するトランザクションログファイルを追加するときに選択します。選択したファイル

を［Transaction log backup list］に追加します。追加するファイルは，拡張子とパスを除く

ファイル名でソートされ，追加されます。

次のファイルは追加できません。

• ネットワークファイル（パスが「¥¥」で始まるファイル）

• 拡張子とパスを除くファイル名が，すでに［Transaction log backup list］に存在するファ

イル

［Delete］ボタン

［Transaction log backup list］で選択したトランザクションログのバックアップファイルを削

除するときに選択します。バックアップファイルは，複数選択できます。選択したすべての

バックアップファイルが削除されます。

［Recovery］ボタン

データベースをロールフォワードでリカバリするかどうかを選択します。［Transaction log
backup list］で表示されているトランザクションログのバックアップファイルのうち，「*」
のないファイルが上から順番に［Target database］で選択したデータベースにロールフォワー

ドでリカバリされます。［Roll forward?］で［No］を選択している場合は，ロールフォワー

ドでリカバリされません。

リカバリが完了すると，［Transaction log backup list］の全ファイル名の先頭に「*」が付きま

す。リカバリでエラーが発生した場合，メッセージダイアログボックスまたは

drm_output.log に結果が出力されます。
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［Exit］ボタン

drmsqlrecovertool ダイアログボックスを閉じます。

［Message］

コマンドの実行状況を表示します。

戻り値

なし

使用例

インスタンス「SQLIns」のデータベースにトランザクションログをリカバリする。

PROMPT> drmsqlrecovertool SQLIns

2.7.8   drmsqlrestore（バックアップした SQL Server データベース
を業務ボリュームにリストアする）

書式

バックアップデータを再同期でリストアする場合

drmsqlrestore バックアップ ID -resync 
            [ -force ] [ -undo ][ -nochk_host]
            [ -instance SQL Server インスタンス名 ]
            [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]
            [ -pf コピーパラメーター定義ファイル]

業務ボリュームのデータに VDI メタファイルだけを適用する場合

drmsqlrestore バックアップ ID -no_resync 
            [ -undo ][ -nochk_host ]
            [ -instance SQL Server インスタンス名 ]
            [ -target データベース名 | -f 一括定義ファイル名 ]
            [ -pf コピーパラメーター定義ファイル]

説明

バックアップ ID で指定された複製ボリュームのバックアップデータを，ディスクの再同期

で業務ボリュームにリストアします。リストアには，drmsqlbackup コマンドで作成したス

ナップショットの VDI メタファイルが使用されます。

次に，ディスクの再同期でリストアするときのコマンドの動作を説明します。
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1. リストアされるデータベースがアタッチされていた場合，データベースがデタッチさ

れます。 データベースのデタッチに失敗した場合は，エラーメッセージが表示され，

リストア処理はエラーになります。

2. ディスクの再同期で複製ボリュームから業務ボリュームにバックアップデータがリス

トアされます。

3. データベースがアタッチされます。

4. インスタンスが起動されます。

次に，クラスタ環境でリストアするときのコマンドの動作を説明します。この場合，データ

ベースを含むクラスタリソースがオフラインになるため，リストア対象のデータベースは一

時的に使用できなくなります。

1. リストアされるデータベースを含むクラスタリソースがオンラインの場合，データ

ベースを含むリソースとディスクリソースがオフラインにされます。 データベース

を含むクラスタリソースやディスクリソースのオフラインに失敗した場合は，エラー

メッセージが表示され，リストア処理はエラーになります。

2. ディスクの再同期で複製ボリュームから業務ボリュームにバックアップデータがリス

トアされます。

3. ディスクリソースがオンラインにされ，そのあとデータベースを含むクラスタリソー

スがオンラインされます。

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）で CLU_MSCS_RESTORE に ONLINE が
設定されている場合，-resync オプションを指定してユーザーデータベースをクラスタリ

ソースがオンライン状態でリストアできます。この場合，リストア対象となるインスタンス

を管理するクラスタリソースはオフラインになりません。ただし，リストア対象がシステム

データベース，またはシステムデータベースを含むデータベースの場合はオフラインになり

ます。

業務ボリューム上のデータは，バックアップ時点での複製ボリュームのディスクイメージで

上書きされます。したがって，バックアップ後に業務ボリューム上に新規に作成したり，更

新したりしたデータはすべて無効となります。

SQL Server のシステムデータベースをリストアする場合，システムデータベースを回復する

ためにリストア対象の SQL Server のサービスを一度停止します。したがって，リストア対

象データベースに一時的にアクセスできなくなります。リストア実行中は SQL Server に接

続しないでください。コマンド実行中にリストア対象のデータベースへ接続した場合，

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）のパラメーター「プロセスの状態確認

のリトライ回数とリトライ間隔」で設定した回数だけ，プロセスの状態確認を繰り返すこと

になります。この場合，繰り返しプロセスの状態確認が行われている間にユーザーの接続を

切断すれば，コマンドは実行を継続します。

コマンドを実行してリストアする際，SQL Server データベースを構成するドライブ名がバッ

クアップ時と異なる場合，コマンドがエラーになります。リストアする前に， drmsqlcat
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コマンドおよび SQL Server の管理ツールでリストア先のドライブ名が一致しているか確認

してください。

バックアップ後に物理ディスクのパーティションスタイルが変更された場合に、コマンドを

実行したときは次の表に示す動作になります。

表 2-25   物理ディスクのパーティションスタイルとコマンド実行結果

バックアップ前 バックアップ後 リストアコマンド実行結果

業務ボリューム 業務ボリューム 複製ボリューム コマンド状態

MBR ディスク MBR ディスク MBR ディスク 正常終了

GPT ディスク エラー (KAVX5171-E または

KAVX5137-E)

再同期実施後 ※1

GPT ディスク MBR ディスク エラー (DRM-10337)

再同期実施前 ※2

GPT ディスク エラー (DRM-10337)

再同期実施前 ※2

GPT ディスク MBR ディスク MBR ディスク エラー (DRM-10337)

再同期実施前 ※2

GPT ディスク エラー (DRM-10337)

再同期実施前 ※2

GPT ディスク MBR ディスク エラー (KAVX5171-E または

KAVX5137-E)

再同期実施後 ※1

GPT ディスク 正常終了

引数

バックアップ ID

リストアするバックアップデータのバックアップ ID を指定します。バックアップ ID とは，

バックアップデータを一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バックアップカタ

ログに登録されます。バックアップ ID を確認するには drmsqlcat コマンドを実行します。

なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略

しないでください。

-resync

業務ボリュームと複製ボリュームを再同期して，リストアします。複製ボリュームのバック

アップデータは，業務ボリュームに同期されます。

このオプションを指定してコマンドを実行する際，Windows パフォーマンスレジストリを参

照するプログラムのサービスを停止してください。

-force
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業務ボリュームと複製ボリュームを強制的に再同期して，リストアする場合に指定します。

このオプションを指定すると，データベースサーバでバックアップを実行したときに取得し

た業務ボリュームのコピーグループ名がデータベースサーバの情報と一致していれば，

LDEV 番号または SERIAL 番号がバックアップ時の番号と一致していない場合にも強制的

に再同期します。このオプションは，ボリュームを入れ替えて LDEV 番号が変わった場合な

ど，-resync オプションを指定しても再同期でリストアできないときにだけ指定してくだ

さい。通常のリストアでこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれがあり

ます。

-undo

このオプションは，データベースをスタンバイモードとしてリストアする場合に指定しま

す。このオプションを指定すると，リストアしたあとに，データベースは読み取り専用で使

用できるようになります。drmsqlinit コマンドで登録した UNDO ファイル格納ディレク

トリにデータベースごとに一時ファイルを作成します。drmsqlinit コマンドで UNDO
ファイル格納ディレクトリが設定されていない場合は，「drmsqlinit コマンドでパラメー

ターが設定されていません」というエラーメッセージが表示されます。drmsqlinit コマン

ドで UNDO ファイル格納ディレクトリを設定してください。

このオプションを省略した場合は，通常のリストアを実施します。この場合，リストアした

あと，ローディング状態になり，データベースは使用できなくなります。

-nochk_host

ホスト名に変更があった場合や，SQL Server のログ配布機能を使用する場合など，

drmsqlbackup コマンド実行時のホストとは異なるホストにリストアする際に指定します。

システムデータベースをリストアする場合は，このオプションを使用できません。

注意事項

-nochk_host オプションを指定した場合，リストアする際バックアップカタログでのホス

ト名の整合性チェックをしないため，間違ったホスト上でリストアしないように注意してく

ださい。

• instance SQL Server インスタンス名

このオプションは，drmsqlbackup コマンドを実行した SQL Server インスタンスとは異な

る SQL Server インスタンスへリストアする場合に指定します。SQL Server インスタンス名

に「DEFAULT」を指定した場合は，SQL Server の既定インスタンスに接続します。ただし，

リストア対象にシステムデータベース（master，model，または msdb データベース）が含ま

れている場合，このオプションは指定できません。

-target データベース名

指定したインスタンスに含まれる特定のデータベースをリストアする場合に指定します。

指定するデータベースは，バックアップ ID で指定したバックアップカタログの中に存在す

る必要があります。バックアップカタログの中に存在しないデータベースを指定した場合，
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そのデータベースに対するリストアは行われません。複数のデータベースを一度にリスト

アするときは，ファイル名またはディレクトリ名をコンマで区切って指定します。空白文字

を含んだデータベース名を指定する場合，「"」で囲んで指定します。

このオプションおよび -f オプションの両方を省略した場合は，バックアップ ID で指定し

たインスタンス全体をリストアします。

-f 一括定義ファイル名

このオプションは，-target オプションと同様に，指定したインスタンスに含まれる特定

のデータベースをリストアする場合に指定します。-target オプションと異なり，リスト

アするデータベースの一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイ

ルの名称を指定することで，リストアするデータベースを一度に指定できます。一括定義

ファイル名は絶対パスで指定します。空白文字を含んだ一括定義ファイル名を指定する場

合，「"」で囲んで指定します。

このオプションおよび -target オプションの両方を省略した場合は，バックアップ ID で指

定したインスタンスに含まれるすべてのオブジェクトをリストアします。

-no_resync

複製ボリュームから業務ボリュームへバックアップデータの回復処理をしないで，業務ボ

リューム上のデータに対して，VDI メタファイルだけ適用したい場合に指定します。ディス

クが壊れてテープから直接業務ボリュームにリストアする場合など，drmsqlrestore コマ

ンドでリストアできないときに使用します。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に作成します。ファイル名は，64 バイト以

内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥raid

注意事項

• リストア対象の論理ボリュームに含まれるすべてのデータベースを指定してくださ

い。 指定しない場合はコマンドにエラーが発生します。

• 名称を変更した SQL Server データベースに対してこのコマンドを実行する場合，必ず

リストア対象の SQL Server データベースをデタッチしてください。デタッチしないで

リストアした場合，コマンドが正常に終了しないで，リストアしたあとの SQL Server
データベースが使用できなくなることがあります。SQL Server データベースが使用で
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きなくなったときは，データベースをデタッチしてから，リストアを再実行してくださ

い。

• バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理され

ています。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータが

あっても，リストアできなくなる場合があります。 詳細については，マニュアル

「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バックアップおよびリストア

時の注意事項についての記述を参照してください。

• データベースをリストアすると，そのデータベースの所有者が，リストアを実行した

ユーザーに変更されます。所有者を変更する場合は，SQL Server の管理ツールで再度

データベースをアタッチするか，システムストアドプロシージャ「sp_changedbowner」
を使用してください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• バックアップ ID「0000000001」で識別されるバックアップデータを，ディスク再同期

でリストアする。

PROMPT> drmsqlrestore 0000000001 -resync

2.8   基本コマンド（バックアップ対象が Exchange
データベースの場合）

ここでは，バックアップ対象が Exchange データベースの場合の基本コマンドについて説明

します。

「2.8.1   drmexgbackup（ストレージグループを複製ボリュームにバックアップする）（198 ペー

ジ）」

「2.8.2   drmexgcat（ストレージグループのバックアップ情報を表示する）（206 ページ）」

「2.8.3   drmexgdisplay（ストレージグループまたはインフォメーションストアの情報を表示，

または更新する）（213 ページ）」

「2.8.4   drmexgrestore（バックアップしたストレージグループを業務ボリュームにリストアす

る）（221 ページ）」

「2.8.5   drmexgverify（バックアップデータの整合性を検証する）（230 ページ）」
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2.8.1   drmexgbackup（ストレージグループを複製ボリュームにバッ
クアップする）

書式

VSS バックアップする場合（Exchange Server 2007）

drmexgbackup -mode vss
        [ -target ストレージグループ名 | -f 一括定義ファイル名 ]
        [ -rc [ 世代識別名 ]] [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
        [ -transact_log_del | -noverify | -noverify_log_del ]
        [ -event_check ] [ -comment バックアップコメント]
        [ -vf VSS定義ファイル名 ]
        [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
        [ -s バックアップサーバ名
          [ -auto_import
            [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
          ]
          [ -svol_check ]
        ]

VSS バックアップする場合（Exchange Server 2010 以降）

drmexgbackup -mode vss
        [ -target インフォメーションストア名 | -f 一括定義ファイル名 ]
        [ -rc [ 世代識別名 ]] [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
        [ -transact_log_del | -noverify | -noverify_log_del ]
        [ -event_check ] [ -comment バックアップコメント]
        [ -vf VSS定義ファイル名 ]
        [ -script ユーザースクリプトファイル名 ]
        [ -s バックアップサーバ名
          [ -auto_import
            [ -auto_mount [ マウントポイントディレクトリ名 ]]
          ]
          [ -svol_check ]
        ]

説明

業務ボリュームの Exchange データベースを複製ボリュームにバックアップします。

Exchange Server でバックアップする単位を，次に示します。

Exchange Server 2007 の場合

データベース全体またはストレージグループ単位

Exchange Server 2010 以降の場合

データベース全体またはインフォメーションストア単位
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drmexgbackup コマンドを実行するには，データベースファイルとログファイルは別のコ

ピーグループに格納する必要があります。

インストール後，drmexgdisplay に -refresh オプションを指定して実行しないで，ディ

クショナリマップファイルが作成していない状態で drmexgbackup コマンドを実行した場

合，drmexgbackup コマンドでディクショナリマップファイルが作成されます。この場合，

ディクショナリマップファイルの作成する処理時間の分，バックアップコマンド実行時間が

長くなります。

バックアップの対象となるのは，次の表に示すファイルです。

表 2-26   Exchange Server ストレージグループのバックアップの対象となるファイル

オプション 対象データベース 対象ファイル

対象ファイル種別は固定 Exchange Server ストレー
ジグループ

データファイル *.edb

トランザクションログ
ファイル

*.log

チェックポイントファイ
ル

*.chk

対象ファイル種別は固定 Exchange Server インフォ
メーションストア

データファイル *.edb

トランザクションログ
ファイル

*.log

チェックポイントファイ *.chk

引数

-mode vss

VSS を使用してバックアップするときに指定します。バックアップの対象となるこのオプ

ションを指定する場合は，バックアップサーバで Protection Manager サービスが稼働してい

る必要があります。

-target ストレージグループ名

このオプションは，特定のストレージグループを含むデータベースリソース単位でバック

アップする場合に指定します。ただし，バックアップは物理ボリューム単位で実行します。

１つの物理ボリュームに複数のストレージグループがある場合，すべてのストレージグルー

プを指定してください。一部のストレージグループだけ指定した場合は，コマンドの実行時

にエラーになります。

複数のストレージグループをバックアップする場合は，ストレージグループ名をコンマで区

切って指定します。ストレージグループ名に空白を含む場合は，引用符で囲んで指定しま

す。

このオプションを省略した場合，コマンドを実行したサーバにあるすべてのストレージグ

ループがバックアップ対象になります。

-target インフォメーションストア名
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このオプションは，特定のインフォメーションストアを含むデータベースリソース単位で

バックアップする場合に指定します。ただし，バックアップは物理ボリューム単位で実行し

ます。１つの物理ボリュームに複数のインフォメーションストアがある場合，すべてのイン

フォメーションストアを指定してください。一部のインフォメーションストアだけ指定し

た場合は，コマンドの実行時にエラーになります。

複数のインフォメーションストアをバックアップする場合は，インフォメーションストア名

をコンマで区切って指定します。インフォメーションストア名に空白を含む場合は，引用符

で囲んで指定します。

このオプションを省略した場合，コマンドを実行したサーバにあるすべてのインフォメー

ションストアがバックアップ対象になります。

-f 一括定義ファイル名

このオプションは，-target オプションと同様に，特定のストレージグループまたはインフォ

メーションストアだけに関してバックアップする場合に指定します。このオプションは，１

つの物理ボリュームに複数のストレージグループまたはインフォメーションストアのデー

タファイルがある場合は必ず指定してください。

-target オプションと異なり，-f オプションではストレージグループ名またはインフォ

メーションストア名の一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイ

ルの名称を指定することで，ストレージグループ名またはインフォメーションストア名を一

度に指定できます。一括定義ファイル名は，絶対パスで指定します。

-rc 世代識別名

バックアップするコピーグループの世代識別名を指定します。drmexgdisplay コマンドに

-cf オプションを付けて実行し，表示された「GEN-NAME」の値を指定してください。単体

ボリュームの場合は，「-」が表示されます。この場合，-rc オプションは指定できません。

リモート側の複製ボリュームへバックアップする場合，このオプションを必ず指定してくだ

さい。このオプションを省略すると，ローカル側の複製ボリュームにバックアップします。

世代識別名を省略した場合は，リモート側世代番号の中で，最小の値を持つ複製ボリューム

がバックアップ先となります。この場合，世代番号は remote_n（n は最小の世代番号）と

なります。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に作成します。ファイル名は，64 バイト以

内の半角英数字で指定してください。
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<Protection Manager のインストール先>¥conf¥raid

-transact_log_del

コミット済みのトランザクションログファイルを削除する場合に指定します。

このオプションを指定してコマンドを実行すると，トランザクションログファイルが削除さ

れるので，以前に取得したバックアップを基に，-recovery オプションを指定してリスト

アできなくなります。

-noverify

VSS を使用したバックアップで，データベースの整合性を検証しない場合に指定します。

-noverify_log_del

VSS を使用したバックアップで，データベースの整合性を検証しないでバックアップしたあ

と，トランザクションログファイルを削除する場合に指定します。

-event_check

データベースの破損を示すイベントが記録されていないかをチェックしたい場合に指定し

ます。検索の対象となるのは，Exchange データベースの直前のバックアップの時間以後に記

録されたイベントログです。ただし，前回のバックアップの結果がなければ，記録されてい

るすべてのイベントログが検索の対象となります。

イベントログの検索は，ペアの再同期をする前に実行されます。データベースの破損を示す

イベントが検出されたときは，コマンドがエラーメッセージを出力し，エラー終了します。

データベースが破損していると Protection Manager が判断するのは，次のイベントです。

• イベントカテゴリー：アプリケーション

• 種類：エラー

• ソース：ESE

• イベント ID：限定なし

• 含まれる文字列："-1018"，"-1019"，または "-1022"

-comment バックアップコメント

バックアップカタログにバックアップコメントを登録する場合に指定します。

バックアップコメントには，64 バイトまでの任意の文字列（英数字，記号，半角スペース

およびマルチバイト文字）が指定できます。バックアップコメントは大文字と小文字を区別

します。記号，半角スペースを指定する場合は，バックアップコメントを引用符（"）で囲

みます。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコメントの

文字列として正しく解釈できません。

バックアップコメントに使用できない記号は次のとおりです。

「¥」，「/」，「`」，「|」，「<」，「>」，「"」，「*」，「?」，「&」，「;」，「(」，「)」

第 2 章   基本コマンド

201



先頭文字には「-」は指定できません。-comment に「""」（引用符だけ）が指定された場合

は，バックアップカタログにバックアップコメントは登録しません。

-vf VSS 定義ファイル名

VSS バックアップで使用する設定をバックアップごとに切り替える場合に指定します。こ

のオプションは，VSS を使用してバックアップをするときにだけ使用できます。

VSS 定義ファイル名には，ファイル名だけを指定します。フォルダ名は指定しないでくださ

い。このオプションで指定する VSS 定義ファイルは，下記のフォルダに格納しておく必要

があります。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vss

このオプションを省略する場合，下記のファイルが VSS 定義ファイルとして使用されます。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vsscom.conf

VSS 定義ファイルの詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイ

ド」（IS315）を参照してください。

-script ユーザースクリプトファイル名

ユーザースクリプトを実行する場合に指定します。ユーザースクリプトファイル名は絶対

パスで指定します。ユーザースクリプトファイル名を指定するときの条件は次のとおりで

す。

• 最大バイト数：255

• 使用できる文字：Windows でファイル名として使用できる文字。空白を含む場合は

「""」で囲んで指定します。

ユーザースクリプトファイルの記述内容については，マニュアル「Protection Manager CLI
ユーザーズガイド」（IS315）の，ユーザースクリプトを作成する方法についての説明を参照

してください。

ユーザースクリプトファイルに「LOCATION=REMOTE」を指定した場合は，-s オプションをあ

わせて指定する必要があります。

-s バックアップサーバ名

リモートのバックアップサーバに接続してバックアップを実行する場合に指定します。

バックアップサーバのホスト名または IP アドレスを，255 バイト以内の文字列で指定してく

ださい。IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定できます。

-s オプションでバックアップサーバを指定した場合，VSS 定義ファイル（vsscom.conf），
および -vf オプションで指定した VSS 定義ファイルのバックアップサーバ名は無効とな

り，-s オプションで指定したバックアップサーバ名が使用されます。

-auto_import
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ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップカタログをバックアップサーバに

自動転送する場合に指定します。このオプションは，-s オプションと同時に指定する必要

があります。

-auto_mount マウントポイントディレクトリ名

ボリュームのバックアップが完了したあと，バックアップサーバで複製ボリュームを自動マ

ウントする場合に指定します。このオプションは，-s オプションおよび -auto_import オ
プションと同時に指定する必要があります。このオプションを指定すると，バックアップ対

象となる複製ボリュームをすべてマウントします。

マウントポイントディレクトリ名は，ドライブ文字またはドライブ文字から始まる絶対パス

で指定します。ディレクトリ名は，Windows のディレクトリ名に指定できる文字で，パスの

末尾の「¥」を含めて 64 バイト以内で指定してください。ただし，半角スペース，マルチバ

イト文字，および半角カタカナは使用できません。ドライブ文字から始まる絶対パスを指定

する場合，空のディレクトリを指定してください。

パスの末尾に「¥」がない場合でも，「¥」が指定されているものと見なされます。例えば，

「D:」と「D:¥」は同じドライブと見なされます。また，「D:¥MOUNTDIR」と「D:¥MOUNTDIR
¥」は同じディレクトリと見なされます。

マウント先は次のようになります。

• マウントポイントディレクトリ名としてドライブ文字だけを指定した場合

マウントポイントディレクトリ名に指定したドライブ，および指定したドライブからア

ルファベット順に検索した未使用のドライブ

• マウントポイントディレクトリ名として絶対パスを指定した場合

<マウントポイントディレクトリ名に指定した絶対パス>¥<業務ボリュームのドライブ

文字>¥<業務ボリュームでのマウントポイント>

例えば，業務ボリュームが「C:¥p_mnt¥」にマウントされていて，-mount_pt オプショ

ンに指定したマウントポイントディレクトリ名が「D:¥s_mnt¥」の場合，複製ボリュー

ムでのマウント先は「D:¥s_mnt¥C¥p_mnt¥」となります。

マウントポイントディレクトリ名を省略した場合は，使用されていないドライブにマウント

します。

マウントした複製ボリュームは，drmumount コマンドを使用してアンマウントしてくださ

い。drmumount コマンドの引数には，バックアップ ID を指定してください。

-svol_check

複製ボリュームのバックアップサーバでの状態をチェックしたい場合に指定します。この

オプションは，-s オプションと同時に指定する必要があります。複製ボリュームの状態を

チェックすることで，バックアップの失敗，またはリストアの失敗を防ぐことができます。

チェック内容（項目，対象，条件）は次のとおりです。
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表 2-27   複製ボリュームの状態チェック

チェック項目 チェック対象のボリュー
ム

チェックの条件

複製ボリュームがバック
アップサーバから隠ぺい
されていること

バックアップ対象の業務
ボリュームに対して定義
されたすべての複製ボ
リューム

業務ボリュームが複数世代の複製ボリュームとペ
ア定義されている場合で，かつ，次のどれかに該当
する場合にチェックされる。

• 業務ボリュームがクラスタリソースである

• VSS でのバックアップが実行される

複製ボリュームがバック
アップサーバにマウント
されていないこと

今回，バックアップ先と
なる複製ボリューム

常にチェックされる。

注意事項

• バックアップするときは，バックアップ対象のボリューム上のディレクトリに別のボ

リュームがマウントされていないことを確認してください。

• バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理され

ています。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータが

あっても，リストアできなくなる場合があります。詳細については，マニュアル

「Protection Manager CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バックアップおよびリストア

時の注意事項についての記述を参照してください。

• -target オプション，または -f オプションによって空白を含んだファイル名または

ディレクトリ名をコマンドラインのオプションとして指定する場合，指定されるパス名

は，引用符（"）で囲む必要があります。ただし，一括定義ファイル内で対象のファイ

ル名またはディレクトリ名を記述する場合は，指定するパス名を引用符（"）で囲む必

要はありません。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• 一括定義ファイル「C:¥temp¥BACKUP_DB.txt」で指定したストレージグループをバッ

クアップする。

PROMPT> drmexgbackup -mode vss -f C:¥temp¥BACKUP_DB.txt
KAVX0001-I drmexgbackupコマンドを開始します。
KAVX1805-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1805-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR2
KAVX1805-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR3
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KAVX1600-I バックアップを開始します。
KAVX0040-I バックアップは以下の内容で取得されています。
           バックアップ ID = 0000000001
KAVX1601-I バックアップを完了しました。
KAVX1806-I インフォメーションストアをマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1806-I インフォメーションストアをマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR2
KAVX1806-I インフォメーションストアをマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR3
KAVX0002-I drmexgbackupコマンドを終了します。

• VSS を使用してバックアップする。

PROMPT> drmexgbackup -mode vss
KAVX0001-I drmexgbackupコマンドを開始します。
KAVX0256-I Protection Managerサービスに接続します。
           ホスト名 = BackupServer
KAVX1600-I バックアップを開始します。
KAVX1610-I バックアップサーバでデータベースの検証を行います。
           ストレージグループ名 = STR1
           ファイル容量 = 6532[MB]
KAVX1611-I ベリファイ処理が成功しました。
KAVX0040-I バックアップは以下の内容で取得されています。
           バックアップ ID = 0000000001
KAVX1601-I バックアップを完了しました。
KAVX0002-I drmexgbackupコマンドを終了します。

• Exchange Server 2010 の構成で VSS を使用してオンラインバックアップする。

PROMPT> drmexgbackup -mode vss
KAVX0001-I drmexgbackupコマンドを開始します。
KAVX0256-I Protection Managerサービスに接続します。
           ホスト名 =バックアップサーバ 1
KAVX1600-I バックアップを開始します。
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = EXG001,B001
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = EXG001,B002
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = EXG001,B003
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = EXG001,B004
KAVX1625-I バックアップサーバでデータベースを検証します。
           インフォメーションストア名 = Mail01
           ファイル容量 = 1000[MB]
KAVX1625-I バックアップサーバでデータベースを検証します。
           インフォメーションストア名 = Mail02
           ファイル容量 = 1000[MB]
KAVX1611-I ベリファイ処理が成功しました。
KAVX0040-I バックアップは以下の内容で取得されています。
           バックアップ ID = 0000000001
KAVX1601-I バックアップを完了しました。
KAVX0002-I drmexgbackupコマンドを終了します。
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2.8.2   drmexgcat（ストレージグループのバックアップ情報を表示
する）

書式

Exchange Server 2007 の場合

drmexgcat [ -target ストレージグループ名 | -f 一括定義ファイル名 ]
          [ -transact_log ][ -datafile ]
          [ -device デバイスファイル名 ][ -l ][ -v ]
          [ -backup_id バックアップ ID ][ -hostname ホスト名 ]
          [ -comment バックアップコメント]

Exchange Server 2010 以降の場合

drmexgcat [ -target インフォメーションストア名 | -f 一括定義ファイル名 ]
          [ -transact_log ][ -datafile ]
          [ -device デバイスファイル名 ][ -l ][ -v ]
          [ -backup_id バックアップ ID ][ -hostname ホスト名 ]
          [ -comment バックアップコメント]

説明

コマンドを実行したサーバ上のストレージグループのバックアップ情報を表示します。表

示する項目を次の表に示します。

表 2-28   drmexgcat コマンドの表示項目

表示項目 意味

STORAGEGROUP Exchange Server 2007 の場合：ストレージグループ名

Exchange Server 2010 以降の場合：/EXCHANGE
BACKUP-COMMENT バックアップコメント

BACKUP-ID バックアップ ID

BACKUP-MODE バックアップモード

ORIGINAL-ID drmexgbackup コマンドで取得した本来のバックアップ ID

START-TIME バックアップ開始時刻

END-TIME バックアップ終了時刻

HOSTNAME スナップショットバックアップを実行したサーバ名

T オブジェクトタイプを示します。

M：メールボックスストア

P：パブリックフォルダストア

T：トランザクションログファイル

C：チェックポイントファイル

OBJECT Exchange Server オブジェクトの種類およびオブジェクトの名称を示
します。

MAILBOXSTORE：メールボックスストア

PUBLICSTORE：パブリックフォルダストア
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表示項目 意味

TRANSACT：トランザクションログファイル

CHECKPOINT：チェックポイントファイル

Exchange Server 2010 以降で OBJECT がトランザクションログファイ
ルまたはチェックポイントファイルの場合，インフォメーションスト
ア名が表示されます。

INFORMATIONSTORE インフォメーションストア名

FILE※1 ファイル名

FS マウントポイントディレクトリ名

FSTYPE ファイルシステムタイプ（NTFS）

DG 「-」

LVM-DEVICE 「GUID」

DEVICE※2 Harddiskn（n：整数）

COPY-GROUP コピーグループ

PORT# サーバホスト側のポート名称

TID# サーバホスト側のターゲット ID

LUN# サーバホスト側の論理ユニット番号

MU# ペア識別子

LDEV# ストレージ装置内での論理デバイス番号

P/S 業務ボリュームか複製ボリュームかを識別する文字

P：業務ボリューム

S：複製ボリューム

SERIAL# ストレージ装置内でのシリアル番号

VIRTUAL-SERVERNAME※3 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

DB-PATH※3 バックアップカタログの格納ディレクトリ名

CATALOG-UPDATE-TIME※3 バックアップカタログの作成時刻

注 ※1

トランザクションログファイル（*.log）に関連する情報は，Exchange Server のバージョ

ンごとに表示方法が異なります。

• Exchange Server 2007 の場合

「< マウントポイントディレクトリ名 >¥< ストレージグループ名 >¥E00*.log」の形

式で 1 つにまとめて表示されます。

• Exchange Server 2010 以降の場合

「< マウントポイントディレクトリ名  >¥< インフォメーションストア名  >
¥E00*.log」の形式で 1 つにまとめて表示されます。

第 2 章   基本コマンド

207



注 ※2

-deviceオプションを指定してコマンドを実行した場合，INFORMATIONSTORE の次に表

示されます。

注 ※3

-vオプションを指定してコマンドを実行した場合，表示されます。

表示できない項目がある場合，その項目欄には「-」が表示されます。すべての項目が表示

できない場合，エラーメッセージが表示されます。

各項目は，空白文字で区切られて表示されます。

引数

-target ストレージグループ名

特定のストレージグループに関する情報を表示する場合に指定します。複数のストレージ

グループの情報を表示する場合は，ストレージグループ名をコンマで区切って指定します。

ストレージグループ名に空白を含む場合は，引用符で囲みます。

-target インフォメーションストア名

特定のインフォメーションストアに関する情報を表示する場合に指定します。複数のイン

フォメーションストア名の情報を表示する場合は，インフォメーションストア名をコンマで

区切って指定します。インフォメーションストア名に空白を含む場合は，引用符で囲みま

す。

-f 一括定義ファイル名

特定のストレージグループまたはインフォメーションストアに関する情報を表示する場合

に指定します。-target オプションと異なり，表示するストレージグループまたはインフォ

メーションストアの一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファルの

名称を指定することで，情報を表示するストレージグループまたはインフォメーションスト

アを一度に指定できます。一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。

-transact_log

トランザクションログに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示

します。

• トランザクションログファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報
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-target オプションまたは -f オプションと一緒にこのオプションを指定した場合，指定し

たストレージグループのトランザクションログに関連する情報だけを表示します。

-target オプションまたは -f オプションを省略した場合，すべてのストレージグループの

トランザクションログに関連する情報を表示します。

-datafile

データファイルに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示します。

• データファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

-target オプションまたは -f オプションと一緒にこのオプションを指定した場合，指定し

たストレージグループのデータファイルに関連する情報だけを表示します。

-target オプションまたは -f オプションを省略した場合，すべてのストレージグループの

データファイルに関連する情報を表示します。

-device デバイスファイル名

デバイスファイルに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示しま

す。

• ストレージグループ名

• ファイルシステム情報

• 物理ディスク情報

• 論理ボリューム情報

-l

ストレージグループの情報をロング形式で表示する場合に指定します。

-v

バックアップカタログに関する管理情報を表示する場合に指定します。次の情報を表示し

ます。

• バックアップカタログの格納ディレクトリ名

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）の DRM_DB_PATHに設定されてい

るパスを表示します。

DRM_DB_PATH が設定されていない場合は，インストール時に自動的に作成されたデ

フォルトのディクショナリマップファイル格納ディレクトリを表示します。

• 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）
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環境変数 DRM_HOSTNAMEが設定されていない場合は，「-」を表示します。

• バックアップカタログ作成時刻

バックアップカタログの作成時刻はバックアップ ID ごとに表示します。

-backup_id バックアップ ID

特定のバックアップデータの情報だけを表示する場合に指定します。バックアップ ID と
は，バックアップデータを一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バックアップ

カタログに登録されます。バックアップ ID を確認するには drmexgcat コマンドを実行し

ます。なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0
は省略しないでください。

-hostname ホスト名

特定のホストに関連するバックアップ情報だけを表示する場合に指定します。

-comment バックアップコメント

特定のバックアップコメントの情報だけを表示する場合に指定します。バックアップコメ

ントは大文字と小文字を区別します。

バックアップコメントはワイルドカード（*）が指定できます。前方一致（XYZ* のように，

先頭は検索したい文字で，末尾に任意の文字を指定する）だけ指定できます。ワイルドカー

ド，記号，または半角スペースを指定する場合はバックアップコメントを引用符（"）で囲

んで指定します。記号を引用符（"）で囲まない場合は，特殊記号と認識しバックアップコ

メントの文字列として正しく解釈できません。「-comment "*"」と指定した場合は，すべての

バックアップカタログを表示します。すべてのバックアップカタログを表示した場合，バッ

クアップコメントが登録されていないバックアップカタログには，「-」を表示します。

「-comment ""」のように，-comment オプションの後に引用符二つを指定した場合は，バッ

クアップデータはありません，というメッセージを表示します。

注意事項

-target オプション，または -f オプションによって空白を含んだファイル名またはディレ

クトリ名をコマンドラインのオプションとして指定する場合，指定されるパス名は，引用符

（"）で囲む必要があります。

ただし，一括定義ファイル内で対象のファイル名またはディレクトリ名を記述する場合は，

指定するパス名を引用符（"）で囲む必要はありません。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合
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使用例

• バックアップしたストレージグループ「STR1」で指定されるインフォメーションスト

アの情報を出力する（Exchange Server 2007）。

PROMPT> drmexgcat -target STR1
STORAGEGROUP: EXG01
BACKUP-ID: 0000000002  BACKUP-MODE: VSS  STORAGEGROUP: STR1  ORIGINAL-I
D: 0000000002
START-TIME: 2011/02/18 14:48:19  END-TIME: 2011/02/18 14:58:43  HOSTNAM
E: EVS1
T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE               FS   DG   DEVICE
      COPY-GROUP    
M MAILBOXSTORE   mail               N:¥data¥mail.edb   N:   -    Harddi
sk2   mv02,rv02   
- -              -                  -                  -    -    -     
      mv02,rv02   
T TRANSACT       -                  M:¥log¥E01*.log    M:   -    Harddi
sk1   mv01,rv01   
- -              -                  -                  -    -    -     
      mv01,rv01   
C CHECKPOINT     -                  M:¥log¥E01.chk     M:   -    Harddi
sk1   mv01,rv01

• ストレージグループ「STR1」で指定されるインフォメーションストアの情報をロング

形式で出力する（Exchange Server 2007）。

PROMPT> drmexgcat -target STR1 -l -v
VIRTUAL-SERVERNAME: EVS1
DB-PATH: Z:¥PTM
STORAGEGROUP: STR1
BACKUP-ID: 0000000002  BACKUP-MODE: VSS  STORAGEGROUP: STR1  ORIGINAL-I
D: 0000000002
START-TIME: 2011/02/18 14:48:19  END-TIME: 2011/02/18 14:58:43  HOSTNAM
E: EVS1
T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE               FS   FSTYPE   DG
   LVM-DEVICE                                          DEVICE      COPY
-GROUP    PORT#    TID#   LUN#   MU#   LDEV#   P/S   SERIAL#
M MAILBOXSTORE   mail               N:¥data¥mail.edb   N:   NTFS     - 
   ¥¥?¥Volume{222398c5-fb76-11df-b4b7-000fea5058cb}¥   Harddisk2   mv02
,rv02     CL1-C1   1      114    0     114     P     77010955
- -              -                  -                  -    -        - 
   -                                                   -           mv02
,rv02     CL1-C    1      138    0     138     S     77010955
T TRANSACT       -                  M:¥log¥E01*.log    M:   NTFS     - 
   ¥¥?¥Volume{222398bf-fb76-11df-b4b7-000fea5058cb}¥   Harddisk1   mv01
,rv01     CL1-C1   1      113    0     113     P     77010955
- -              -                  -                  -    -        - 
   -                                                   -           mv01
,rv01     CL1-C    1      137    0     137     S     77010955
C CHECKPOINT     -                  M:¥log¥E01.chk     M:   NTFS     - 
   ¥¥?¥Volume{222398bf-fb76-11df-b4b7-000fea5058cb}¥   Harddisk1   mv01
,rv01     CL1-C1   1      113    0     113     P     77010955
- -              -                  -                  -    -        - 
   -                                                   -           mv01
,rv01     CL1-C    1      137    0     137     S     77010955
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• VSS を使用してバックアップしたインフォメーションストアのバックアップカタログ，

バックアップカタログの管理情報を表示する（Exchange Server 2010）。

PROMPT> drmexgcat -v
STORAGEGROUP: /EXCHANGE
BACKUP-ID: 0000000001  BACKUP-MODE: VSS  STORAGEGROUP: /EXCHANGE  ORIGI
NAL-ID: 0000000001
START-TIME: 2010/01/01 11:00:00  END-TIME: 2010/01/01 11:30:00  HOSTNAM
E: EXG_SRV1
T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE                               
  FS                  DG   DEVICE       COPY-GROUP
M MAILBOXSTORE   Mail1              M:¥mount¥VG01¥001¥Mail1¥mail.edb   
  M:¥mount¥VG01¥001   -    Harddisk3    mv03,rv03
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv03,rv03
T TRANSACT       Mail1              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail1¥E00*.log   
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
C CHECKPOINT     Mail1              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail1¥E00.chk    
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
M MAILBOXSTORE   Mail2              M:¥mount¥VG01¥001¥Mail2¥mail.edb   
  M:¥mount¥VG01¥001   -    Harddisk3    mv03,rv03
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv03,rv03
T TRANSACT       Mail2              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail2¥E01*.log   
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
C CHECKPOINT     Mail2              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail2¥E01.chk    
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
P PUBLICSTORE    Pub                M:¥mount¥VG01¥003¥Pub¥pub.edb      
  M:¥mount¥VG01¥003   -    Harddisk5    mv05,rv05
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv05,rv05
T TRANSACT       Pub                M:¥mount¥VG01¥002¥Pub¥E02*.log     
  M:¥mount¥VG01¥002   -    Harddisk4    mv04,rv04
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv04,rv04
C CHECKPOINT     Pub                M:¥mount¥VG01¥002¥Pub¥E02.chk      
  M:¥mount¥VG01¥002   -    Harddisk4    mv04,rv04
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv04,rv04

• インフォメーションストア Mail2 で指定されるインフォメーションストアのバック

アップカタログを表示する（Exchange Server 2010）。

PROMPT> drmexgcat -target Mail2 
STORAGEGROUP: /EXCHANGE
BACKUP-ID: 0000000001  BACKUP-MODE: VSS  STORAGEGROUP: /EXCHANGE  ORIGI
NAL-ID: 0000000001
START-TIME: 2010/01/01 11:00:00  END-TIME: 2010/01/01 11:30:00  HOSTNAM
E: EXG_SRV1
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T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE                               
  FS                  DG   DEVICE       COPY-GROUP
M MAILBOXSTORE   Mail2              M:¥mount¥VG01¥001¥Mail2¥mail.edb   
  M:¥mount¥VG01¥001   -    Harddisk3    mv03,rv03
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv03,rv03
T TRANSACT       Mail2              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail2¥E01*.log   
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
C CHECKPOINT     Mail2              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail2¥E01.chk    
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02

2.8.3   drmexgdisplay（ストレージグループまたはインフォメーショ
ンストアの情報を表示，または更新する）

書式

ストレージグループの情報を表示する場合（Exchange Server 2007）

drmexgdisplay
      [ -target ストレージグループ名 | -f 一括定義ファイル名 ]
      [ -transact_log ][ -datafile ][ -v ]
      [ -device デバイスファイル名 ][ -l ][ -cf ]

インフォメーションストアの情報を表示する場合（Exchange Server 2010 以降）

drmexgdisplay 
      [ -target インフォメーションストア名 | -f 一括定義ファイル名 ]
      [ -transact_log ][ -datafile ][ -v ]
      [ -device デバイスファイル名 ][ -l ][ -cf ]

ディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新する場合（Exchange Server 2007）

drmexgdisplay [ ストレージグループ名 ] -refresh [ -coremap ]

ディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新する場合（Exchange Server 2010
以降）

drmexgdisplay [ インフォメーションストア名 ] -refresh [ -coremap ]

説明

次の３つの機能があります。

1. コマンドを実行したサーバ上のストレージグループまたはインフォメーションストア

のリソース情報を表示します。
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2. コマンドを実行したシステム上の任意のストレージグループまたはインフォメーショ

ンストアについて，リソース情報を表示します。

3. ディクショナリマップファイルのストレージグループまたはインフォメーションスト

アの情報を更新します。バックアップする前に実行してください。

1. および 2. で表示する項目を次の表に示します。

表 2-29   drmexgdisplay コマンドの表示項目

表示項目 意味

STORAGEGROUP Exchange Server 2007 の場合：ストレージグループ名

Exchange Server 2010 以降の場合：/EXCHANGE
T オブジェクトタイプを示します。

M：メールボックスストア

P：パブリックフォルダストア

T：トランザクションログファイル

C：チェックポイントファイル

OBJECT Exchange Server オブジェクトの種類およびオブジェクトの名称を示
します。

MAILBOXSTORE：メールボックスストア

TRANSACT：トランザクションログファイル

PUBLICSTORE：パブリックフォルダストア

CHECKPOINT：チェックポイントファイル

Exchange Server 2010 以降で OBJECT がトランザクションログファイ
ルまたはチェックポイントファイルの場合，インフォメーションスト
ア名が表示されます。

INFORMATIONSTORE インフォメーションストア名

FILE※1 ファイル名

FS マウントポイントディレクトリ名

FSTYPE ファイルシステムタイプ（NTFS）

DG 「-」

LVM-DEVICE 「GUID」

DEVICE※2 Harddiskn（n：整数）

COPY-GROUP コピーグループ名

PORT# サーバホスト側のポート名称

TID# サーバホスト側のターゲット ID

LUN# サーバホスト側の論理ユニット番号

MU# ペア識別子

LDEV# ストレージ装置内での論理デバイス番号

P/S 業務ボリュームか複製ボリュームかを識別する文字

P：業務ボリューム

S：複製ボリューム

-：ペアボリュームを構成していないボリューム

SERIAL# ストレージ装置内でのシリアル番号
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表示項目 意味

COPY-FUNC コピー種別

DynamicDataReplication
RemoteDataReplication
DynamicSnapVolume
のいずれか

GEN-NAME 世代識別名

local_n：ローカルのペアボリュームの場合（n は 0 から 999 までの
世代番号）

remote_n：リモートのペアボリュームの場合（n は 0 から 999 まで
の世代番号）

-：ペアボリュームを構成していないボリュームを示す場合

VIRTUAL-SERVERNAME※3 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

DB-PATH※3 ディクショナリマップファイルの格納ディレクトリ名

CORE-MAPFILE-UPDATE-TIME※

3
コアマップファイルの更新時刻

APP.-MAPFILE-UPDATE-TIME※3 アプリケーションマップファイルの更新時刻

注 ※1

トランザクションログファイル（*.log）に関連する情報は，Exchange Server のバージョ

ンごとに表示方法が異なります。

• Exchange Server 2007 の場合

「< マウントポイントディレクトリ名 >¥< ストレージグループ名 >¥E00*.log」の形

式で 1 つにまとめて表示されます。

• Exchange Server 2010 以降の場合

「< マウントポイントディレクトリ名  >¥< インフォメーションストア名  >
¥E00*.log」の形式で 1 つにまとめて表示されます。

注 ※2

-deviceオプションを指定してコマンドを実行した場合，INFORMATIONSTORE の次に表

示されます。

注 ※3

-vオプションを指定してコマンドを実行した場合，表示されます。

表示できない項目がある場合，その項目欄には「-」が表示されます。すべての項目が表示

できない場合，エラーメッセージが表示されます。

各項目は，空白文字で区切られて表示されます。
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引数

-target ストレージグループ名

特定のストレージグループに関する情報を表示する場合に指定します。複数のストレージ

グループを表示する場合は，ストレージグループ名をコンマで区切って指定します。スト

レージグループ名に空白を含む場合は，引用符で囲みます。

このオプションを省略した場合，コマンドを実行したサーバにあるすべてのストレージグ

ループの情報を表示します。

-target インフォメーションストア名

特定のインフォメーションストアに関する情報を表示する場合に指定します。複数のイン

フォメーションストアを表示する場合は，インフォメーションストア名をコンマで区切って

指定します。インフォメーションストア名に空白を含む場合は，引用符で囲みます。

このオプションを省略した場合，コマンドを実行したサーバにあるすべてのインフォメー

ションストアの情報を表示します。

-f 一括定義ファイル名

特定のストレージグループまたはインフォメーションストアに関する情報を表示する場合

に指定します。-target オプションと異なり，表示するストレージグループまたはインフォ

メーションストアの一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成しておき，そのファイル

の名称を指定することで，情報を表示するストレージグループまたはインフォメーションス

トアを一度に指定できます。一括定義ファイル名は絶対パスで指定します。

-transact_log

トランザクションログに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示

します。

• トランザクションログファイル名

• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

-target オプションまたは -f オプションと一緒に，このオプションを指定した場合，指定

したストレージグループのトランザクションログに関連する情報だけを表示します。

-target オプションおよび -f オプションを省略した場合，すべてのストレージグループの

トランザクションログに関連する情報を表示します。

-datafile

データファイルに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示します。

• データファイル名
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• ファイルシステム情報

• 論理ボリューム構成情報

• 物理ディスク情報

-target オプションまたは -f オプションと一緒にこのオプションを指定した場合，指定し

たストレージグループのデータファイルに関連する情報だけを表示します。

-target オプションおよび -f オプションを省略した場合，すべてのストレージグループの

データファイルに関連する情報を表示します。

-v

ディクショナリマップファイルに関する管理情報を表示する場合に指定します。次の情報

を表示します。

• ディクショナリマップファイルの格納ディレクトリ名

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）の DRM_DB_PATHに設定されてい

るパスを表示します。

DRM_DB_PATH が設定されていない場合は，インストール時に自動的に作成されたデ

フォルトのディクショナリマップファイル格納ディレクトリを表示します。

• 仮想サーバ名（環境変数 DRM_HOSTNAME の値）

環境変数 DRM_HOSTNAME が設定されていない場合は，「-」を表示します。

• ディクショナリマップファイルの更新時刻

コアマップファイルとアプリケーションマップファイルに分けて更新時刻を表示しま

す。

-device デバイスファイル名

デバイスファイルに関連する情報だけを表示する場合に指定します。次の情報を表示しま

す。

• ストレージグループ名

• ファイルシステム情報

• 物理ディスク情報

• 論理ボリューム情報

-l

ストレージグループの情報をロング形式で表示する場合に指定します。

-cf
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ローカルコピー，リモートコピーの種別を表示する場合，またはコピーグループ名に対応す

る世代識別名を表示する場合に指定します。このオプションを指定した場合は，リモートの

情報も表示されます。

ストレージグループ名

-refresh オプションと一緒に引数を指定した場合，指定したストレージグループの情報を

最新の状態に更新します。このオプションを省略した場合，すべてのストレージグループに

関するディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新します。

-refresh

ディクショナリマップファイルの情報を最新の状態に更新する場合に指定します。

ストレージグループ名またはインフォメーションストア名と一緒にこのオプションを指定

した場合，指定したストレージグループまたはインフォメーションストアに関するアプリ

ケーションマップファイルの情報だけが最新の状態に更新されます。コアマップファイル

については，存在しているかどうかで次のように処理が異なります。

• すでに存在している場合，更新されません。

• 存在していない場合，作成されます。

ストレージグループ名またはインフォメーションストア名を省略した場合，コアマップファ

イルとすべてのストレージグループまたはインフォメーションストアに関するアプリケー

ションマップファイルの情報が最新の状態に更新されます。このとき，ディクショナリマッ

プファイルの更新に失敗すると，コアマップファイルの情報は削除された状態になります。

ディクショナリマップファイルに VSS スナップショットのディスク情報を設定する場合

は，このオプションを指定します。

-coremap

コアマップファイルを更新する場合に指定します。このオプションは，ストレージグループ

名またはインフォメーションストア名と一緒に指定した場合だけ有効となります。なお，コ

アマップファイルが存在していない場合には作成されます。

注意事項

-target オプション，または -f オプションによって空白を含んだファイル名またはディレ

クトリ名をコマンドラインのオプションとして指定する場合，指定されるパス名は，引用符

（"）で囲む必要があります。

ただし，一括定義ファイル内で対象のファイル名またはディレクトリ名を記述する場合は，

指定するパス名を引用符（"）で囲む必要はありません。

戻り値

0 　　：正常終了した場合
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0 以外：エラーが発生した場合

使用例

• ストレージグループ「STR1」で指定されるインフォメーションストアの情報とディク

ショナリマップファイルの管理情報を表示する（Exchange Server 2007）。

PROMPT> drmexgdisplay -target STR1 -v
VIRTUAL-SERVERNAME: -
DB-PATH: D:¥Program Files (x86)¥NEC¥DRM¥db
STORAGEGROUP: STR1
T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE                               
 FS                 DG   DEVICE       COPY-GROUP
M MAILBOXSTORE   mail01             D:¥mount¥EXG_001¥data1¥mail01.edb  
 D:¥mount¥EXG_001   -    Harddisk15   mv01,rv01   
- -              -                  -                                  
 -                  -    -            mv01,rv01
T TRANSACT       -                  D:¥mount¥EXG_002¥log1¥E00*.log     
 D:¥mount¥EXG_002   -    Harddisk16   mv02,rv02
- -              -                  -                                  
 -                  -    -            mv02,rv02
C CHECKPOINT     -                  D:¥mount¥EXG_002¥system1¥E00.chk   
 D:¥mount¥EXG_002   -    Harddisk16   mv02,rv02
- -              -                  -                                  
 -                  -    -            mv02,rv02

• ストレージグループ「STR1」で指定されるインフォメーションストアの情報をロング

形式で表示する（Exchange Server 2007）。

PROMPT> drmexgdisplay -target STR1 -l
STORAGEGROUP: STR01
T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE               FS   FSTYPE   DG
   LVM-DEVICE                                          DEVICE       COP
Y-GROUP    PORT#    TID#   LUN#   MU#   LDEV#   P/S   SERIAL#
M MAILBOXSTORE   mail               N:¥data¥mail.edb   N:   NTFS     - 
   ¥¥?¥Volume{222398c5-fb76-11df-b4b7-000fea5058cb}¥   Harddisk2    mv0
1,rv01     CL1-C1   1      114    0     114     P     77010955
- -              -                  -                  -    -        - 
   -                                                   -            mv0
1,rv01     CL1-C    1      138    0     138     S     77010955
T TRANSACT       -                  M:¥log¥E01*.log    M:   NTFS     - 
   ¥¥?¥Volume{222398bf-fb76-11df-b4b7-000fea5058cb}¥   Harddisk1    mv0
2,rv02     CL1-C1   1      113    0     113     P     77010955
- -              -                  -                  -    -        - 
   -                                                   -            mv0
2,rv02     CL1-C    1      137    0     137     S     77010955
C CHECKPOINT     -                  M:¥log¥E01.chk     M:   NTFS     - 
   ¥¥?¥Volume{222398bf-fb76-11df-b4b7-000fea5058cb}¥   Harddisk1    mv0
2,rv02     CL1-C1   1      113    0     113     P     77010955
- -              -                  -                  -    -        - 
   -                                                   -            mv0
2,rv02     CL1-C    1      137    0     137     S     77010955

• すべてのインフォメーションストアの情報とディクショナリマップファイルの管理情

報を出力する（Exchange Server 2010）。
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PROMPT> drmexgdisplay -v
VIRTUAL-SERVERNAME: -
DB-PATH: C:¥Program Files¥NEC¥DRM¥db
STORAGEGROUP: /EXCHANGE
CORE-MAPFILE-UPDATE-TIME: 2010/01/01 10:00:00
APP.-MAPFILE-UPDATE-TIME: 2010/01/01 10:00:00
T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE                               
  FS                  DG   DEVICE       COPY-GROUP
M MAILBOXSTORE   Mail1              M:¥mount¥VG01¥001¥Mail1¥mail.edb   
  M:¥mount¥VG01¥001   -    Harddisk3    mv03,rv03
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv03,rv03
T TRANSACT       Mail1              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail1¥E00*.log   
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
C CHECKPOINT     Mail1              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail1¥E00.chk    
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
M MAILBOXSTORE   Mail2              M:¥mount¥VG01¥001¥Mail2¥mail.edb   
  M:¥mount¥VG01¥001   -    Harddisk3    mv03,rv03
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv03,rv03
T TRANSACT       Mail2              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail2¥E01*.log   
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
C CHECKPOINT     Mail2              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail2¥E01.chk    
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
P PUBLICSTORE    Pub                M:¥mount¥VG01¥003¥Pub¥pub.edb      
  M:¥mount¥VG01¥003   -    Harddisk5    mv05,rv05
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv05,rv05
T TRANSACT       Pub                M:¥mount¥VG01¥002¥Pub¥E02*.log     
  M:¥mount¥VG01¥002   -    Harddisk4    mv04,rv04
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv04,rv04
C CHECKPOINT     Pub                M:¥mount¥VG01¥002¥Pub¥E02.chk      
  M:¥mount¥VG01¥002   -    Harddisk4    mv04,rv04
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv04,rv04
- -              -                  -                                  
  M:¥mount¥VG01¥004   -    Harddisk6    mv06,rv06
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv06,rv06
- -              -                  -                                  
  M:¥mount¥VG01¥005   -    Harddisk7    mv07,rv07
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv07,rv07

• インフォメーションストア Mail2 で指定されるインフォメーションストアの情報を出

力する（Exchange Server 2010）。
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PROMPT> drmexgdisplay -target Mail2
STORAGEGROUP: /EXCHANGE
T OBJECT         INFORMATIONSTORE   FILE                               
  FS                  DG   DEVICE       COPY-GROUP 
M MAILBOXSTORE   Mail2              M:¥mount¥VG01¥001¥Mail2¥mail.edb   
  M:¥mount¥VG01¥001   -    Harddisk3    mv01,rv01
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv01,rv01
T TRANSACT       Mail2              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail2¥E01*.log   
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02
C CHECKPOINT     Mail2              M:¥mount¥VG01¥000¥Mail2¥E01.chk    
  M:¥mount¥VG01¥000   -    Harddisk2    mv02,rv02
- -              -                  -                                  
  -                   -    -            mv02,rv02

2.8.4   drmexgrestore（バックアップしたストレージグループを業務
ボリュームにリストアする）

書式

ストレージグループ単位でリストアする場合（Exchange Server 2007）

drmexgrestore バックアップ ID -resync
    [ -target ストレージグループ名,… | -f 一括定義ファイル名 ]
    [ -force ] [ -recovery ]
    [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
    [ -vf VSS定義ファイル名]
    [ -ef Exchange環境設定ファイル名 ]

VSS を使用したバックアップデータをインフォメーションストア単位でリストアする場合

（Exchange Server 2007）

drmexgrestore バックアップ ID -resync -recovery
    [ -target ストレージグループ名¥インフォメーションストア名,… | -f 定義ファイル名 
]
    [ -force ]
    [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
    [ -vf VSS定義ファイル名]
    [ -ef Exchange環境設定ファイル名 ]

インフォメーションストア単位でリストアする場合（Exchange Server 2010 以降）

drmexgrestore バックアップ ID -resync
    [ -target インフォメーションストア名,… | -f 一括定義ファイル名 ]
    [ -force ] [ -recovery ]
    [ -pf コピーパラメーター定義ファイル ]
    [ -vf VSS定義ファイル名]
    [ -ef Exchange環境設定ファイル名 ]
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説明

バックアップ ID で指定された複製ボリュームのバックアップデータを，ディスクの再同期

で業務ボリュームにリストアします。

VSS を使用してバックアップした結果をリストアする場合には，バックアップサーバで VSS
インポートサーバが起動している必要があります。

バックアップデータをリストアすることで，データベースはバックアップしたときの状態に

戻ります。-recovery オプションを指定してコマンドを実行した場合，リストアされたあ

と，リカバリされ，データベースは最新の状態になります。

データベースが複数のボリュームから構成されていた場合，データベースを構成するすべて

のボリュームを順番にリストアします。

次に，非クラスタ環境でリストアするときのコマンドの動作を説明します。

1. リストアされるデータベースがマウントされていた場合，データベースは自動的にア

ンマウントされます。ファイルシステムのアンマウントに失敗した場合は，エラー

メッセージが表示され，リストア処理はエラーになります。

2. データベースが正常に停止され，ファイルシステムが正常にアンマウントされたこと

を確認したあと，ディスクの再同期で複製ボリュームから業務ボリュームにバック

アップデータがリストアされます。

3. データベースが正常に停止され，ファイルシステムが正常にアンマウントされたこと

を確認したあと，ディスクの再同期で複製ボリュームから業務ボリュームにバック

アップデータがリストアされます。手順 1. であらかじめファイルシステムがアンマ

ウントされていた場合，ファイルシステムはマウントされません。

4. 手順 1. でアンマウントしたデータベースをマウントします。

次に，クラスタ構成でリストアするときのコマンドの動作を説明します。クラスタ構成でリ

ストアをする場合，リストア対象のストレージグループを含むクラスタグループがオンライ

ンになっている必要があります。クラスタグループがオンラインではないときにリストア

を実行した場合，リストア処理はエラーになります。また，ストレージグループを含むクラ

スタリソースがオフラインになるため，リストア対象のストレージグループは一時的に使用

できなくなります。

1. リストアされるストレージグループのディスクリソースが自動的にオフラインにされ

ます。オフラインにされるディスクリソースに依存しているクラスタリソースがある

場合，それらのクラスタリソースも自動的にオフラインにされます。ディスクリソー

スのオフラインに失敗した場合は，エラーメッセージが表示され，リストア処理はエ

ラーになります。

2. ディスクリソースが正常にオフラインになったことを確認したあと，ディスクの再同

期で，複製ボリュームから業務ボリュームにバックアップデータがリストアされます。
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3. ディスクリソースがオンラインにされます。ディスクリソースをオフラインにする契

機でオフラインにされたクラスタリソースがある場合，それらもオンラインにされま

す。

Protection Manager の構成定義ファイル（init.conf）で CLU_MSCS_RESTORE に ONLINE が
設定されている場合，クラスタリソースがオンライン状態でのリストアができます。

業務ボリューム上のデータは，バックアップ時点での複製ボリュームのディスクイメージで

上書きされます。したがって，バックアップ後に業務ボリューム上に新規に作成したり，更

新したりしたデータはすべて無効となります。

引数

バックアップ ID

リストアするバックアップデータのバックアップ ID を指定します。バックアップ ID とは，

バックアップデータを一意に識別するための ID で，バックアップ時に，バックアップカタ

ログに登録されます。バックアップ ID を確認するには drmexgcat コマンドを実行します。

なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 です。先頭の 0 は省略

しないでください。

-resync

業務ボリュームと複製ボリュームを再同期して，リストアします。複製ボリュームのバック

アップデータは，業務ボリュームに同期されます。

-target ストレージグループ名

特定のストレージグループに関するデータベースをリストアする場合に指定します。

複数のストレージグループ名を指定する場合は，コンマで区切って指定します。ストレージ

グループ名に空白が含まれている場合は，名称全体を引用符で囲みます。

このオプションを省略した場合は，コマンドを実行したサーバ上のすべてのストレージグ

ループがリストアされます。

-target インフォメーションストア名

特定のインフォメーションストアに関するデータベースをリストアする場合に指定します。

複数のインフォメーションストア名を指定する場合は，コンマで区切って指定します。イン

フォメーションストア名に空白が含まれている場合は，名称全体を引用符で囲みます。

このオプションを省略した場合は，コマンドを実行したサーバ上のすべてのインフォメー

ションストアがリストアされます。

-target ストレージグループ名¥インフォメーションストア名

VSS を使用して取得したバックアップデータを，インフォメーションストア名を指定してリ

ストアする場合に指定します。インフォメーションストア名は，ストレージグループ名のあ
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とに区切り記号の「¥」を記述してから指定します。VSS を使用して取得したバックアップ

データ以外のバックアップデータに対してこのインフォメーションストア名を指定した場

合はエラーとなります。

複数のインフォメーションストア名を指定する場合は，コンマで区切って指定します。イン

フォメーションストア名に空白が含まれている場合は，名称全体を引用符で囲みます。指定

されたインフォメーションストア名は大文字と小文字を区別しません。

このオプションを省略した場合は，コマンドを実行したサーバ上のすべてのストレージグ

ループがリストアされます。

-f 一括定義ファイル名

-target オプションと同様，特定のストレージグループまたはインフォメーションストア

をリストアする場合に指定します。-target オプションと異なり，リストアするストレージグ

ループまたはインフォメーションストアの一覧を記述した定義ファイルをあらかじめ作成

しておき，そのファイルの名称を指定することで，リストアするストレージグループまたは

インフォメーションストアを一度に指定できます。一括定義ファイル名は絶対パスで指定

します。

なお，VSS を使用して取得したバックアップデータをインフォメーションストア単位でリス

トアする場合は，-target オプションと同様に，ストレージグループ名のあとに「¥イン

フォメーションストア名」と記述した一括定義ファイルを作成し，その一括定義ファイル名

を指定してください。

-force

業務ボリュームと複製ボリュームを強制的に再同期して，リストアする場合に指定します。

このオプションを指定すると，データベースサーバでバックアップを実行したときに取得し

た業務ボリュームのコピーグループ名がデータベースサーバの情報と一致していれば，

LDEV 番号または SERIAL 番号がバックアップ時の番号と一致していない場合にも強制的

に再同期します。このオプションは，ボリュームを入れ替えて LDEV 番号が変わった場合な

ど，-resync オプションを指定しただけでは再同期でリストアできないときにだけ指定し

てください。通常のリストアでこのオプションを指定した場合，データが破壊されるおそれ

があります。

-recovery

ロールフォワードによるリカバリを実行する場合に指定します。コマンドを実行すると，

バックアップしたあとのトランザクションが復元され，データベースは最新の状態に戻りま

す。ただし，バックアップしたときからコマンドを実行するときまでのトランザクションロ

グが，すべて正常に Exchange Server に格納されていることが前提になります。このオプ

ションを省略した場合は，データベースはバックアップしたときの状態に戻ります。

VSS を使用して取得したバックアップデータをインフォメーションストア単位でリストア

する場合，このオプションは必須です。-target オプションまたは -f オプションでイン

フォメーションストア名を指定する場合，-recovery オプションが指定されていないと，
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このコマンドはエラーで終了します。ただし，リストア対象となるストレージグループ内の

すべてのインフォメーションストア名を指定すれば，-recovery オプションを指定しなく

てもリストアできます。

-pf コピーパラメーター定義ファイル

コピーパラメーター定義ファイルに定義したリトライ回数とリトライ間隔を使用する場合

に指定します。指定する場合は，パスではなくファイル名だけを指定してください。

このオプションを省略した場合は，ControlCommand 用連携定義ファイル（DEFAULT.dat）
の値が使用されます。コピーパラメーター定義ファイルに記述がされていないパラメー

ターについても，DEFAULT.dat の値が使用されます。

コピーパラメーター定義ファイルは，次の場所に作成します。ファイル名は，64 バイト以

内の半角英数字で指定してください。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥raid

-vf VSS 定義ファイル名

VSS バックアップ時に使用した VSS 定義ファイルを指定します。このオプションは，VSS
を使用して取得したバックアップデータをリストアするときにだけ使用できます。 VSS を
使用して取得したバックアップデータ以外をリストアするときにこのオプションを指定し

ても無視されます。

VSS 定義ファイル名には，ファイル名だけを指定します。フォルダ名は指定しないでくださ

い。このオプションで指定する VSS 定義ファイルは，下記のフォルダに格納しておく必要

があります。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vss

このオプションを省略する場合，下記のファイルが VSS 定義ファイルとして使用されます。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥vsscom.conf

VSS 定義ファイルの詳細については，マニュアル「Protection Manager CLI ユーザーズガイ

ド」（IS315）を参照してください。

-ef Exchange 環境設定ファイル

Exchange Server との連携に使用するパラメーターをコマンド実行ごとに切り替える場合に

指定します。

Exchange 環境設定ファイル名にはファイル名だけを指定します。フォルダ名は指定しない

でください。

指定する Exchange 環境設定ファイルは，次のフォルダに格納します。

<Protection Manager のインストール先>¥conf¥exchange

このオプションを省略した場合，デフォルト値が使用されます。
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Exchange 環境設定ファイルの詳細についてはマニュアル「Protection Manager CLI ユーザー

ズガイド」（IS315）を参照してください。

注意事項

バックアップカタログの個々のバックアップ情報は，コピーグループをキーに管理されてい

ます。バックアップの取り方によっては，複製ボリュームにバックアップデータがあって

も，リストアできなくなる場合があります。詳細については，マニュアル「Protection Manager
CLI ユーザーズガイド」（IS315）の，バックアップおよびリストア時の注意事項についての

記述を参照してください。

VSS を使用して取得したバックアップデータをインフォメーションストア単位でリストア

する場合の注意事項を次に示します。

• インフォメーションストア単位でリストアする場合，同時にインフォメーションストア

名およびストレージグループ名を指定すると，次のように動作します。

• 同じストレージグループのストレージグループ名およびインフォメーションストア名

を指定したときはエラーとなります。

• 異なるストレージグループのストレージグループ名およびインフォメーションストア

名を指定したときには，ストレージグループ単位とインフォメーションストア単位でそ

れぞれリストアされます。

• VSS を使用したバックアップデータ以外のインフォメーションストア名を指定した場

合，エラーとなります。

• インフォメーションストア名を省略し，ストレージグループ名 ¥ という指定をした場

合はエラーとなります。

• イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ス ト ア 名 を 指 定 す る 場 合 ， drmexgcat コ マ ン ド の

INFORMATIONSTORE の表示を確認し，完全に一致するインフォメーションストア名を

指定してください。

• リストア時には，該当するインフォメーションストアが所属するストレージグループ内

のインフォメーションストアが，すべてディスマウントされます。

• リストア対象となるディスクにリストア対象外となるインフォメーションストアの

ファイルがある場合はエラーとなります。

• リストア対象となるディスクに異なるストレージグループのデータがある場合はエ

ラーとなります。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合
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使用例

• バックアップ ID「0000000001」で識別されるバックアップデータを，ディスク再同期

でリストアする。

PROMPT> drmexgrestore 0000000001 -resync
KAVX0001-I drmexgrestoreコマンドを開始します。
KAVX1805-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1700-I リストアを開始します。
KAVX1701-I リストアを完了しました。
KAVX1806-I インフォメーションストアをマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX0002-I drmexgrestoreコマンドを終了します。

• バックアップ ID「0000000003」で識別されるバックアップデータを，ディスク再同期

でリストアし，ロールフォワードでリカバリする。

PROMPT> drmexgrestore 0000000003 -resync -recovery
KAVX0001-I drmexgrestoreコマンドを開始します。
KAVX1805-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1700-I リストアを開始します。
KAVX1701-I リストアを完了しました。
KAVX1806-I インフォメーションストアをマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX0002-I drmexgrestoreコマンドを終了します。

• シード機能を有効にして，バックアップ ID「0000000005」で識別されるバックアップ

データを，ディスク再同期でリストアし，ロールフォワードでリカバリする。

PROMPT> drmexgrestore 0000000005 -resync -recovery -ef exchange.conf
KAVX0001-I drmexgrestoreコマンドを開始します。
KAVX1526-I Exchange環境設定ファイルを読み込みました。
           Exchange環境設定ファイル名 = exchange.conf
KAVX0256-I Protection Managerサービスに接続します。
           ホスト名 = passive_node_host_name
KAVX0256-I Protection Managerサービスに接続します。
           ホスト名 = backup_server_host_name
KAVX1732-I Exchange Serverのレプリケーション機能を中断しました。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1732-I Exchange Serverのレプリケーション機能を中断しました。
           ストレージグループ名 = STR2
KAVX1805-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1805-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR2
KAVX1700-I リストアを開始します。
KAVX5111-I アンマウントを実行します。
           マウントポイント名 = D:
KAVX5111-I アンマウントを実行します。
           マウントポイント名 = F:
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = mv01,rv01
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = mv02,rv02
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KAVX5109-I コピーグループのペア分割を実行します。
           コピーグループ名 = mv01,rv01
KAVX5109-I コピーグループのペア分割を実行します。
           コピーグループ名 = mv02,rv02
KAVX5110-I マウントを実行します。
           マウントポイント名 = D:
KAVX5110-I マウントを実行します。
           マウントポイント名 = F:
KAVX1701-I リストアを完了しました。
KAVX1806-I インフォメーションストアをマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1806-I インフォメーションストアをマウントしています。
           ストレージグループ名 = STR2
KAVX1736-I シード処理を開始します。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1737-I シード処理が完了しました。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1734-I Exchange Serverのレプリケーション機能を再開しました。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX1736-I シード処理を開始します。
           ストレージグループ名 = STR2
KAVX1737-I シード処理が完了しました。
           ストレージグループ名 = STR2
KAVX1734-I Exchange Serverのレプリケーション機能を再開しました。
           ストレージグループ名 = STR2
KAVX0002-I drmexgrestoreコマンドを終了します。

• Exchange Server 2010 の  DAG 構成でシード機能を有効にしてバックアップ  ID が
0000000005 で識別されるバックアップデータ（Mail01 および Mail02 を取得したバック

アップデータ）を，ディスク再同期機能を使用してリストアし，ポイントインタイムリ

ストアで復元する。

PROMPT> drmexgrestore 0000000005 -resync -ef exchange.conf
KAVX0001-I drmexgrestoreコマンドを開始します。
KAVX1526-I Exchange環境設定ファイルを読み込みました。
           Exchange環境設定ファイル名 = exchange.conf
KAVX0256-I Protection Managerサービスに接続します。
           ホスト名 = バックアップサーバ 1
KAVX1753-I Exchange Serverのレプリケーション機能を中断しました。レプリケーション
機能が自動的に再開しない場合，手動でレプリケーション機能を再開してください。
           Exchangeサーバ名 = データベースサーバ 2
           インフォメーションストア名 = Mail01
KAVX1753-I Exchange Serverのレプリケーション機能を中断しました。レプリケーション
機能が自動的に再開しない場合，手動でレプリケーション機能を再開してください。
           Exchangeサーバ名 = データベースサーバ 2
           インフォメーションストア名 = Mail02
KAVX1808-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           インフォメーションストア名 = Mail01
KAVX1808-I インフォメーションストアをディスマウントしています。
           インフォメーションストア名 = Mail02
KAVX1700-I リストアを開始します。
KAVX5111-I アンマウントを実行します。
           マウントポイント名 = D:
KAVX5111-I アンマウントを実行します。
           マウントポイント名 = E:
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = mv01,rv01
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KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = mv02,rv02
KAVX5109-I コピーグループのペア分割を実行します。
           コピーグループ名 = mv02,rv02
KAVX5109-I コピーグループのペア分割を実行します。
           コピーグループ名 = mv01,rv01
KAVX5110-I マウントを実行します。
           マウントポイント名 = E:
KAVX5110-I マウントを実行します。
           マウントポイント名 = D:
KAVX5111-I アンマウントを実行します。
           マウントポイント名 = F:
KAVX5111-I アンマウントを実行します。
           マウントポイント名 = G:
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = mv03,rv03
KAVX5108-I コピーグループの再同期を実行します。
           コピーグループ名 = mv04,rv04
KAVX5109-I コピーグループのペア分割を実行します。
           コピーグループ名 = mv04,rv04
KAVX5109-I コピーグループのペア分割を実行します。
           コピーグループ名 = mv03,rv03
KAVX5110-I マウントを実行します。
           マウントポイント名 = G:
KAVX5110-I マウントを実行します。
           マウントポイント名 = F:
KAVX1701-I リストアを完了しました。
KAVX1809-I インフォメーションストアをマウントしています。
           インフォメーションストア名 = Mail01
KAVX1809-I インフォメーションストアをマウントしています。
           インフォメーションストア名 = Mail02
KAVX1757-I シード処理を開始します。
           Exchangeサーバ名 = データベースサーバ 2
           インフォメーションストア名 = Mail01
KAVX1758-I シード処理が完了しました。
           Exchangeサーバ名 = データベースサーバ 2
           インフォメーションストア名 = Mail01
KAVX1755-I Exchange Serverのレプリケーション機能を再開しました。
           Exchangeサーバ名 = データベースサーバ 2
           インフォメーションストア名 = Mail01
KAVX1757-I シード処理を開始します。
           Exchangeサーバ名 = データベースサーバ 2
           インフォメーションストア名 = Mail02
KAVX1758-I シード処理が完了しました。
           Exchangeサーバ名 = データベースサーバ 2
           インフォメーションストア名 = Mail02
KAVX1755-I Exchange Serverのレプリケーション機能を再開しました。
           Exchangeサーバ名 = データベースサーバ 2
           インフォメーションストア名 = Mail02
KAVX0002-I drmexgrestoreコマンドを終了します。
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2.8.5   drmexgverify（バックアップデータの整合性を検証する）

書式

drmexgverify バックアップ ID

説明

複製ボリュームにバックアップされた Exchange データベースの整合性を検証します。

検証の対象となるのは，VSS を使用してバックアップされた Exchange データベースです。

このコマンドはバックアップサーバで実行してください。このコマンドを実行する前に，次

の操作が必要です。

• バックアップサーバ上に，Exchange 管理ツールをインストールします。インストール

する Exchange Server のバージョンは，データベースサーバ上にインストールされてい

る Exchange Server と同一バージョンである必要があります。なお，データベースサー

バ上の Exchange Server にサービスパックを適用している場合，バックアップサーバ上

の Exchange Server にも同一のサービスパックを適用してください。 Exchange 管理

ツールのインストールの詳細については，Exchange Server のマニュアルを参照してくだ

さい。

• エクスポート／インポートで，バックアップカタログをデータベースサーバからバック

アップサーバに転送しておきます。

• Exchange データベース（*.edb ファイル）が格納されている複製ボリュームを，バッ

クアップサーバにマウントする必要があります。マウントには，drmmount コマンドを

使用し，引数にはバックアップ ID を指定してください。また， drmexgverify コマン

ドを実行したあとに，マウントした複製ボリュームを drmumount コマンドでアンマウ

ントしてください。

引数

バックアップ ID

整合性を検証したい複製ボリュームのバックアップ ID を指定します。バックアップ ID は，

バックアップカタログをエクスポート／インポートでバックアップサーバに作成したとき

に割り当てられる。なお，指定できるバックアップ ID の値は 0000000001 ～ 4294967295 で
す。先頭の 0 は省略しないでください。

戻り値

0 　　：正常終了した場合

0 以外：エラーが発生した場合
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使用例

バックアップ ID が「0000000001」のバックアップデータの整合性を検証する。

PROMPT> drmexgverify 0000000001
KAVX0001-I drmexgverifyコマンドを開始します。
KAVX0076-I Exchangeデータベースファイルのチェックサムを確認しました。
           ストレージグループ名 = STR1
KAVX0002-I drmexgverifyコマンドを終了します。
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